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　　　　１



　時間の余よ裕ゆうはなかった。ペガサス空中騎き兵へいの騎き襲しゆうを浴びたというのに、魔王軍の防ぼう御ぎよ射しや撃げきは熾し烈れつという以上の規模と密みつ度どを維い持じしているからだ。それが証しよう拠こに、魔王歴１００３年６月10日午後の陽光がかさなりあって差す野には魔ま導どう弾だんや攻こう撃げき魔法によって醜みにくいあばたが無数に生じている。



　上空では防御魔法に弾はじかれた石弾や火弾が不気味な音をあげて弾道を変え、周囲には無む効こう化かされた魔導弾が落下して破は片へんや泥どろを飛び散らせていた。おまけに、すべての敵てき弾だんが魔法によって遮さえぎられているわけでもない。

「射点は確かく保ほしたか」ヴァードン・ラケル男だん爵しやくはほっそりした顔からすべての感かん情じようを消し去るべく努力しつつたずねた。むろん恐おそろしくてたまらなくはあるのだが、武ぶ勇ゆうを重んじるランバルト貴き族ぞくらしさを保たもとうと、鞍あん上じようでまっすぐに背せをのばしていた。ラケル投射隊を率ひきいるラケル家の当主がこの程てい度どのことで怯ひるんでなどいられない。かれがフェラール三世の手で貴族に叙じよせられたとなればなおさらである。いまや焦しよう点てんともいえる首都攻こう略りやくの段だん階かいにはいった魔王領りよう侵しん攻こう作戦には、恩おん義ぎあるその優やさしき王の名が冠かんせられているのだ。

「生き残ったバリスタはすべて位置につきつつあります」そう応おうじたのは丸顔の半分を赤あか髭ひげで覆おおったパイル・イスパーだ。ラケルが蛮ばん地ちのぬかるみから拾いあげるようにして育てた男で、その甲か斐いあってか、主に対する忠ちゆう誠せい心しんと男としての勇気は一級品である。

「何台残った」ラケルは展てん開かいしつつある部隊を眺ながめながらいった。箱形客室を持つ旅行用四輪馬車の天てん井じように、大きなブランコを取りつけたように見みえるバリスタからはすでに馬が外され、兵たちの手によって押おされている。イスパーの報ほう告こくどおり、偵てい察さつの結果に基もとづいて決定された射点へ進入しつつあるのだ。

「さきほどの報告では48台──」イスパーがそこまで口にした時、防御魔法の隙すきを突ついた敵の一撃によって一台のバリスタが兵を巻まき込こみながら粉々に砕くだけ散った。バリスタと兵の様子を素す早ばやく確たしかめたイスパーは乾かわいた声で、つぶやくように付け加えた。

「47台。いまのは魔法じゃないですな。われわれの商売敵がたきです」

「〈パチンコ〉だ。〈早撃うち〉ならばもうすこしハデに壊こわれる」ラケルは鼻を鳴らさんばかりの声で応じた。

　ランバルト軍は敵てき──魔王軍の長射程バリスタに識しき別べつ用のニックネームをつけている。〈パチンコ〉は73式自走カーペツタライズド１０５キロ魔導バリスタ、〈早撃ち〉は74式自走１５５キロ魔導バリスタがそれに当たった。前者は身軽であるがゆえにさほどの威い力りよくをもたないことから、後者は弾たまの重さが増ましたにもかかわらず、発射速度がそれまでよりも大おお幅はばに上じよう昇しようしたことからつけられた名だ。なお、魔王軍が最近になって実戦投入した最新型の99式自走１５５キロ魔導バリスタは〈長槍ロングランス〉と呼よばれていた。精せい霊れいさんへひたすら頼たのみこんでぶっ放すとはいえ、射程がバリスタとしては異い常じようなほど長い（５キロにも達する）からである。

　損そん害がいを目にし不ふ快かいさはたっぷりと感じたものの、ラケルはあわてなかった。〈パチンコ〉の常じよう套とう戦せん術じゆつを熟じゆく知ちしていたからだ。既き存ぞんのカーペットへ無む理り矢や理りバリスタを搭とう載さいしようとして強ごう引いんな小型化をおこなった〈パチンコ〉は、魔導効果を用いても２００メートルほどの射程しかもたない。精霊さんの力がほとんど誘導に使われているからだ。

　となれば当然、逆ぎやく襲しゆうを受ける可か能のう性せいが高くなるので、魔王軍は“〝速射速転シユート・アンド・スクート”〟戦術──いわゆるＳ２ドクトリンとして知られる方法を多用する。つまりいまごろは射点転てん換かんのため全速で移い動どう中のはずだ。うっとうしいことこのうえないが、魔法やペガサスの対地攻撃で潰つぶすしか手のない〈早撃ち〉や〈長物〉にくらべればはるかに楽だった（もっとも、この点についてランバルト軍内部には異い論ろんもある）。

「前進をはじめた時には60台だった。くにをでた時はもっとあった」ラケルは乾かわいた声でいった。

「夜まで何台残るか、まことに興きよう味み深いですな」そう応じたイスパーはむろんふざけているわけでも現げん状じようを他ひ人と事ごとのように受け取っているわけでもない。肌はだの色が白く変わるほどに拳こぶしへ力をこめていた。

「意外に残るさ。半分でも計画どおりにすすめばそうなる」ラケルは苦笑いを浮うかべた。「つまり、お先真っ暗ということで？」イスパーがにやにやしながら見あげた。

　ラケルはうなずき、今度は弾を載のせた馬車の動きに注目しながら命じた。

「そういうことだ。さっ、急がせろ。ベクト人のばあさんがお祈いのり唱えながら洗せん濯たくしてるんじゃないんだぞ！」



　敵までの距離はわずかに２００メートル。しかしいま、それは無む限げんにも等しい距離におもえた。

　大きな馬車の上に巨きよ人じん用のシーソーを取りつけたようにみえるランバルト軍バリスタ。そのシーソーの後こう端たんを綱つな引ひきのように曳ひいていた兵たちが一いつ斉せいに手を離はなした。同時に前端にぶら下げられた錘おもりががくりとシーソーを反対側に引き下げる。後端の台に載せられていた弾たまが空中へ放り投げられた。一発だけではむろんない。50台近いバリスタによる一斉射しや撃げきだ。

「正面の敵てきバリスタ隊、射撃を開始した！」

　敵軍へひたと視し線せんを据すえていた山や羊ぎと人間をシェイクしたような見かけの二等兵──ボックマンの若わか者ものが冷たい汗あせでぬめった毛のない顔を引きつらせながら報告した。かれがいるのは魔ま都とワルキュラの東南端近くにある新しん興こう住じゆう宅たく地ち、ポロス・ニュータウンだ。より細かくいえばその中心にもうけられたニュータウン消しよう防ぼう署しよ、その望ぼう楼ろうである。高い塔とうの上につくられているため、監かん視し哨しようとしては絶ぜつ好こうだったのだ。

　傍かたわらで地図と現実の敵てき情じようを見み比くらべていたホビット将しよう校こう、イズマン・タバル中ちゆう尉いが素早く野戦用ＰＪＳを引っつかみ、いささか荒あらっぽすぎる“〝お願い”〟をつぶやいたあとでわめき散らす。

「スかした吟ぎん遊ゆう詩人18より半はん裸らの女剣けん士し６、状じよう況きようコイオス！、状況コイオス！　送れ！」

　応おう答とうはなかった。そのかわりに空中の敵てき弾だんが次々に防ぼう御ぎよ魔ま法ほうへ捕とらえられる。石弾は空中に生じた見えない障しよう壁へきによって弾はじかれ、火弾は突とつ如じよとして出現した水の玉によって包みこまれ、水すい蒸じよう気きを吹ふきあげる。魔ま導どう弾だんに対しても精霊さんを活用した魔導妨ぼう害がいがおこなわれていた。

　が、この世のすべてがそうであるように、完かん璧ぺきではない。

　三発の石弾が運動量を持ったまま落下して建物の壁かべや屋根を破は壊かいし、二発の火ひ弾だんが道や建物にぶち当たって炎ほのおをあたりに飛び散らせた。魔導弾も一発が精霊爆ばく発はつを起こし、二階建ての可愛かわいらしい建て売り住宅数すう軒けんを一いち撃げきで粉ふん砕さいする。かくてペガサスの爆撃で痛いためつけられていた新興住宅地はまたしても傷きずを負うこととなった。

「くそったれめ。くそったれのランバル野や郎ろうどもめ」お父さんやお母さんたちが一生懸けん命めいにお金をため、あるいは銀行ローンを組んでようやく手に入れた小こ振ぶりな建て売り住宅の並ならぶニュータウンの東側から炎や精霊爆発のきらめきが生じたことを知ったタバルは罵ののしりのうめきを漏もらした。再ふたたび野戦用ＰＪＳを引っつかみ、本部を呼びだす。

「スかした吟遊詩人18より半裸の女剣士６、何発か落ちた！　魔導標定座ざ標ひようあかさぱ─しぶてて─へぽ。繰くり返す。魔導標定座標あかさぱ─しぶてて─へぽ！　明めい確かくな状況は不明だが、いくつかの炎が確かく認にんできる。くそっ、さっきの爆撃もそうだが、いったい広こう域いき防御魔法支し援えんはどうなってる？　魔導弾まで爆発してるぞ！　送れ！」

　本部からは即そく座ざに応答があった。

「半裸の女剣士６、受信。手配する。送れ」

「それだけかよ」タバルは小さな身体からだをわなわなと震ふるわせた。「逆襲とかもう一度対バリスタ射撃をはじめるとか、なんかいい話はないのか？　送れ」

「こちらにも余よ裕ゆうはない、スかした吟遊詩人18。君たちはそこを可か能のうな限かぎり保ほ持じしろ。敵が本ほん格かく的な前進を始めたらただちに放ほう棄きしてよろしい。終わり」

「放棄って……おい！　おい！　あ、くそっ、切りやがった」

　茫ぼう然ぜんとした表情で野戦用ＰＪＳを見つめ、それを床ゆかに叩たたきつけようとして──タバルはあわてて自分を抑おさえた。敵の新たな射撃がおこなわれたことに気づいたのだ。敵弾の飛んでゆく方角を即座に確認した。かれが担たん当とうしているエリアではなかったが、別に嬉うれしくはない。また街が破壊されるとわかっていたからだ。そう、ポロス・ニュータウン……いや、ワルキュラ、千年の夢ゆめを担になう魔族の都が。



　　　　２



「面めん倒どうな説明ははぶきます」

　大だい魔ま城じよう地下、総そう帥すい戦せん略りやく指し導どう室しつ──戦場の臭においを発散するくたびれた野戦迷めい彩さい服に身を包んだジョス・グレナム少しよう将しようは壁に備そなえられた精霊式ジンナイズ大規模地形表示装置ＧＴＳを示しめした。懸命に普ふ段だんの印象を守ろうとしているが、だまされる者はいない。面おも変がわりが激はげしすぎた。

　いまのジョスはいつもより早口で、瞼まぶたは腫はれており、いくらか前まえ屈かがみになっていた。普段は青みかがってさえいる白目も充じゆう血けつしている。かつてみずから望んで振る舞まっていたお気楽で自じ堕だ落らくな遊び人の兄ちゃんらしさは、わずかにニットキャップに残されているに過すぎなかった。あとはどこからどう見てもいかにも異い世せ界かい風の青年将軍──厳きびしい戦いを強しいられている戦場を任まかされた、苦労を重ねている指し揮き官そのものだった。



    

  
    
      「敵てきのワルキュラ攻こう撃げき、その本格化とともに外周防ぼう御ぎよ線せんを放棄、市街防御に転じた俺おれの部隊──魔都防ぼう衛えい兵団〈東の鉄てつ壁ぺき〉は防御上の主導権イニシヤテイブを失いかけてます。正直いって、やばいっすね。あ、もちろんみんな踏ふん張ばってはいますけど」

「よろしいか」あらたまった調子で発言の許きよ可かを求めたのはなんだかんだで魔王領りようの中ちゆう枢すうに参加してしまったコレバーン第三王女、フィラ・マレル（24）だった。

　彼女が戦いを忘わすれていないことを教えるのはアクセサリーのような気軽さで腰こしから下げたマジック・ステッキだけかもしれない。見得を切るのは大好きでも無む駄だなことは大だい嫌きらいなので、必要もないのに重い戦いくさ装しよう束ぞくを身につけるような真ま似ねはしないからである。

　そのかわり、相変わらずサービス精せい神しんにあふれていた。身につけているのは漆しつ黒こくの生き地じに銀糸の縁ふち取どりを施ほどこしたプリンセス・ラインのぴちぴちドレスという、みずからの魅み力りよくを生かしきった軽けい装そうだからだ。このデザインの発はつ祥しようの地、チキュウの19世紀イギリスでは、プリンセス・ラインのドレスといえば下着としてのコルセットが必ひつ須すだったりしたものだが、パスしている。わざわざ締しめあげる必要などないほどにウェストがくびれきっているからだ。ま、根こん性じようの狭せまい者ならば『いまがどういう時か、わかっているのか』と文句のひとつもつけそうな格かつ好こうということである。

　許可を得たフィラはジョスへ丁てい寧ねいな発音でたずねた。

「市街戦の場合、攻撃側は五倍以上の兵力を投じねば戦術的優ゆう位いを獲かく得とくできないのではなかったか。これは、ブラントラントとチキュウで共通する経けい験けん則そくだったとおもうが」

「ま、それはそうなんですが、殿でん下か」フィラの見事なプラチナブロンドとエメラルドをおもわせる瞳ひとみを目にし、いくらか気分が明るくなったらしいジョスは嘲あざけりをふくまない微び苦く笑しようを浮うかべた。もちろん彼女の見事なスタイルも視界にはいっているが、いちゃもんなどつけるはずもない。美しいものは常つねにそのレベルにふさわしく飾りたてられるべきだと信じているし、なによりフィラが誰だれのためにゴージャスでえっちぃドレスを着こんでいるかわかっているからだ。

「問題はですね、敵が攻撃すべき場所を選べ、そこにどかっと兵力を叩たたきこめることです。すなわち戦場では一時的であるにしろ圧あつ倒とう的な兵数の優ゆう越えつを獲得できます。もちろん我わが軍もＦＪＩＭＳ──戦せん術じゆつジンネットにバックアップされた精霊化作戦立案／ＪＯＰ実行システムＥＳを最さい大だい限げんに活用し、部隊運用の柔じゆう軟なん性せいを高めています。ですが、ワルキュラ防衛戦せん闘とうという作戦的状じよう況きようにおいて、受け身であり、後手にまわりがちであることに違ちがいはありません。後方に置いた予よ備び隊を前線の危き険けんな地点に急きゆう派は、危機に対たい処しよさせる機動防御戦術はいうまでもなく有効ですが……そののちになにを実じつ現げんするのかという明めい確かくな目的、それも積極的な目的が存そん在ざいしなければ……ま、ぶらぶら揺ゆれるサンドバッグとナニが違うの、ってことになります。サンドバッグならばそういう道具だから、とあきらめもつきますが、兵隊には気分モラールってものがありますからね」

　フィラは腕うで組ぐみし、小さくうなずいた。戦いにのぞむ気分、すなわち士気の影えい響きようについては彼女もよく知っているからだった。事実上、ジョスは悲鳴をあげているのだ。モラールの維い持じに苦労しているのは兵隊だけじゃないんだ、本当はそれがいいたいのである。

　ジョスが着席すると今度はがっしりした体たい格かくの人族将校が一礼した。ワルキュラの北を守る〈北の怒いかり〉兵へい団だんを率ひきいるバシール・ザボフスク准将だ。

「小官もグレナム少将の意見にまったく同意するものであります。ことに、現今の戦況下において我が〈北の怒り〉兵団はこれといった敵と接せつ触しよくしておらず、事実上、遊兵化しております。ワルキュラ死守という戦略目標を達成するためにも、より積極的な方ほう策さくを採さい用ようすべきだと小官もまた信じるものであります」

　ちなみに、さきほどジョスがワルキュラの戦いを作戦的状況とのべ、いまザボフスクが戦略目標と表現したことに矛む盾じゆんは生じない。兵団という戦略単位を率いて現実の戦いに臨んでいる指揮官が見つめるべき二つのチャンネルを示しているにすぎないからだ。すなわちジョスは指揮官が直面している状況を述のべており、ザボフスクは達成すべき目標から事じ態たいへ対処すべき方ほう針しんを語っている。

「戦略目標？」さっと発言の許可を求めた十二単ひとえ姿すがたの艶つややかな美女──非ひ公式の総帥最高政治顧こ問もん“〝の、ようなもの”〟である九きゆう尾びの狐きつね、玉たま藻も（アダルト・モード）が探さぐるような調子でいった。ちなみに、最近の玉藻はアダルト・モードの際さいにも眼鏡めがねをかけるようになっている。むろん、首からかけるチェーンがついた銀縁の女教きよう師し風（女じよ性せい教師や女の先生と表現したのではロマンに欠ける）な至し高こうのアイテムであった。

「もちろん、軍事上のものですわね、ザボフスク兵団長？」中指の先でその眼鏡をずりあげながら玉藻はたずねた。「閣かつ下かは大戦略グランド・ストラテジー……国家戦略ナシヨナル・ストラテジー的な方針について前線部隊に責せきを担になわせる方針は絶ぜつ対たいにとられませんから」

「むろんであります、玉藻様」ザボフスクは謹きん厳げんな顔のまま即そく答とうした。「自分の理り解かい、意図ともに、あくまでも軍事戦略上のものに限かぎられます」

　年のいったお坊ぼうさんのような渋しぶい声で話し終えたザボフスクが着席すると同時にやたらと威い勢せいのいいオーガが立ちあがった。礼もそこそこに話し始める。ビータ・ババニポス准将だ。

「〈南の雷らい鳴めい〉兵団長としての意見を申し述べます！　現在の守勢を第一とする作戦方針は魔ま王おう領りようと総そう帥すい閣下へ忠ちゆう誠せいを誓ちかうわが将兵の戦意を充じゆう分ぶんに生かしているとはとてもいえないものであります！　グレナム少将、ザボフスク准将がすでに述べたごとく、魔都死守を任にん務むとするワルキュラ総軍は事態の推すい移いにともないその作戦上の柔軟性を大いに減げんじております。強きよう敵てきシレイラ王女率いる敵本軍の戦場投入も間近と予想されるいま、ワルキュラ総軍は戦術的逆ぎやく襲しゆうによる敵のより大きな消しよう耗もう、あるいは作戦的奇き襲しゆうによるウランコール衝しよう撃げき軍ぐんの殲せん滅めつをはかるべきであります」

「うおっ、壮そう大だい」許きよ可かも得ず声をあげたのは中央魔導局ＣＭＡ長官、ふわふわのブロンド、小こ柄がらなのに胸むねと腰こしが大だい爆ばく発はつという犯はん罪ざい的魅み力りよくを備そなえたエルフ、セシエ・ハイムだった。といっても表ひよう情じようのほうは声とは大違いで、勢いきおいのままに言葉にふくまれていたものをエスカレートさせてしまったババニポスを目交ぜで抑おさえようとすらしている。戦意が高いのはいいが、この場で前線の気分をダイレクトにぶちまけるような発言はかえってマイナスだといいたいらしい。お脳のうにピンク色の花畑が拡ひろがっているように見える一面、冷静という以上の──冷れい酷こくとすら評ひようしうる状況判はん断だんの才を備えた彼女らしい気配りだった。でなければブラントラントでもっとも充じゆう実じつした諜ちよう報ほう機関とみなされているＣＭＡの長官はつとまらない。

　ひとあたり発言が済すんだところで、皆みんなの視し線せんは一いち座ざの主に集中することとなった。

　総帥用の座ざ席せきに腰掛かけていた人物はちんまりした手で赤ん坊のようにぷくぷくとした頬ほおを掻かいた。半はん袖そで開かい襟きんシャツに学生服の夏用パンツ、んでもってうわ履ばきのサンダルという、天あま抜ぬけ高校夏季制せい服ふく姿である。室内ということでマントは外していた。ていうか、数日前にマントの裾すそを踏ふんづけてコケたので、必要がなければ身につけないことにしたのだ。なお、靴くつ下したもパスしているのは小お野の寺でら家の遺い伝でん子しに配はい慮りよした結果である。かれのお父さんは夏場ともなると水虫の薬と実に深い関係に陥おちいるからだ──とまあ、なんとなく以上に格かつ好こう良さからは縁えん遠どおいが、それが魔王領総帥、小野寺剛ごう士し君（17）のリアルであった。

　果たして白はく癬せん菌きんが……水虫菌が異い世せ界かいブラントラントで繁はん殖しよくするかどうか、そんなもの魔法や異世界系けいドラッグで治せないのか、というもっともなツッコミはともかく、敵をついに首都へと迎むかえた戦いの午後である。そしてこの場ではワルキュラ総軍指し揮き官会同──ワルキュラを守る三つの兵団の指揮官を呼よび集め、かれらが肌はだで感じとっているなにかを知ろうとする目的の戦せん況きよう報ほう告こく会が開かれているのだった。

　指揮官会同を進言したのはワルキュラ総軍の指揮代行を命じられた魔王軍参さん謀ぼう総長アーシュラちゃんだ。夢ゆめのようにピュアなヴァンピレラ・ビューティでありつつも軍の指し導どう者としてはおそろしいほどに熟じゆく達たつしている彼女の発案らしく、その効こう果かは疑うたがいもなかった。皆の発言を耳にするたび、気の小さい人特有のこくこくとした気き遣づかいのうなずきを返していた剛士の落ち着かなげな態度がそのことを教えている。

　いや、実際は落ち着かないどころではない。当然だ。１０００年の歴史ではじめて、魔王領はその都のすべてを戦場にしつつあるからだ。

　戦闘の直接的な展開に加えて、〈東の鉄てつ壁ぺき〉兵へい団だんが守る東正面に対する、頻ひん繁ぱんなランバルト軍斥せつ候こう部隊の侵しん入にゆうが報告されていた。前線からの報告を総合すると、ランバルト軍中央集団の先せん鋒ぽうをつとめるウランコール衝撃軍は魔都直撃の準じゆん備びをほぼ完成させたとみるべきだった。

　だからこそジョスをはじめとする兵団指揮官たちは積極策さくによるイニシャティブの回かい復ふくを進言していた。ひとたび市街戦に突とつ入にゆうしてしまえば戦況が混こん沌とんとしてしまうことは目に見えているからである。剛士の故こ郷きようであるチキュウの歴史が教えているように、根こん性じようを据すえた軍隊同士が都市でドつきあえば、なにもかもメチャクチャになってしまう。戦せん術じゆつや装そう備びの優ゆう越えつも、野戦ほどは役に立たない。ランバルト軍が魔王軍よりも明らかに優すぐれている集団としての行動力は明らかに減じるだろうけれど、果たしてかれらがそのマイナスを放置しておくかどうかは疑ぎ問もんである。すなわち、お互たがいにありとあらゆる手を用いあい、さらにぐちゃぐちゃな展てん開かいになる。いまのうちにイニシャティブを回復し、敵の行動が作戦レベルにおいては“〝受け身”〟の性せい質しつを持つようにしてしまわなければ、ロクでもない事じ態たいを招まねくのは明らかだった。ミリタリーなネタにはうとい剛士もその程度のことはわかる。そして、その事実をかれに進言すべく集まったジョスたちの意見は……

　反撃。反撃。大反撃。

（三人がいっているのは、そういうことだ）

　緊きん張ちよう感の足りない見かけとは裏うら腹はらに、脳がねじきれそうなほどぐじゃぐじゃと考え続けていた剛士はおもった。非常事態に直面したかれを危あぶない人にする高速怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろはむろん、作動中である。

　だからこそ、なおさらお気楽な演えん技ぎを続ける必要があった。理由は簡かん単たん、気の小ささに自信があったからだ。でなければ煮に詰つまりのあげくに作動する高速怨念増殖炉──様々な情報の中から重要なものだけを抜ぬき出だし、簡単な目的を定め、重要な情報だけに基もとづいて進むべき方向を決める──なんて『習しゆう慣かん』が身に付くわけがない。

　つまり現げん状じようは高速怨念増殖炉をぶん回していても辛つらくてたまらないのである。あまりの現実の巨きよ大だいさ故ゆえに、剛士君、ある種の限げん界かいに到とう達たつしつつあったのだ。能力の方はまだなんとかなりそうだが、気分のほうがまったくよろしくない。たとえ、チキュウの組そ織しき論ろんや史実で役に立った組み合わせを取り入れた制度が魔ま王おう領りように存そん在ざいしていても、そうなのだ。

　そうあって当然の状況ではあった。

　ジョスは作戦上の自由度を確かく保ほするために反撃が必要だといっている。

　ババニポスは将しよう兵へいの士気をもり立てるという側面をさらに強調していた。

　ザボフスクは両者をかけあわせたような立場である。

　理り屈くつとしては剛士にもよくわかる話だった。

　ともかくやばいのだ。国家の心しん臓ぞう部ぶに入りこまれようとしているのである。負けないためにはあらゆる手を打たねばならない。状況を見み極きわめたうえでの最大限の兵力を投入した反はん撃げきはそのもっとも有効な対抗策のひとつに違ちがいなかった。

　ざっと考えをめぐらせるだけで、その効果もあたりがついた。たとえば、ウランコール衝しよう撃げき軍ぐんがワルキュラ攻こう略りやくに兵力の大半を投入してくるまで待った後に、すべての予備隊を叩たたきこんで側面や後方を叩けば、かなりの戦果を見こめるだろう。それは戦術的、作戦的に見て紛まぎれもない勝利だ。

　問題は、剛士が戦術レベルはもちろん作戦レベルの勝敗にすらかかずらってはいられない立場だということである。国家の指導者であるかれが注目しなければならないのは戦略、それも軍事にはとどまらない大戦略という国家レベルでの損そん得とく勘かん定じようだけだからだ。ぶっちゃけていえば、大戦略という観点でプラスになるのであれば、戦場でボロ負けこいたってかまわない、そういう立場なのである。

　だからこそもとから名のみの立場だったワルキュラ総そう軍ぐん司令官としての権けん能のうをほぼ完全にアーシュラちゃんへあずけてしまった。最高指導者が軍部隊を率ひきいるのは魔族たちのモラールを保たもつ方法としてはたしかに効果がある。しかし、晩夏の夕立に濡ぬれながらカリブのハリケーンを案じるのが難むずかしいのと同じく、どうしても『戦争』ではなく『戦場』に注意が引きつけられがちになる。それでは総そう帥すいの仕事を放りだしているのと同じになり、モラールを上じよう昇しようさせるというプラスをはるかにうわまわるマイナスになってしまうのである。

　実際、『戦場』の生々しさを突つきつけられた剛士の胃いは縮ちぢみあがっていた。喉のどもとへこみあげてきた強い酸すっぱさのおかげで、ホースを突っこんで水みず洗あらいしたいほどに気分が悪い。

　理由はわかっている。報ほう告こくと進言を受けたからには三人に自分の方ほう針しんを伝えねばならないからだった。それが辛かった。剛士がいわねばならないのは、要するに、

「あなたと、あなたの兵隊さんたちがどれだけ苦労するかは『戦争』のなかでは無む視ししてもいい問題です」

　ということだからである。ここまで冷れい酷こくなことを考えられるのは、立場が要求するからなのはもちろんだが……つい先日、甘あまえた一言を口にしたばかりにフィラから怒ど鳴なりつけられてしまった経けい験けんも生きていた。

　それに、冷酷になるべき理由もしっかりとある。剛士の大戦略構こう想そう（などというコケ威おどしっぽい言葉などかれは知りもしないけれど）に基もとづいて展開されている〈ヤヌス〉作戦がそれだ。作戦そのものを成功させるために、いまはあまり劇げき的に戦せん況きようが変化されては困こまるのである。

　むろんそのまま口にできるはずがない。前線部隊の指し揮き官に戦略的な問題のすべてを説明してはかれらの行動を制せい約やくしすぎることになるからだ。かといって、いいから黙だまって死し闘とうでもしてろ、ではいらない波風が立ちすぎる。なんとかバランスをとらねばならない。そういう意味で人民の総意と天命に基づく独どく裁さい者しや、とでもいうべき剛士の立場は全然楽しくはなかった。

　はっきりいって面めん倒どうくさい。怖こわくてたまらなくもある。いくら戦争について覚かく悟ごを固めたとはいえ、24時間営えい業ぎようで立りつ派ぱな人を演じられるわけもないのだから当然であった。剛士君、人としてそこまで単たん純じゆんでも愚おろかでもなかった。自分の中にある様々な要よう素そ、周囲に存在する無数の要素、そのすべてからちくちくちまちまと影えい響きようを受けることだけは避さけようがないのだ。

　しかし、丸くなって寝ねてしまうわけにもいかない。個こ人じんとしてはお家に帰りたくなることはむろんあるけれど、お家にいたころも別に楽しくなどなかったことを忘わすれてもいないからである。なにしろこのところ過すごしているのは前門は地じ獄ごくで後門は天国という毎日なのだ。お家に引きこもっているどころではない。それどころか……勉強が嫌きらいで、親が金持ちじゃなくても大学には行きたい高校生が最後の選せん択たく肢しとして毎日お勉強をせざるをえなくなり、最終的には驚おどろくほど偏へん差さ値ちがあがってしまうように、立場というものに慣なれすら生じている。

　というより、いまの剛士はその『慣れ』に頼たよるよりないのだ。そこをのぞけば、いまだに天抜高校二年四組のどうということのない、いや、いじめのターゲットにされがちな生徒のままだからである。すくなくとも本人はそう信じており、その認にん識しきに逃のがれようもないなにかを感じとっている。ひどく冷静な気分で自分の限げん界かいを自覚するほどにだ。やはりつくづく損な人であった。

「ぼくもワルキュラで逆ぎやく襲しゆうしたいけど」こめかみの血管がびくびくとし、心臓がイヤな高鳴りを起こしていることを自覚しつつ剛士はいった。三人へ詫わびるような視線を巡めぐらせたあと、つけくわえる。

「ともかくさ、いまは我が慢まんして」

「あー、閣かつ下か」

　ジョスがいった。むろん公式の席であるから、口を挟はさんだ、のではなく、総帥への敬けい意いと忠ちゆう誠せいのあらわれとして、挙手して許きよ可かを得たのちにだ。

「あの、そーゆー問題じゃなくってですね。さっきも申しあげたように、その、なんていうか……ただワルキュラを守れ、じゃあ盛もりあがらないってことなんですけど」

　本音というだけではなかった。総帥夜遊び指し導どう教官を自ら以もつて任にんじているほどに剛士君への信しん頼らいと忠誠を誓ちかっているだけあって、ジョスには日本国は天抜市からブラントラントに引っ張ぱりこまれた総帥閣下がなにか大きな絵を描えがいていることに気づいている。自分にそれが教えられていない理由も同じだった。不満を覚えるどころかお互いの責せき任にんを持つべき範はん囲いが異ことなるのだから当然だと受け取っていた。

　同時に、あっさりと受け入れられない気分もあった。現げん実じつに苦く闘とうを繰くり広げているのはかれの兵へい団だんだからだ。ワルキュラ総軍の指揮を完全にアーシュラちゃんへ任まかせ、大だい戦せん略りやくという高みに登ってしまった剛士には兵隊たちのだれ具合、すなわち士気の低下が、いかなる伝でん染せん病よりも爆ばく発はつ的な感染拡かく大だいを引き起こすことがわかりにくくなっているのではないかと案じていたのである。

　かれの心配は当然といえる。士気の低下はたしかに大戦略にも致ち命めい的な影響を及およぼす。四年制せい大学推すい薦せん入学者の増ぞう大だいを目指して高校の三年間をガチガチの校こう則そくで縛しばっても、優ゆう秀しゆうな学生ではなくある種のパターン認にん識しきが得意なだけのゾンビができあがるにすぎないのと一いつ緒しよで、その場その場で気分転てん換かんをはかってやらなければやる気というものは維い持じできない。どれほど方ほう針しんが正しくても敗北しかねないのである。

「あー、うん、いや、わかってはいるんだけど」剛士はこたえた。

　ウソではなかった。

　そういう気分の問題について、剛士は意外に詳くわしい。高こう速そく怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろを運転させなくても簡かん単たんに理り解かいできるほどにだ。定期試験や高校受験の勉強でどれほど時間を使っても効こう果かがあがらないという状じよう態たいを経けい験けんしていたし、教きよう師しの方針と生徒のノリがずれまくったあげく、学級崩ほう壊かいに陥おちいったクラスの一員だったこともあるからだった。

「ともかくさ、いまはダメなんだ。絶ぜつ対たいにダメ」

　閣下、と手をあげたザボフスクがたずねてきた。表ひよう情じようは硬かたい。

「大所高所からの判はん断だんとしてそのようにおっしゃられるのは理解できます」かれは“〝理解”〟という言葉を強調して発音した。「しかし、前線の将しよう兵へいが受け入れられるかどうかはまったくの別問題です」

「……」剛士としては黙るほかない。

「前線がどのような状態か、視し察さつをおこなわれた閣下にもおわかりかとおもいますが」剛士の沈ちん黙もくをどう受け取ったのか、ザボフスクは言葉を重ねた。「実情はさらに凄せい惨さんです。種族の別なく、生まれてきたことすら後こう悔かいするような時間を過ごし続けています。敵てきの魔ま法ほうに怯おびえ、パイクを恐おそれ、弓に肝きもを冷やし……自分ほど運の良くなかった戦友が無惨な傷きずを負い、苦しみの果てに息をひきとる様を目にしているのです。そして、それでもなお、戦い続けているのです。閣下を信じ、祖そ国こくと同どう胞ほうのためだとおもいさだめ、無む慈じ悲ひな時を、いまこの瞬しゆん間かんも過ごし続けています。戦い続けています。ことに、敵を真正面に迎むかえたグレナム少将の兵団は……」

「それは、わかっているつもりだけど」そう応おうじつつも、賛さん嘆たんの念を抑おさえきれなかった。ザボフスクの真意に気づいていたからである。

　いまの剛士はすべての頂ちよう点てんに立つ存そん在ざいである。さきほど触ふれた実態はともあれワルキュラ総そう軍ぐん司令官でもあるから、集まった三人の兵団長たちの直ちよく属ぞく上官ということにもなる。そして、それが重要だった。

　大たい抵ていのことがお気楽に済すむように全力を傾かたむけている魔王領りようとはいえ、限界は存在する。魔王軍のシステムにもそれはあった。はっきりいってしまえば上官の決定について反対することについて、である。

　軍隊における上官とは絶対的な存在だ。それはしっかりと軍ぐん律りつでもって定められており、部下はその決定に必ず従したがわねばならない。違い反はんした場合は軍律でもって処しよ罰ばつされる。小説や映えい画がやアニメでありがちなシーン、部下が上官の欠点を容よう赦しやのないツッコミを入れるような展てん開かいはたしかに痛つう快かいではあるが、それでは軍隊は戦えない。二等兵が軍ぐん曹そうに逆さからっていいのであれば軍曹は大たい尉いに逆らってよいことを意味し、とどのつまり軍が国の指導者に逆らっていいことになってしまうからである。すなわち、“〝自由”〟な軍隊はクーデターの肯こう定ていになってしまう。だからこそ軍隊はいかなる官かん僚りよう組そ織しきも及ばないほどガチガチの規き則そくで縛り上げられるのである。

　この点はいかなる政せい治じ体たい制せいのもとでつくりあげられた軍隊でも違ちがいはない。民主主義、共産主義、軍国主義……すべての政治体制に共通する。民主主義国の軍隊だから賛成多数で上官の決定をひっくりかえす、などということはありえない。ある意味でムチャな話だが、理由ははっきりしている。戦争というムチャクチャな状じよう況きようのもとでは、指し揮き官にそれほどの力を与あたえねば戦い続けることが（組織の維い持じが）できないからだ。

　というわけで、基き本ほん的に上官への『反対』は許ゆるされない。許されるのは『意見』を述のべることであり、それですら上官が『決定』を下す以前の段だん階かいにとどめられる。

　意見の内ない容ようも限げん定ていされてしまう。上官が最初に示しめす『方針』から逸いつ脱だつすることは許されない。ロング・ホーム・ルームやネットの掲けい示じ板ばんでありがちな「ともかくオレは気に入らない」という自じ己こ主しゆ張ちようは制度でもって禁きん止しされているのだ。だから軍隊って最低、とかおもいたくもなってくるが、会社で働いているお父さんやお母さんにちょっと質しつ問もんしてみればわかるように、企き業ぎようだって似にたようなものである。すなわち組織というのはそういうものなのだ。遊んでいるだけではないのだから、当然といっていい（ただし、この組織のどうしようもなさは『楽しさ』とは共存しうるので、会社員になる＝イコールなんかもういいや、オレの人生、ではない）。

　剛士もそれに近いことを理解してはいた。とはいっても、右のようにいかにもな道みち筋すじは論外である。これまでの経験から得た理解だった。それも、天抜ではなく、ブラントラントに飛ばされてから得たものだ。

（ぼくが総そう帥すいになったばかりの頃ころだって、文もん句くをつけてきたのはアーシュラだけで、おまけに自分を解かい任にんしてくれともいっていた）

　だからこそザボフスクがどれほど覚かく悟ごを固めて発言しているかがわかった。

　かれは直属上官の、すなわち魔王領総帥の決定に反対している。軍律のさだめるところによれば、それは限かぎりなく反乱に近い行こう為いだ。反乱までいかなくても、命令不ふ服ふく従じゆうには確かく実じつに当てはまる。戦時中であればその処罰は厳きびしい。処しよ刑けいされても剛士が批ひ判はんを受けるいわれはないほどだ。

　が、ザボフスクは反対していた。そしてそれは自分のため、名めい誉よが欲ほしいから、ただ頭の良さをみせびらかしたいから、ともかく他人の考えることが気に入らないから、ではなかった。ワルキュラ防ぼう衛えいという作戦的状況をふまえたもの、死し闘とうを続けているジョスの〈東の鉄てつ壁ぺき〉を窮きゆう状じようから救いだすために、だった。でなければ最後にその名を持ちだすはずがない。

　つまり、ザボフスクはジョスの身代わりを引き受けているのだ。ジョスが自分で反対を口にし、罷ひ免めんでもされてしまったら〈東の鉄壁〉の戦意、ひいてはワルキュラ総軍全体の戦意はガタ落ちになるから、としか考えられない。仮かりに罷免されたとしても、いまのところほとんど戦っていない〈北の怒いかり〉兵へい団だん長である自分のほうが悪あく影えい響きようは少ない──そう考えているに違いなかった。

（なぜそこまで）

　とは剛士もおもわなかった。

　ザボフスクは人族だが、魔王領の領民である。すなわち魔族に信しん頼らいされ、愛される人物であることを意味する。となればその内面は暢のん気きで、律りち儀ぎで、健けな気げなこの国の魔族たちと同じなのだ。そう、かれもまた究極のおファンタジアである魔族の一人に他ほかならない。だから、当然の行動なのだ。小野寺剛士が統すべるこの国のもっとも良き部分のあらわれを体現する一人なのである。

　さすがに弱った。ザボフスクを罰するつもりなど剛士にはさらさらないからである。しかし聞かなかったことにはできそうにもない。仮にごまかそうとしても、なにより自分の行為、その意味を知っているザボフスク自身が辞じ任にんを申しでかねない。むろんかれの辞任もまた戦意に悪影響をもたらすのは疑うたがいもないから、実は脅きよう迫はくじみた、いや、無理心中じみた行動でもあるのだ。

　自分で自分を煮に詰つまらせかけていたそのとき、かすかな甘あまさを漂ただよわせた冷気を感じた。はっとする。隣となりに座すわっているアーシュラの控ひかえめなアイスブレスだ。剛士はテーブルの上に載のせた手を何度かにぎにぎしてみせた。冷気に含ふくまれた甘さが強まった。

　嬉うれしく、ありがたくなるのと同時に、いくらか肩かたの力が抜ぬけた。なるべくならその瞬しゆん間かんまで秘ひ密みつにしておきたかったが、たしかに限界だろうと考える余よ裕ゆうが生まれたのだ。

（あまりいい影響があるとはおもえないけど、ある程てい度ど明かすしかないか）

　そう考えるほかなかった。ただし、明かしかたには気をつけねば、とも考えていた。しかし考えている間はない。となると──驚かせるしかなかった。

「大変なのはわかるけど、実じつ際さいはそれどころじゃないんだ」剛士はいった。「これからほとんど増ぞう援えんはあげられなくなる」

　ザボフスクは凍こおりつき、ジョスは顔を強こわばらせた。ババニポスに至いたっては腰こしを浮うかしかけ、アーシュラのきつい視線に押おしとどめられたほどだった。

　無理もない。予よ備び役やにわかづくりの部隊とはいえ、ある程度の増援は与あたえられる。それが事前の計画だった。剛士はワルキュラの市街戦が開かい幕まくしたこのときになって、それをチャラにすると明言したのである。

「うん、あの、詳くわしいことは参さん謀ぼう総長から」

　さっとアーシュラが立ちあがった。精せい霊れい式ＧＴＳの表ひよう示じが切り替かわる。ワルキュラは地図の上じよう端たん近くにずれ、トロル道沿ぞいに魔ま王おう領りよう本土へ侵しん攻こうしたカディウス軍と、それを迎むかえ撃うっているブーラーン中ちゆう将じよう指し揮き下のトロル総軍の展てん開かい状じよう況きようが表示された。

「わが総軍が受け取る予定であった増援部隊のほとんどすべてはトロル総軍へ与えられる。その目的はいまさら語るまでもあるまい」

　彼女がそう告げた瞬間、室内の空気は一変した。

「南部戦線での反はん撃げき、ですな」燃もえあがりそうなほどに目を輝かがやかせたババニポスが先回りした。

「簡かん単たんにいえば、そうだ」アーシュラはうなずいた。「総帥閣かつ下かはこの反撃によって敵てきに総合的な衝しよう撃げきを与えることを望んでおられる。全ぜん般ぱん状況の回かい復ふくは、そののちの課題となる。反撃開始は数日以内に予定されている。むろんこの反撃の目的は戦せん略りやく的、いや、大戦略的なものである。すなわちワルキュラ総軍の苦く闘とうにはそれだけの意味がある」

「反撃」ジョスが椅い子すの背せもたれに上体を預あずけ、恋こい人びとの名前のようにつぶやいた。

「反撃」ザボフスクが生き真ま面じ目めな顔のままうなずいた。

「反撃！」ババニポスが喜色を満面に浮うかべた。

　反撃。その言葉は、呪じゆ文もんのような効こう果かを兵へい団だん指揮官たちに与えた。ジョスの顔と肩から力が抜け、口元にいつものにやけた笑えみが浮かびはじめた。ザボフスクは精霊式ＧＴＳを見ながら頭のなかでシミュレーションをおこなっているようだ。ババニポスは飛びあがらんばかりだった。

　効果はそれだけだったが、それで充じゆう分ぶんでもあった。かれらにはいまの苦しみに耐たえるべき大きな、いや、完かん璧ぺきな理由が与えられたからである。

　かれらの信じる、あるいは信じたいと願う魔王領総帥、小野寺剛士（17）はついに動き始めたのだ。祖そ国こくへ侵攻した敵への反撃を決意したのである。喜ぶほか、反はん応のうのしようがなかった。かれらは知っていた。知っていたのだ。

　ひとたび事を企たくらみ、決意をもって動きだした魔王領総帥を押しとどめられる者はこのブラントラントに存そん在ざいしないことを。



　当の本人がどうおもっているにしろ、それは言葉どおりの意味で真実といえた。



　　　　３



　セントール平野の中央を東西に横おう断だんするセントール街かい道どう。その西側はいまやランバルト軍に埋うめ尽つくされている。ワルキュラ攻略の主力であるシレイラ軍５万にくわえ、機動予備兵力であるグラッサー騎き兵へい集団もかれらがアディスン街道と呼よぶこの道を進撃路にしているからだ。

　中ちゆう途とでマリウクス城じよう塞さいに扼やくされるこの大道は、東側はランバルト、西側は魔王領という二つの大国によって整備されてきたから、紛まぎれもなくゴルソン大陸でもっとも発達した街道である。ランバルトはおもに軍事、魔王領は経けい済ざいのために整備したという差はあったものの、その結果は大差がなかった。戦争で予算が不足するようになるまで魔王領はコンクルの樹じゆ液えきを用いた舗ほ装そう工事を続けていたし、馬車の多用が前ぜん提ていであったランバルト側では平時は駅えき伝でん制せい度ど、戦時はそれをさらに強化した兵へい站たんネットワークが構こう築ちくされていた。ランバルトの兵站ネットワークは魔王領の〈カルネアデス〉作戦によって大打撃を受けたが、いまはそれも復ふつ旧きゆうされている。いや、さらに強化さえされていた。だからこそこれほどの大軍を支ささえられるのだ。といっても遠足ほど気楽に歩けるわけではむろんない。軍隊は軍隊であり、戦争は戦争であることになんの変わりもないからである。



　二つの陽ひは高かった。風はほとんどない。身体からだは汗あせでべとべとし、まともに洗せん濯たくできない軍服からは垢あかと埃ほこりの臭においが強くたちのぼる。汗の滲にじんだ額ひたいをぬぐうたび、手のひらが黒く汚よごれた。

　たまんねーな、オスハ・ゴバルは角かく張ばった顔をゆがめながらおもった。かれの所しよ属ぞくするザイター槍そう兵へい団だんが今日の行軍をはじめたのは午前８時過すぎだったから、すでに３時間以上歩いていることになる。あと１時間ほどで昼食と午ご睡すいを含ふくめた大休止があるはずで、いまのかれはそれを心待ちにしていた。とはいっても、大休止が終わったあと、ふたたび５時間は行軍しなければならないのだが。

　今年17歳のオスハ・ゴバルはむろんこれまで従じゆう軍ぐん経けい験けんはもたない。〈フェラール〉作戦に備そなえてさらに兵力を拡かく充じゆうしたランバルト軍に参加した新兵の一人だった。軍に応おう募ぼした理由はありがちである。六人兄弟の三男で、実家にいつづけてもろくなことはなさそうだったからだ。

　ランバルト東部にある故こ郷きようのリスパ村を訪おとずれた募兵官と契けい約やくを交かわしたのち、他の志し願がん者しやと一いつ緒しよにされ、その辺りではもっとも大きなバイルの街へと向い、そこで待っていた中隊長と中隊書記官の前で本契約を結び、装そう備びと前まえ払ばらい金を受け取った。装備はザイター槍兵団の編へん成せいを王家から許ゆるされたラクドセゥス・ザイター男だん爵しやくが国庫から与あたえられた部隊運うん営えい補ほ助じよ金で調達したものである。前払い金はともかく、装備については正直がっかりさせられた。募兵官はすべてがランバル銀で拵こしらえられたものが与えられるような話をしていたというのに、兜かぶと、胸むね当あて、パイク、靴くつ、おそろいの制せい服ふく、そのいずれもひどく安っぽかったからである。

　かれはその点について分隊長のゲドフにたずねた。両親から、約束を破やぶることは悪いことだと教わっていたからだ。

　たずねられたゲドフは目を丸くした。そして、ゴブリン兵のパイクに裂さかれた傷きず跡あとの残る四角い顔をくしゃくしゃに崩くずし、大声で笑いだした。

「おい、貴き様さま、自分がなにをいったかわかっとるのか？　安淫いん売ばいが処しよ女じよだと信じて結けつ婚こんを申しこむようなものだぞ」

　ひとしきり笑ったあと、ゲドフは表ひよう情じようをあらためた。この少年兵ならば本当にそう信じかねないと哀あわれになったのかもしれない。

「教えてやるが、言いふらして歩くなよ？」

　そう前置きしたあとでゲドフは教えた。聞かされたゴバルはあきれ果てることになった。

　装備は募兵官の言葉どおりのものが支し給きゆうされたことになっているのだった。あくまでも帳ちよう簿ぼの上では。それに見合った金も槍兵団の金庫から支し出しゆつされている。しかし現げん実じつはゴバルが不満を覚えたとおりだ。

　つまり、不正が存そん在ざいする。

　装備の納のう入にゆう業者と槍兵団の調達担たん当とう官が結けつ託たくし、勝手に装備のレベルを落としているのだ。実じつ際さいの支し払はらいと帳簿上の支払いの差さ額がくはかれらが山分けにしている。一いつ個こ槍兵団の兵員数は約３０００名になるから、かれらが不正に得た利り益えきはシャレにならない額だ。

「なぜだれも文もん句くをつけないんですか？　騎士殿どのたちや下士官の方々がそれに気づかれないとは……」

「気づいているさ」ゲドフは哀れむような顔を浮うかべ、いった。「しかし騎士殿がたは戦いくさにたいそうな金が必要だし、俺おれたち下士官は兵隊稼か業ぎようから足を洗あらったあとに商売の一つもはじめる元手がいる。わかるな？」

　皆みんなが分け前を受け取っているという意味だった。

「団長さまは……」なおもあきらめきれずにゴバルは持ちだした。

　再ふたたび顔をくしゃくしゃにして笑ったあと、ゲドフは声を落とし、いった。

「ザイター男爵がウルリスの戦争省から受け取った部隊運営補助金は、槍兵団の金庫に収おさまる前に三割わりほど減へっているんだ」

　がっくりときた。団長までが不正に荷か担たんしているのだ。

　しかしそこで正せい義ぎ感が鎌かま首くびをもたげるほどゴバルは幼おさなくはない。故郷と同じだと気づいていたからだ。あそこでは、きれい事を並ならべつつもだれもが金、金、金と目の色を変えていた。村長も、司祭も、領りよう主しゆも──自分の両親さえも。

「ひとくち乗りたいもんですね」さっぱりした気分とともにゴバルはいった。

「生意気いいやがる」ゲドフはかれを小こ突づいたが、明らかにほっとしてもいた。「しかしまあ、この先俺の命令にしっかり従したがうのであれば便べん宜ぎをはかってやれんこともない」

「オヤジから、古兵殿を見習えと教わりました。下士官殿であればなおのことだ、とも。もちろんどんな仕事でも、です」

「立りつ派ぱなオヤジさんだ」ゲドフは笑った。こうしてゴバルの兵隊暮ぐらしがはじまったのである。



　もう、周囲の眺ながめなど目に入らない。だらだらと続く隊列も気にならない。前を歩く戦友の後ろ姿すがたと、パイクの石突きが路面を擦こすることで立てる耳みみ障ざわりな音だけがすべてだ。まめができては潰つぶれ、を飽あきることなく繰くり返した足あし裏うらの感覚はもう痛いたみを通り越こし、両りよう脚あし全体が鉄てつ棒ぼうのようにしか感じられない。身体からだの他ほかの部分もひどかった。兜の重さのおかげで首は硬こう直ちよくしたようだったし、背せ負おった背はい嚢のうの負い紐ひもが両肩の皮を赤むけさせるほどに食いこんでいる。

　だから、自分が空を見あげていることに気づいたとき、なぜそうなったのかわからなかった。ただ、視し界かいがだんだんと暗くなり、気がつくと路面に倒たおれ伏ふしていたのである。

　誰だれかの顔がのぞいた。ゲドフの顔だと気づいたのは何度か頬ほおを引っぱたかれたあとだった。

「……なぜ誰も教えてやらんのだ」ゲドフは魔ま物もののような顔になって怒ど鳴なっていた。反はん射しや的に恐きよう怖ふで背せ筋すじが震ふるえたが、やがて、自分が怒鳴られているわけではないことにゴバルは気づいた。

「新兵がどこまで持つか試ためせって命令だったじゃないすか」不満げな声が応おうじた。いつもぶつぶつと不平を漏もらしているバラダンという古兵である。

「本当に落らく伍ごさせてどうする」ゲドフは罵ののしった。「こんなガキでも、戦いくさのときはいたほうがいいんだ。それとも、頭数の減った隊列で魔物どもとドつきあうのが好きなのか、貴様は？　水を飲ませて……あとは、教えてやれ。いいな、これからこいつの面めん倒どうをみるのは貴様の責せき任にんだぞ」

　呪のろいの言葉をつぶやきながらしゃがみこんだバラダンは革かわ袋ぶくろの水でゴバルの唇くちびるを湿しめらせたあと、かれを助け起こした。道ばたに転がっていたパイクをひろいあげ、まだふらふらしているゴバルの身長との差を確たしかめる。腰こしにさげていた鉈なたのような蛮ばん刀とうを抜ぬくと、石突きから50センチほどの位置で柄えを切せつ断だんしてしまった。石突きの金具だけを外し、真新しい切断面をみせている部分へ強ごう引いんにはめこみ、路面に打ち付ける。

「い……いんですか、そんなことをして」ゴバルはのろのろといった。

「落伍したくなけりゃな」あいかわらず罵るような調子でバラダンはいった。「ほら、持ってみろ。楽になったか？」

「あ……ええ、はい」実際、辛つらさが先ほどまでとはまったく違ちがっている。

「よし、歩くぞ、ついてこい。落伍だけはしたくない」

　小走りで隊列を追いかけながらゴバルはたずねた。

「落伍しても馬車が拾ってくれるはずじゃないですか」

「冗じよう談だんこいてんじゃねぇよ」バラダンは鼻で笑った。「たしかにこの戦いくさではそうなったけどな。落伍兵収しゆう容よう用ようの馬車なんて、いつやってくるか知れたもんじゃねぇぞ。おまえ、うちの部隊で落伍した奴やつが戻もどってきたのを見たことがあるか？」

　言葉がでなかった。バラダンのいうとおりだったからだ。

　長ちよう駆く行こう軍ぐんをおこなわねばならない作戦において、落伍兵をどうするかは常つねに大きな問題となる。

　どれほど訓練を充じゆう実じつさせた軍隊でも、常に全員が同じレベルで動き続けられるわけではない。個々人の能のう力りよくには差が存そん在ざいするし、腹はらを下してしまうこともあれば病気がはやることもある。実じつ際さい、病気のおかげで崩ほう壊かいしてしまった軍隊はチキュウでもブラントラントでも数多い。最近のランバルトや魔ま王おう領の戦いで病気の影えい響きようがあまりみられないのは魔ま導どう治ち療りようが広こう範はん囲いでおこなわれるようになっているからだ。魔王領の場合は魔王たち（最近は剛士）の周囲に精せい霊れいさんがやたらと集まってくることの影響も大きい。精霊さんはやっかいな病気をはねのける力を備そなえているからだ。

　しかし、疲つかれ果ててしまった兵隊が隊列から離はなれてしまうことだけはどうにもならない。やる気を失った者はたとえ軍隊であっても扱あつかいきれないのだ。その背景にあるのは、まとめてしまえばそれはほとんどが士気と訓練の問題である。

　剛士君ならばこの点を即そく座ざに理り解かいできるだろう。朝の四時までネットゲーム三ざん昧まいだった生徒を校内マラソン大会に参加させるのと同じだからである。学校が好きであれば（士気が高ければ）校内マラソン大会の前夜に夜よ更ふかしなどしないし、普ふ段だんからスポーツを楽しんでいれば（訓練をしっかりと受けていれば）途と中ちゆうでパスすることもないのだ。

　軍隊の行軍でも問題は同じである。だらだら毎日歩かされるばかりではそのうちやる気がなくなってくる。疲れが溜たまってくるとなればなおさらである。加えて、やっぱオレ軍隊って好きじゃないし、戦争反対、死ぬのはイヤだ、と突とつ然ぜんのように根こん源げん的な真実に気がつく奴やつだって増ふえていく。やる気のなくなった者は歩くのをやめ、道ばたに座すわりこんでしまうし、突発的に反戦平和思想へ目覚めた者は逃にげだしてしまう。すなわち軍隊とは行動を開始したその瞬しゆん間かんからゆるやかな崩壊を始める宿命を背負っているのである。

　ならばどうしたらいいか、となると、これが実に難むずかしい。

　生き残る力のない奴、やる気のない奴は消え去ればいい、というのはおファンタジア的展てん開かいであればよくある話だが、それでは困こまる。本当に軍が崩壊してしまうからだ。たとえば剛士のチキュウにおける大だい英えい雄ゆうとして知られるナポレオン・ボナパルトは１８１２年に70万以上の大軍でもってロシアに攻せめこんだが、大半が支し配はい下かにおいた国々から集めたやる気のない連中ばかりであったため、侵しん攻こうしてから一カ月で20万ちょい程てい度どにまで減げん少しようしてしまったといわれている。これはまあひどすぎる例だとしても、ともかくそうなる可か能のう性せいは常にあるのだ。軍の維い持じには高い士気と厳きびしい軍ぐん律りつの維持が必要になってくるが、その二つは対立することが多いからである。

　むろん魔王領の打だ倒とうを目指す〈フェラール〉作戦のために、ランバルトは様々な手を打っている。落らく伍ご兵や脱だつ走そう兵の対たい策さくもそこにふくまれていた。ゴバルが聞かされた落伍兵収容用の馬車もそのひとつだ。現げん実じつはバラダンが口にしているほどひどくはなく、大いに効こう果かを発はつ揮きしているのだが、能力の限げん界かいに達していることも事実だった。これは、作戦に参加した兵力の大きさに加え、馬車という輸ゆ送そうシステムの限界にも関係がある。ともかくいまのゴバルがその恩おん恵けいにあずかれるという保ほ証しようはないのだ。

「あのこれ、こんな風にして本当にいいんですか」柄を短くしてしまったパイクを手にゴバルはあらためてたずねた。胃いがイヤな具合に縮ちぢんでいた。勝手に装そう備びをぶったぎっていいものかどうか、不安で仕方がない。数日前目にした、騎き兵へいの槍やりによって串くし刺ざしにされた脱走兵の姿すがたが蘇よみがえっていた。

「気にするな。二、三日うちには全員がそうする。兜かぶとや胸むね当あてを売っ払ぱらう奴も多くなる。重いものなんて持って歩きたくねーからさ。戦いくさで危あぶない？　おまえ、安物の兜や胸当てで魔物どもの得物を食い止められるとおもってんのかよ？　おめでてーな！　だいいち、マリウクスよりも西は魔王領りようが整備した道で、あまり人間様が歩くことを考えていねーからな。大荷物じゃますます辛つらくなるぜ」バラダンはこたえた。隊列の側そばに戻もどったのでもう駆かけてはいなかった。「処しよ罰ばつの心配なんかするな。お偉えらい騎士様も文もん句くつけやしねーよ。真っ正直に重いお道具をもって落伍されるよりはマシだからな」

「そういうものなんですか」ゴバルはつぶやいた。

「バカじゃねーのか、おまえ」振ふり向いたバラダンは目を剥むいていた。「いったいここをどこだとおもってるんだ？　おれたちは王立狩しゆ猟りよう林の解かい放ほう日びにピクニックきたわけじゃないんだぜ？」
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「なんかアレよねぇ……歩いてる軍隊ってカッコ悪いわ」

　街かい道どう脇わきにひろげられた大きな日ひ除よけの下で、金きん箔ぱくだの彫ちよう刻こくだのでごてごてと飾かざり付けられた折り畳たたみ椅い子すにふんぞりかえった少女がぶうたれた。絵に描かいたような金きん髪ぱつ碧へき眼がん、お胸もお尻しりもご立りつ派ぱ、黙だまっていればどこかのお姫ひめ様さまに見える。ていうか本当にお姫様だ。いまやランバルト王国──いや、ランバルトを中ちゆう核かくとして結成された人族大だい同どう盟めい諸しよ国こくを従したがえるランバルト王国王妹にして摂せつ政しよう宮のみや、シレイラちゃんである。場所は、彼女が名前など知るよしもないオスハ・ゴバルという少年兵が軍隊と戦争のリアルを体験している場所から50キロ以上もワルキュラに近い。つまり、ワルキュラまで約30キロである。シレイラ軍の半分以上は後方に長ちよう蛇だの列をなしているのでなんとなく以上に大だい胆たんすぎる気もするが、まあ、彼女らしくはある。それに将しよう兵へいの受けもいい。

　ただし、アタマの一言からもわかるように、ご機き嫌げんはおもいっきり傾けい斜しやしている。

「ったくもう、やたらと埃ほこりは立つし、パイク兵は揃そろいも揃って石いし突づきをひきずってるし、なんかパイクがいつのまにか短くなってやがるし……もっとこう、ビシッといかないの、ビシッと」

「行進と行軍は違ちがいます、殿でん下か」

　鋭するどい目とちょっとだけ右曲がりの鼻、そして、ほんのわずかな変化で温かくも冷たくもなる微び笑しようを浮うかべた男が応おうじた。ナサニア・ゴローズ。彼女の軍ぐん師しであった。といっても人族大同盟軍大だい元げん帥すいとしてのシレイラちゃんの軍師ではない。自分の大だい戦せん略りやくを他者にあれこれいわれたくない彼女はこれまでそうした立場の人間を必要としなかった。だから、ゴローズはあくまでもシレイラ軍の軍師である。

「行進ならばパイクをしっかりと肩かたに当てて歩く必要もあるでしょう。つまるところ、見せ物ですから。しかし行軍は違います。いざというそのときまで、疲ひ労ろうを最さい小しよう限げんに抑おさえておかねばなりません。三日後には我わが軍もワルキュラ攻こう略りやくに参加することになるのですから、その点はどれほど配はい慮りよしても足りないほどです」本当はそれどころじゃないんですけどね、姫君──そう付け加えたい気持ちを抑えつけながらゴローズはいった。

　確たしかにその通りだ。



    

  
    
      　軍隊は行動を開始した瞬しゆん間かんから崩ほう壊かいしはじめる、ゴバルという新兵までが背せ負おっているこの現げん実じつをゴローズは知り尽つくしていた。ろくな支し援えんもなしに危き険けんな場所へのりこまねばならなかった王立特とく務む遊ゆう撃げき隊指し揮き官としての経けい験けんがそれを教えた。

「だから、切っ先から腕うで半分のところを握にぎって引きずって楽をする──わかってるわよ、そんなこと！　落らく伍ご兵収しゆう容よう用ようの馬車隊を準じゆん備びしたのもご立派。ていうかさ、そこまでわかってるなら装そう備び輸ゆ送そうに使う馬車を手配できなかったの？　敵を見つけるまで、パイクを馬車に積んでやればもっと楽じゃない」

「その点は……」

　ゴローズがいいかけた時、軍ぐん勢せいの脇で騒さわぎが起きた。馬車列が停止している。一台の馬車を引いていた馬が前まえ膝ひざをついていた。

「ああもう、わかった、わかったわよ！」立ちあがったシレイラちゃんは金色の御み髪ぐしを左右に振ふりながら両手をふりまわした。

「補ほ給きゆうには馬車が必要で、馬車をうまく使うには秣まぐさが必要で、その秣を運ぶのにも馬車が必要で、パイクの輸送にまでまわすほどの馬車はない、おまけにお馬さんはデリケートだし、そういうことでしょ？」

　彼女がにらみつけている車列はいずれも秣を満まん載さいしていた。

「馬車の不足というよりも、秣の不足です。大量の馬車を動かすには大量に秣が必要で、その秣を必要な場所へ運ぶにも大量に馬車が必要で、その馬車を動かすのにも秣が必要になって──結果として秣がどこかで不足し、その結果として輸送量が低下し、食料不足を引き起こすことになります。馬車利用にともなうこの問題点は、解かい決けつ不ふ能のうです」

「道ばたにいくらでも草は生えてるじゃない。それでどうにかなんないの？」

「ある程てい度どの補おぎないはつきます。が、今回はまったく期待できません」いつものようにゴローズは遠慮がなかった。街道脇で休養している兵へい站たん輸送部隊──輜し重ちよう隊の馬を示しめしながらかれはつづけた。

「ともかく馬は大おお喰ぐらいです。街道脇に生えている草はあっという間に食べ尽くされてしまいます。ウランコール衝しよう撃げき軍ぐんは進撃速度をはやめるため大いにそれに頼たよったはずですから、わが軍にしろグラッサー騎き兵へい集しゆう団だんにしろ、それをあてにはできません。その意味でグラッサー騎兵集団を先行させなかったのはきわめて正しい判はん断だんでした。騎兵集団が街道脇の草を食い尽くしていたら、ウランコールがここまで順調に進撃できたはずもありません。そして騎兵は市街攻略には役立ちません」

「つまりアンタを褒ほめろというわけ」立ちあがり、溜ため息いきをつきたくなるほど絶ぜつ妙みような曲線を描えがいた腰こしに左右から拳こぶしを当てたシレイラちゃんは唇くちびるをとがらせた。「街道の半分を馬車用にあけさせて、馬車の輸送効こう率りつをあげるように手配したんだものね！　ムチャなことをしてくれたもんだわ、ったく。交通整理だけで道路を……交通線を一本増ふやしたようなものじゃない！」

「行軍隊列にやたらと横よこ幅はばを持たせてもそう移い動どう速度があがるわけではありませんので、悪あく影えい響きようはでていないはずですが」

　事実だ。主にマリウクス城じよう塞さい築ちく城じよう以前に魔ま王おう領りようが傾かたむけた努力のおかげで、街道はよく整備されている。戦争の混こん乱らん、地形の制せい約やくなどにより場所によって差はあるが、主要な部分では幅10メートルほどはあると考えていい。交通整理さえ心がけていればゴローズの考案した“〝車線指定”〟は可か能のうだし、実じつ際さいに成功してもいる。その効果はシレイラちゃんが認みとめているとおり、驚おどろくべきものがある。

「まさか食料の問題はでちゃいないでしょうね。空すきっ腹ぱらを抱かかえた大軍なんてシャレになんないわよ？」シレイラちゃんはにらんだ。いくら心配しても足りない大問題なので、当然の態たい度どである。

　ランバルトに限かぎらずこの世界の軍隊は馬車を多用した兵站組そ織しきに頼って戦い続ける。だから、ランバルト軍のように『戦場』における機動力は高くても『戦せん域いき』でのそれはさほどでもない、という軍隊ができあがるわけだ。

　シレイラちゃんはそれを兵站組織の徹てつ底てい的な強化によって補ほ完かんしようとした。魔王領侵しん攻こう〈フェラール〉作戦に投入された約50万のうち、半分かそこらが兵站支援ロジステイツクスサポートにあたる軍ぐん属ぞくだという事実がそのことを教えている。場所も規き模ぼも限られたゲームであったはずの戦争がオノデラゴウシの出しゆつ現げんによってなし崩くずしの総そう力りよく戦せんへと化けてしまった現実に、精せい一いつ杯ぱいの対たい処しよをしたといってよい。戦争ばかりしているチキュウでさえ、兵站組織が総兵力に締しめる割わり合あいが50パーセントをはっきりと超こえたのは度外れて豊ゆたかな国、アメリカ合がつ衆しゆう国こくが世界中で暴あばれだしてから後のことにすぎないからだ（おまけにアメリカ以外の国は──いや、アメリカも──真っ当な兵站組織の維い持じに苦労し続けている）。

「ったく、大軍でなきゃ戦争には勝てないけど大軍動かすにはとんでもない手間がかかるんだから！」シレイラちゃんは勢いきおいよく鼻をならした。

　とまあこの態度からもわかるとおり、彼女は自分の努力に満足してはいなかった。ゴローズの口にした馬車という輸送手しゆ段だんの問題点を自分なりに理解していたからである。

「各軍の先せん鋒ぽうでは苦労しているようですが、深しん刻こくな段階にはいたっておりません。徴ちよう発はつした馬車による輸送だけでは問題が生じていたかも──進撃速度を落とす必要があったかもしれません。しかし、魔王軍は住民を疎そ開かいさせた街や村の食料庫は破は壊かいしていませんので、補おぎないがついています」ゴローズはいった。直面している現実をあらためて示すことでシレイラちゃんの不安をぬぐい去ろうとしているのだった。

「ずいぶんとサービスしてくれるじゃない、あのちんちくりん」

　シレイラちゃんは唇をへの字にねじ曲げ、唐とう突とつにつぶやいた。

「夏の日の美少女の大イビキ……」

　かつてマジック・ニューズ・ネットワークが試験放送で流した詩の前半部である。

「御ご賢けん察さつです」ゴローズは即そく座ざに同意した。「魔王領総そう帥すいオノデラゴウシはわが全軍を魔王領内深く誘ゆう引いんしたのち、決定的な反撃を実じつ施しするつもりに違ちがいありません。そのときこそＭＮＮが詩の後半部を放送することになるでしょう」

　軽くうなずいたシレイラちゃんだったが、視し線せんはどこともつかぬ場所に向けられている。

「ちんちくりんにとって可能な方ほう策さくは」ゴローズを睨んだ。声が大きくなった。「軍師、意見。意見よ！　はやくいいなさい」

「魔王軍の戦略目標について考察する必要があります」ゴローズは彼女の言葉をあらかじめ予想していたような素す早ばやさで応おうじた。

「問題はワルキュラよ。あの街をどうするつもりなのか、それですべてが違ってくるじゃない」

「これまでゴルソン大陸でおこなわれてきた戦争では、首都の陥かん落らくは戦争の終結、国家の滅めつ亡ぼうと同どう義ぎでした。であるからこそ、これまでの戦争でそのような段階に至いたったものは滅めつ多たにありません」

「ったりまえじゃない！　戦争ってのは金かね儲もうけか、怖こわいか、ええかっこしいかのどれか……いや、その全部が同時に取っかかりになりうるんだから！　つまりはアレよ、アタシみたいなグレートな立場にある者が、しっかりと腹を据すえて手をつけるクールなゲームじゃなきゃいけないの！　魔族どもみたいにムチャクチャな逆さからいかたをしてたら、できることならなんでもやらなきゃいけなくなるじゃない！　ワルキュラが戦場になったのだって自じ業ごう自得よ！」

（……たいしたものだな）

　ゴローズはあらためてシレイラちゃんの才能に感服した。いま彼女は、戦争の根元的な要よう因いん、そして“〝王たちの奥の手ウルテイマ・ラテイオ・レガム”〟──すなわち王朝間の戦いキヤビネツト・ウオーが持つ制せい限げん戦争としての特とく質しつとその限界まで一息にまとめてしまったからだった。

　あまりに豪ごう快かいなまとめかたなので少し砕くだいてみるなら、『戦争ってのは金儲けか、怖いか、ええかっこしいかのどれかが取っかかりになる』というのは戦争の原因が経けい済ざいか、脅きよう威いを覚えるか、名めい誉よを求めるかのどれか、あるいはすべてだということだ。各要よう素そはチキュウでいえばトゥキディデス（ツキディデスでもいい）が述のべた戦争の三要素にほぼ等しいし、そのすべてが深くかかわりあっている所まで踏ふみ込こんでいる点ではトゥキディデス以上に高度な認にん識しき、かもしれない。

　んでもって、『アタシみたいなグレートな立場にある者が、しっかりと腹を据えて手をつけるクールなゲーム』というのは戦争が王や貴き族ぞくたちにとっての、なんらかの利り益えきを追求するための行こう為いだということをあっさり語っている。利益を得ることが目的の戦いであるから、無制限にやらかして莫ばく大だいな戦費を使い倒たおしたり、大規模な破は壊かいに手をつけるのは禁きん止し、そういうことだ。当然といっていいだろう。国庫をすっからかんにして重じゆう税ぜいをかけたり、手に入れようとした街や農地が荒あれ果ててしまっては経済的利益だけでなく『名誉という利益』まで失われてしまう。

　だからこそシレイラちゃんは魔ま族ぞくたちを──いや、オノデラゴウシを罵ば倒とうしているのだ。

　もともと魔族たちは人族とは違うノリで戦ってきた。だからこそゴルソン大陸最強の地上軍であるランバルト王国軍とどうにか対たい峙じしていられたのである（むろんそこにはランバルト側が制限戦争を戦っているつもりだったという事じ情じようも影えい響きようしている）。

　オノデラゴウシはそうした状じよう況きようを劇げき的に変化させた。ランバルトの機先を制し、邪じや魔まをしつづけることで、魔王領の立場を強化しようとした。そのためには、かなりえげつない手を平気で使った。

　それがランバルトを追いつめることになった。経済的利益はもちろん、『最強国ランバルト』としての地位を守るため──つまり“〝名誉”〟を守るため、手段を制限して戦っていられない立場へと追いこんでしまった。ひとたび最強ではないとブラントラント諸しよ国こくに認みとめられてしまえば、これまでランバルトというシステムを支えてきた無形のなにかが欠落し、屋や台たい骨ぼねをゆるがし、ひいてはブラントラント全体のありとあらゆる側面へ影響を与あたえずにはおかないからだ。“〝これまで”〟において最大の利益を得ていたといっていいランバルトにとってそれは絶ぜつ対たいに避さけねばならないことなのである。変化を受け入れないわけではないが、少なくともそれは自国を中心とするものでなければならないのだ。ま、この辺りはチキュウにおいて19世紀末から20世紀初頭にかけての大英帝てい国こくや21世紀はじめのアメリカ合がつ衆しゆう国こくが自ら望んでいるかのように戦争ばかりしていた理由と似にたようなものである。

　となるとなぜオノデラゴウシに率ひきいられる魔王領りようと魔族たちを恐きよう怖ふの対象として──『脅威』としてランバルト側が受け取ったのかはおのずと明らかになる。最強国ランバルトをそこまで追いこんだからなのだ！　堂々めぐりのようだが、どんなものでも独どく立りつして存そん在ざいはしないから、おかしくはない。

　だからこそ、いま、シレイラ摂せつ政しようの宮みやはゴルソン大陸の人族勢せい力りよくを結集して魔王領全ぜん域いきを戦場としている。

（ここまでヒドい戦争になったのはアンタのせいでもあるのよ）

　と、オノデラゴウシを呪のろいながら。

「〈フェラール〉作戦はワルキュラの占せん領りよう、あるいは包囲したあとで……魔王領の条じよう件けん付つき降こう伏ふくってところでオトす予定だった。でも……」最近さらに雄ゆう大だいさを増ましたおっぱいの前でむん、と腕うで組ぐみした彼女は唇くちびるをとがらせ、つまらなそうにつづけた。

「魔族に人族の常じよう識しきは通じない──あたしたちが〈フェラール〉作戦の発動前に予想していたよりはるかに、通じない。後方に入りこまれても戦い続ける軍隊なんて……ていうかさ、魔王軍っていつからそんな軍隊になったのよ？　第二次セントール会戦まではどわーっときてどかーんとやられてぶしゃーっと崩くずれる連中だったじゃん？　守りに入ったときは、たまたま相手してくれる女の子見つけたオタ並なみにしつこいってのは前からだったけど」

「自分は参加していませんでしたが」ゴローズはいった。今度は軍事よりの話題だったから、当たり前のように応おうじられる。

「第二次セントール会戦までは確たしかに殿でん下かのおっしゃるとおりの軍隊だったようにおもわれます。あの会戦の終しゆう盤ばんで魔王領総そう帥すいが指し揮き権けんを握にぎったあとも……基き本ほん的には同じ軍隊です。かれらの戦せん術じゆつはわれわれと違ちがいがありませんでした」

「あ、長くなるならパス」すかさずシレイラちゃんはいった。本題に入る前に疑ぎ問もん点を確かく認にんしたいのであって、軍事学の追試を受けたいわけではないのだ。

「要約しますよ」ゴローズは苦笑いを浮うかべた。「その後は、かれらは戦う度たびに違う軍隊になっていました。今度の戦いの場合どうなのかまだはっきりしませんが、そうではない、と断だん言げんできる材料はありません」

「あったま痛いたい」実じつ際さいに額ひたいを抑おさえながら彼女はうめいた。

「ええ。つまり、かれらがワルキュラにどの程てい度どの価か値ちを見いだしているのか、その点を見み極きわめねばなりません。これまでのところ、われわれはオノデラゴウシがワルキュラ死守策さくをとるものと考えてきたわけですが」

「そこんところ、ウランコールからの報ほう告こくはどうなってたかな？　街をどう守ってるかで見当がつくわ。ていうかアンタ、もう自分なりに結けつ論ろんをだしてるんでしょ、どうせ。もったいぶらないでいいなさい」

「魔王軍はねばり強い抵てい抗こうをみせています」

「それは意見じゃないわよ」

「防ぼう衛えい区く域いきが灰かい燼じんに帰すまで後こう退たいしないでしょう。いや、場合によっては灰燼に帰したのちも戦いつづけるのではないでしょうか」ゴローズはちらりと微笑ほほえんでからいった。

「住民は」

「ほとんど疎そ開かいさせてしまったようです」

「つまりアレね。あいつ、ワルキュラを『戦場』としか考えていないわけだ」シレイラちゃんはおもいっきり鼻を鳴らした。“〝あいつ”〟とはむろん剛士君のことである。

「……その可か能のう性せいが高いかと」

「なんかウソ臭くさい話だけど、アレでしょ、異い世せ界かい（シレイラちゃんはこの言葉をとてつもなく恥はずかしげに発音した）だか地の底だかの出身なんでしょ、あいつ？　所しよ詮せんは他人の土地だから、魔ま都となんて燃もえてもいいとおもってんじゃないの？　ああ、ヤダ！　都で市街戦だなんて、アタシだったら恥ずかしくて死んじゃう！　王たるものならばその前に適てき当とうなとこで休戦のひとつにでももちこむのが筋すじってものよ！」

「すなわち、魔王領総帥は負けているとは考えていない証しよう明めいですね」

「わかってるわよ！　いってみたかっただけ！」昂こう然ぜんと顔をそらせたシレイラちゃんは白魚のごときお指で顎あごをこちょこちょしながらぶつぶつと続けた。

「迂う回かいして、側面を叩たたく。そうしたがっている。ワルキュラをエサにしてあたしたちを引きつけ、他ほかの軍をつぶしたあとで主力を包囲殲せん滅めつ」

「他には考えられません」

「正論ではあるけど、あいつにしてはずいぶん常じよう識しき的じゃないの」

「二重包囲を構こう想そうしているのかもしれません。敵のワルキュラ防衛軍は三個この兵へい団だんにわかれており、これまでのところ、北と南の兵団は予よ備び隊としての役やく割わりしか果たしておりません。魔王領総帥が全面的な反はん撃げきを構想した場合、まずこの両りよう翼よくの部隊が運動を開始、我わが中央兵力すべてを直ちよく接せつ包囲するでしょう。同時に、おそらくは魔王領総帥直ちよく率そつの予備軍が人族大だい同どう盟めい混こん成せい軍、カディウス軍を各かつ個こに撃げき破は、マリウクス城じよう塞さい攻こう略りやくも視し野やにふくめた第二の包囲環かんをつくりあげるものとおもわれます。すなわち、戦略的二重包囲です」

「……なんか凄すごそうね」

「壮そう大だいです。しかし、魔王領総帥であればその程度のことは……」

「敵てきを褒ほめるのはもういいから！　そうなったときにどう対処するのか、よ」

「かれらの望む作戦的状じよう況きようを打ち壊こわすのが最良の策です」ゴローズはいった。

「それが簡かん単たんにできれば苦労しやしないわよ」シレイラちゃんは即そく座ざにいったが、おつむは全力で運転していた。ワルキュラだけでなく、剛士が──魔王軍が頭のなかに描いているこの戦いそのものの軍事的デッサンを推すい定ていし、その上に新たな絵を描いてしまおうとしている。

　いつもどおり、さっと答えがでた。

「奴やつの構想はこういうこと。アディスン街道上の全軍をワルキュラに引きつけ、その隙すきに南北で反撃を開始して両翼を撃破、でもってアタシたちを包囲殲せん滅めつする。それ以外に考えられる？」

「難むずかしいですね。それがもっとも妥だ当とうで、有ゆう効こうな策ですから」

「包囲を避けつつ〈フェラール〉作戦を成功させるにはどうしたらいいか」シレイラちゃんは親指を軽く噛かんで眉まゆを寄よせた。

「アタシは最初に考えた。ていうかあいつがそういった反撃を試みたときにどうするか予想して、対策を整えた。どの軍が叩たたかれても、他の軍は無視してワルキュラを目指す。戦略的にみてそれは正しいはず」

　ゴローズをにらんだ。噛んでいる下した唇くちびるが白くなっている。ややあって、ようやくいった。「反撃を受けない場合、人族大同盟連合軍は北から、カディウス軍は南から攻こう勢せい軸じくをねじまげてワルキュラの南北と西側を……背はい後ごを戦略的に遮しや断だんすることになっている。そうしておけば敵はどちらの翼よく側そくで反撃にでていいものか迷まようはずだし、ウランコールとグラッサーとアタシの軍はワルキュラを正面からぶったたくことに専念できるから」

　ゴローズはうなずいただけだった。いまや彼女の内部ですべてが計算済ずみであることに気づいていた。

「……でも、あのちんちくりんったらこっちの構想にどこかで気づいて、逆さか手てを企たくらんでいる。ワルキュラを守るのではなく、ワルキュラをエサにしてアタシたちの対応策さくが無意味になるようにした。もっとも強大な軍勢がワルキュラという泥どろ沼ぬまにハマりこんでから、大反撃。それならばこちらはうまく対処できない。ワルキュラにかかずらっているおかげで作戦的柔じゆう軟なん性せいが失われているから。そのタイミングを狙ねらってあいつは戦略予備をすべて投入して南北の軍をつぶすつもりに違ちがいない。はんっ、いい手じゃないの！　中央の軍がワルキュラべったりになれば、南北の軍になにかあっても支し援えんはまず不可能だもの！　やっぱ首都をエサにするなんてひどーい、アタシびっくりしちゃう、そんなとこね？」

「こちらの目的自体を罠わなにしていますね、たしかに」

「冗じよう談だんじゃないわよ。驚おどろいてなんかやるものですか」シレイラちゃんは傲ごう然ぜんと顎をつきだした。「アンタ、両翼との間を埋うめる遊撃軍の話を持ちだしてたわよね。準じゆん備びはできてるの？」

「いつでも発令できます」

「どんな感じで？」

「グラッサー騎き兵へい集団とシレイラ軍の一部、さらに両翼軍から一部の兵力を引き抜ぬき、もっとも機動的に運用できる二点に各１万を展てん開かいさせます。場所は、戦況にあわせて決定するつもりでおりました」

「敵が乗ってこなかったら遊軍化して……ただの無む駄だ遣づかいになる可か能のう性せいもあるわよね」

「その場合はアディスン街道の南北を援えん護ごするように前進させ、ワルキュラの南北を包囲させます。つまり、我われ々われが二重包囲をおこなうわけです。どうでしょうか？　お気に召めしませんか？」

「お気に召さない？　召さないわよ。とりわけアンタ自身がね！　でも必要よ、そういう考え方は。それに適てき確かく。イヤんなるくらい適確な判はん断だん。大功といってもいいわ」あっさりといいきったシレイラちゃんはぐん、と胸むねをつきだし、高らかにいいはなった。「だから、もっと苦労させたげるわ！　いまからアンタには人族大同盟軍大だい元げん帥すいの軍師も兼けん任にんしてもらいます。あ、辞じ退たいは反はん逆ぎやく罪ざいと同じだから。いいわね？」

　ゴローズはさすがに面食らったが、ややあって素す直なおに一礼した。

「謹つつしんでお受けいたします、殿でん下か」

「で？」

「は？」

「大同盟軍大元帥の軍師となるとなにか口を挟はさみたいこと、あるでしょ」

「ペガサスの作戦行動についてならば」

「マンデース空中騎兵集団」シレイラちゃんは眉をひそめた。「再さい編へん成せいはそろそろ終わるはずだから、二日かそこらでまた投入できるはずだけど」

　ペガサス空中騎兵部隊の主力をなすマンデース空中騎兵集団は、魔ま王おう軍の第１航空突とつ龍りゆう艦かん隊たいと並ぶ、ブラントラント有数の航空部隊である。ペガサスとドラゴンという個こ体たい能力差はあるものの、兵数上は第１航空突龍艦隊をはるかにうわまわっているから最強といっても間違いではない。シレイラちゃんはワルキュラ戦略騎き襲しゆうにその強大な兵力を投入したのだが……戦果をどう受け取るべきか、大いに疑ぎ問もんが生じてしまった。魔都ワルキュラにかなりの損そん害がいは与あたえられたものの、損害が大きすぎたのである。投入された４個連隊、約４０００騎に対して、未み帰き還かん約７００騎、負ふ傷しよう等約３００騎──つまり25パーセントを失ったのだ。総力をあげた魔ま導どう治ち療りようや本国からいくらか呼よび寄せた増ぞう援えんによって戦力は約３５００騎にまで回かい復ふくしたが、果たしてこれからどうしたものか、大いに迷まようところだった。

「マンデース子し爵しやくは計画どおり、ワルキュラ騎襲を継けい続ぞくすべきだと進言してきたわ」シレイラちゃんはいった。「次の攻こう撃げきは対空カタパルトや指揮施し設せつを徹てつ底てい的に叩いて、魔王軍の防ぼう空くう能力を低下させて……三度目から元どおり、大魔城じようを中心としたワルキュラ軍事施設の破は壊かいに努力を傾かたむける。理り屈くつからいえばそのとおりよ。筋がとおっているし、なにより……あのちんちくりんはウルリスでそれを成功させたわ」

「危き険けんすぎます。敵はもっとも効果的な航空作戦を知り尽つくしているのです」ゴローズはばっさりと切り捨すてた。「事実、ワルキュラの防空網もうは濃のう密みつで、効果的です。限げん定ていされた意味ではありますが、対空バリスタによって空を支配している感すらあります。一度の騎襲でさほどの戦果があがるとはおもえません。おそらく、満足のいかない戦果と引き替かえに前回と同じ程てい度どの損害を被こうむることになります」

「軍師の否ひ定てい的意見としては、納なつ得とくできるわ」シレイラちゃんも容よう赦しやなく応じた。「で、アンタの対案は？　対案なしの批ひ判はんなんて子こ供どもがダダをこねているのと同じよ！」

「マンデース子爵が既き存ぞん方ほう針しんの継続を主しゆ張ちようしているのは、かならずしも彼の能力の限界が理由ではありません」

「ずいぶん心がひろいこと」

「事実だからです。彼は〈フェラール〉作戦のなかで部分的な役やく割わりを負っているに過すぎず、そうであるからには打てる手が限かぎられているのです。いま一度、ワルキュラの防空網を叩いてから……というのは苦く渋じゆうの決断といってよいでしょう。それではいけないのはわかっている、しかし他に打つべき手はない、そういうことです」

　シレイラちゃんはふん、と鼻を鳴らした。

「つまり、もっと大きな絵を描えがかなければならないってことでしょ？」

「御ご賢けん察さつです」

「当然よ。アタシ、天才だし。前置きはいいから結けつ論ろん。はやく！」

「遊撃軍の運用と連関させます」

　ゴローズはそれ以上つけくわえなかった。が、シレイラちゃんにはそれで充じゆう分ぶんであるからだった。

　ブルーの瞳ひとみに燃もえるようなきらめきが生じた。頬ほおが微かすかに赤らみ、ちょん、とつきだされた舌した先さきがふっくらした唇くちびるを愛あい撫ぶするようになめた。

　ランバルト王国摂せつ政しよう宮のみやシレイラは軍ぐん師しナサニア・ゴローズ男だん爵しやくに命じた。

「どうせならハデにしなさいよ、ハデに。細かいことは任まかせるわ、軍師殿どの！」



「……おめでとうごさいます、と申しあげていいのでしょうか」シレイラちゃんの前から下がったゴローズを見あげた王立ロイヤル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズ指し揮き官、マヤ・ウラムはおずおずといった。「あの、なんていうかその、お話をうかがっていると……いつのまにか腹ふく心しんになっちゃってるみたいなんですけど」

　彼女にとってブラントラント一の美男子である男の顔には複ふく雑ざつな微び笑しようが刻きざまれていた。

「世間ではそういうだろうな。しかしまあ、あの姫ひめ御ご前ぜ、いかなる欠点があろうと、ひとつの人物であることに疑うたがいはないよ。両りよう翼よくの穴あなを埋うめる部隊にグラッサー騎兵集団全軍を当てるようにおっしゃられた。どのみち騎兵は市街戦には使えないから、じつに正しい。まあ、グラッサーの任にん務むは敵てきの逆ぎやく襲しゆうに備そなえること、隙すきを突つくことではあったが、ともかく正論だ。ペガサスの用い方についてはなおのこと、だね」ゴローズは一いつ瞬しゆんだけ微笑を大きくしてそれにこたえたあと、自分の育て上げたランバルト軍唯ゆい一いつの特殊部隊を任せた美しくも愛らしくもある女騎士の瞳をのぞきこみ、たずねた。

「問題はないのだね、マヤ」

「あ、え、あの……はい、ナサ」真っ赤になりながら頷うなずいた。いまの二人は、人目がない場所では名で呼よび合う仲になっている。ゴローズ一いち途ずできたマヤにとっては夢ゆめのようなもので、正直なところ名を呼ばれるたびにくらくらしてしまうほどだが、徐じよ々じよに慣なれ始めている。彼女にとって自然な反はん応のうだった妄もう想そうが顔をださないのがその証しよう拠こだ。いまや現げん実じつが妄想以上のものになっているということである。そしてマヤちゃん本人はそのことに気づいていない。いまの彼女の状じよう態たいについて、ある種の医者ならば「依い存ぞんだな……」などと暗い顔をしてつぶやくかもしれないが、世間一いつ般ぱんではちょっとばかりまぶしいような気分とともにこう表現するはずだ。あーお熱いことで（チッ）。

「あなたの御指し示じどおり、王立特務遊撃隊ＲＳＩは常つねに摂政宮殿でん下か周辺に埋まい伏ふくさせています。いかなる奇き襲しゆうにも対たい応おうは可か能のう、と自分は信じます」いまや自分の部隊となった特とく殊しゆ部隊についてマヤは報ほう告こくした。指揮官らしいクールかつきっぱりした態度を保たもとうとするものの、どうしても頬がゆるんでしまう。ゴローズの傍かたわらにいるだけで弾はずむような気分を抑おさえられなくなってしまうからだ。本当にお幸せなのである。

「敵が予想もつかぬ手しゆ段だんをとらぬ限りにおいて、か」応じるようにもう一度だけ微笑を大きくしたゴローズはいった。

「はい。しかし、そのような事態はありえないものと自分は信じます」

「まあ、そうだね」ゴローズはうなずき、表ひよう情じようを曇くもらせた。「いかなオノデラゴウシといえども限げん界かいはある。育った世界は異ことなるとはいえ、かれも人族にすぎない」

「なにか、御懸け念ねんがおありなのですか」マヤの表情も曇った。「もし自分に落ち度があるのならば……」

「違ちがうよ、マヤ、違う。そういう意味ではない。君はよくやっている」ゴローズはあわてて抑えた。いつでも全開で精せい一いつ杯ぱいのところがあるマヤを相手にするときは、いらぬことで考えこませないよう気をつける必要があるのだ。「予想外の事態は常に起こりうる、それだけのことさ」

「あなたにとって、ですか」マヤは顔色を変えた。

　ゴローズはさっと肩かたを叩たたき、溜ため息いきをつくような声でいった。

「いや、だれにとってもだ」



「で、偉い大だいなる大だい元げん帥すい閣かつ下かのお偉えらい軍師殿はどこにしけこみやがったのよ？」お茶の入ったランバル銀のカップを手にしたシレイラちゃんはえらく古風な表現でたずねた。

「王立特務遊ゆう撃げき隊の隊長と……以前の副官、騎士マヤ・ウラムと近くの木の下で話しこんでいるようですが」応じたのは諜ちよう報ほう局長官のミランだ。シレイラちゃんがねじれた表現を持ち出す時は機き嫌げんがいいのか悪いのかたとえ彼女ほど近しくても迷まようことが多いけれど、いまは安心できた。いかにもお姫様な縦たてロールはふんわりと垂たれている。ご機嫌斜ななめの時はありとあらゆる法ほう則そくを無む視ししてつり上がるのである。

「はぁ？　木の下で女の子と仲良く話しこんでるぅ？　ったく、いい気なもんね」シレイラちゃんは唇をとがらせた。

「……なんか、すんごくうらやましそうですが、殿下」

「ったりまえでしょーが！　アタシのようなパーフェクト美少女でお姫様で戦争の天才が埃ほこりクサい丘の上でさめかけたお茶を飲んでるってのに、あんな根こん性じよう悪わるの、よりによってサンバーノ爺じいの孫まごなんてひねくれ者が、けっこう美人で一途で、助けてあげなきゃ、なんて野や郎ろうどもがおもっちゃうような哀かなしい過か去こを持ってる女と楽しくお話ししてんのよ！　そりゃまあアタシにくらべたら貧ひん弱じやくだしババアだけど。ったく、ムカつく」

（魂たましいの叫さけび、ね）

　ミランはおもったが、態度にはまったくあらわさない。周囲の態度から本音を探さぐることに関して、シレイラちゃんは読心能力をもった超ちよう能のう力りよく者しや並なみなのである。というわけで、いくらかためらいはあったものの、彼女の気分がかわるだろう報告を持ちだすことにした。「あの、殿下。以前に準じゆん備びを命じられた件けんについてですが。間もなく到とう着ちやくするとおもわれます」

「……なんだっけ？」

「コレバーンの姫君と、その……」ミランは口ごもった。

「ああ」シレイラちゃんは額ひたいに手をあててうめいた。「タナカね。結局どうなったの？」

「双そう方ほうともにペガサスでこちらに向かっております」

「コレバーンの第二王女もそうだけど、よくあのタナカがペガサスに乗れたものね。脇わき腹ばらにロープで吊つるしでもしたの？」

「馬格の大きなペガサスに特とく製せいの鞍くらを据すえまして……前後を、ええその、タナカにつけられている侍じ女じよのなかで、ペガサスに慣なれた者たちを挟はさませました」

「……ったく、どいつもこいつも！　どこかに一人ぐらい、颯さつ爽そうとペガサスにまたがって右手に手た綱づな、左ひだり腕うでに美び姫きって感じな野郎はいないの？」

「……そういう男に出会ってなにをなさるおつもりで？」

「はっ、決まってんじゃない！　七代前までさかのぼって罵ば倒とうの限かぎりを尽つくしてやんのよ！　見た目が良くって乗馬がうまくって剣けんも強くて女にもてて、なんて毎日を送ってる奴やつがまともな神しん経けいの持ち主のはずないでしょ？」

　とうとうミランは天を仰あおいだ。シレイラちゃん、人間性がフル・ブーストでＤＮＡ螺ら旋せんを描えがいている御お方かただが、今日は……というよりここ数日は完全に全速前進、ファースターＦ・ザンＴライトＬである。お家でなにかあったのじゃないかとおもわれるほどであった。

（まあ、無理もないが。いかに将しよう器きとはいえ……）

　まだ少女なのだ。敵手たるオノデラゴウシの故こ郷きようであればこの春に高校へ入学したぐらいのものなのである。そしてオノデラゴウシ同様、子こ供ども扱あつかいされることもある年ねん齢れいで一国の命運を担になっている。それこそまともでいられるわけがない。

　対空監かん視しに当たっていた兵から警けい告こくの叫びがあがった。

「東方上空に飛行生物の編へん隊たい！　近づいてくる！」

　ミランはさっと位置を変え、いつでもシレイラちゃんに覆おおい被かぶさることが可か能のうな場所に立った。ほとんど同時に、いつのまにかあらわれた見慣れない兵士たちが周囲に防ぼう御ぎよ円えん陣じんをくみあげた。ランバルト軍らしからぬ野戦服を身につけている。王立特とく務む遊撃隊だった。



    

  
    
      　シレイラちゃんご本人は悠ゆう然ぜんとお茶を楽しみつづけている──ように見えたが、小さな声でたずねた。

「どうなの？　ったく、ぱっと逃げ出せない立場って面めん倒どうでしょうがないわ」

「……大だい丈じよう夫ぶですね。それにしても軍ぐん師し殿どのは……」

「当然よ」シレイラちゃんはあっさりといった。「いまやあいつの後ろ盾はこのアタシなんだもの。これぐらいのサービスは当然。腹心になるんならそれなりのことはしてもらうわよ」

　すぐに新たな声が響ひびいた。

「当直魔ま導どう士しより報ほう告こくあり。接近中のペガサス隊は友軍！　接近中のペガサス隊は友軍！　先方魔導士より特務護ご送そう隊との返信あり！　敵味方識しき別べつ符ふ牒ちよう、確かく認にん済ずみ！」

　シレイラちゃんはカップを置き、立ちあがった。ミランに命じる。「女官のなかでへばってないのを呼んで」

「……なにをなさるのですか」面食らった声でミランはたずねた。

「行水、お化け粧しよう、お姫ひめ様さまルック！」

「……ですがあの、やって来るのはあのタナカですよ？　どうせ原色の安い布をどことなく素人しろうとっぽくカットしたとても正気とはおもえないデザインの珍ちん妙みような服にしか反はん応のうしないかと……」

「だからこそよ！」シレイラちゃんは罵ののしるようにいった。「アタシがゴージャスであればあるほど、あいつとの差がはっきりしてありがたみが増ますってもんでしょ？　さ、とっとと準備して！　早く、早く！」

　ミランは溜ため息いきとともに伝令を呼よんだ。微かすかな鈴すずの音を聞き取ったのはそのときだった。命令をだしおえた彼女はひどく硬かたい表ひよう情じようを浮かべ、さりげなくその場を離はなれた。



　　　　５



　魔王軍は市街の至いたるところに鋭するどいトゲのついた針はり金がねを張はり巡めぐらせていた。どこから撃ってくるのか、きわめて場所をつかみにくいバリスタによる阻そ止し砲ほう撃げきもしばしばおこなわれる。むろん、魔族兵の手にした連発式カタパルトが放つ矢し弾だんの雨も恐おそろしい。

　それでもウランコール衝しよう撃げき軍は攻こう撃げきを続けた。ワルキュラ東部戦線、ポロス・ニュータウンを挟はさんだ南北に５キロほど間を空けた突とつ破ぱ口を二つつくりあげると、その両方から各１万、合計約２万の兵力を魔都へと流しこもうとした。



　進撃路を切り開くペガサス空中騎き兵へいの爆ばく撃げきはすでにポロス・ニュータウンの５キロ以上東にまで達していた。ランバルト軍が入手した魔王領りよう地理院の公式地図によれば、そこはもはや東ウルガーン町二丁目のはずだった。

　低空で飛来したタバール空中騎兵連隊に属ぞくするペガサスの編へん隊たいが次々に焼しよう夷い弾だんを投下する。空中でカルムとヨウムの樹じゆ液えきが入り混まじると、鼓こ膜まくを衝撃波が叩たたき、炎ほのおの嵐あらしが周囲へとひろがる。家々の窓まどに打ち付けられていた板が吹ふき飛び、だれかの夢ゆめと満足のあかしである建て売り住じゆう宅たくをまとめて何なん軒けんも燃もえあがらせた。

「おもったほど家は潰れないな。ヨウムとカルムの混こん合ごう比ひを変えるという話ではなかったのか」

　炎に炙あぶられている場所から１キロほど離れた背せの低い丘から前方を絶たえ間なく観察しつづけていた若わか者ものがいった。整った、というより引き締しまった顔だちである。身につけたランバル銀の鎧よろいは値の張るものと知れたが、無数の傷きずと煤すすによって輝かがやきを失っている。

「今朝伝えられたばかりの話ですからね。いきなり大威い力りよく、じゃあ話がうますぎます」ガスロー槍そう術じゆつ栄光団だん副団長、アビン・グラスは慰なぐさめるようだった。「それに、至し近きんの家々は爆ばく風ふうでなぎ倒たおしているようですし」

「それは仕方がない。わかっている。納なつ得とくもできる。だが、うちの兵どもが狭せま苦くるしい街路に入りこむことだけは納得できんよ」引き締まった面おも立だちに苦笑いを浮うかべながらイムル・ロンデボークはいった。「予よ備び部隊にまわされて、どうにか戦力を補ほ充じゆうして──いきなり魔族のごった煮カシユケルのなかへ突つっこまれるのではたまらない」

　主の言葉に応おうじかけたグラスだったが、あやういところで踏ふみとどまる。しかしイムルは見み逃のがさなかった。

「わかってる。わかってるさ。これから俺おれたちが手をつけるのはいままで考えたこともないような戦いくさだ。大都市内部に士気を維い持じした敵てきが立てこもっていて、そこで組そ織しき的戦せん闘とうを始めなければならない──悪あく夢むだよ。しかし、後にはひけない。俺たちの任まかされた南側突破点、ハルラン槍兵団が突き入れる北側。どちらが失敗しても本軍のための打通路確かく保ほは成功しない。損そん害がいにかまわず、進むほかない」

　事実である。戦力と士気を維持した二つの軍が大都市内部で正面から殴なぐり合うのは、ブラントラント史上はじめてといっていい。これまでは、都市内部に突入されていた時点で防ぼう御ぎよ側が抵てい抗こうの無む駄だを悟さとっていたからだ。

　が、魔族たちはあきらめない。戦術については必ずしも優ゆう等とう生ではないものの、士気はますます高まっているようですらあった。

　そのとき、騎馬の若者が大声で呼よびかけながら駆かけ寄よってきた。

「王国騎士ロンデボーク殿どの、ロンデボーク殿おられますか！　ラケル男だん爵しやくよりの伝令であります！」

　警けい護ごの兵から合い言葉が投げかけられる。若者は即そく座ざに正しい言葉を返した。ロンデボークは手をあげて若者を差し招まねき、丁てい寧ねいにいった。

「戦闘中です。騎乗のままでよろしい」

「ありがとうございます！　我わが主よりの言葉をお伝えいたします！」兜かぶとの下から黒くろ髪かみを一ひと房ふさ垂たらした伝令は若者というより少年に近かった。「ラケル投とう射しや隊はまもなく貴き隊たい右う翼よくに展てん開かいを完かん了りようす。注目すべき戦せん況きようの変化なき場合、投射隊はロンデボーク殿の了りよう承しようをもって投射開始命令と了りよう解かいする、以上であります！」

「わかりました」イムルは丁寧に応じた。「可及的速やかに支し援えんを開始していただきたい。おもったよりも家屋が残っている。敵軍よりもむしろそちらを優ゆう先せんして叩いていただければありがたいとロンデボークが申していたとお伝えください」

「承うけたまわりました、では、御ご免めん！」

　馬に鞭むちをくれて駆け去る伝令の後ろ姿すがたを見送りながらグラスがいった。

「健けん在ざいなバリスタは31台だそうです」

「なかなかのものさ、この戦況では」イムルは身体からだの向きを変え、ワルキュラ市街から丘の東側に視し線せんを移うつした。

　兵士たちが三個この巨きよ大だいな長方形──横隊を形作っていた。横隊ひとつあたり約１０００名のパイク兵で構こう成せいされている。この横隊のままペガサスが作った道へ乗りこむ予定だった。

「縦じゆう隊たいに転てん換かん。あの道では狭すぎる」イムルは命じた。

「おそらく左右の家には魔ま物ものどもが陣じんを張はっています」グラスが確かく認にんするかのように口にする。

「わかってる。覚かく悟ごの上だ。さきほどの伝令はまだ追いつけるか？　可能なんだな？　よろしい。伝えろ。バリスタで左右の家を徹てつ底てい的に潰つぶして欲ほしい、と。初動は魔ま導どう士しの支援がないんだ、バリスタに頼たよるほかない。急げ！」



　ランバルト軍が“〝炎ほのおの丘”〟と呼ぶようになったそこはいまだ焦こげ臭くささが抜ぬけていない。あたりまえである。魔都ワルキュラへの進入路を扼やくする邪じや魔ま者もののひとつとみなされたそこには大量の焼しよう夷い弾だんと攻こう撃げき魔法が加えられ、なにもかもが焼き尽つくされたからだった。それでもなお奪だつ取しゆには大きな犠ぎ牲せいが必要とされた。この丘を守っていた魔王軍はわずか中隊規き模ぼに過すぎなかったが、無視できない規模のバリスタと黒魔法の支援を受けていた。むろん、カタパルトの類も豊ほう富ふに装そう備びしている。そしてなにより、攻撃の初動でランバルト軍を大いに苦しめたあのトゲ付きの針はり金がね──鉄てつ条じよう網もうをはりめぐらせてもいた。結果、攻撃の主力となったチェドラル農兵団は戦力の四割わり、戦死・負ふ傷しよう１２００名という損害を被こうむることになった。これはもちろん防御魔法支援が与あたえられたうえでの損害である。

　ウランコール総そう軍ぐんを率ひきいる赤毛の猛もう将しようイーサン・ウランコールは焦げた土をブーツの先で掘ほり返していた。気分を変えるために天てん幕まくからでたところで、足あし下もとになにか埋うまっていることに気づいたのだった。

　すこし掘り返しただけで土は湿しめり気を含ふくむようになった。同じ黒でも、作物がよく育ちそうな肥こえた色合いだ。焼夷弾やファイアーボールのすべてを焼き尽くすような攻撃も、ブラントラントの大地にとってはほんの上っ面つらを擦こすった程てい度どでしかないのかもしれない、とおもった。

　金きん属ぞくが陽光を反射した。ウランコールは手を伸のばしてそれを取りあげた。貝のように口を開く、薄うすいケースだった。一いつ端たんには紐ひもをとおす小さな環かんがつけられている。ケースの表面にはなにかの紋もん章しようが彫ほられていた。

（罠わなとして埋められた呪のろいの品ではないのか）

　と一いつ瞬しゆんだけ恐おそろしくなったが、すぐにそれはないとおもった。炎ほのおの丘の攻防戦は控ひかえめに表ひよう現げんしても激はげしく、惨むごいものであり、魔王軍にそのようなことをしている余よ裕ゆうがあったとはとてもおもえない。だいいち、この丘を守っていた魔王軍の中隊はほんの10名ほどの負傷兵をのぞき、全員が戦死したのだ。玉ぎよく砕さい──全員戦死が確かく実じつとおもわれた状じよう況きよう下か、それでも10名ばかりが友軍のもとへ逃のがれられたのは、ごくわずかな生き残りを掌しよう握あくしたかれらの中隊長が最さい期ごまで陣じん地ちを離はなれずに戦い続けたからだった。丘を攻撃したチェドラル農兵団から占せん領りようののち半日ほどしてもたらされた報ほう告こく書しよは、この指し揮き官（階級は中ちゆう尉いで、種族はヴェアウルフだった）をこれぞ武ぶ人じんの誉ほまれ、敵ながら天あつ晴ぱれ、と激げき賞しようしている。なお、同じ報告書によれば、もはやこれまで、と覚悟をかためたかれが祖そ国こく万ばん歳ざい、総そう帥すい万歳の雄お叫たけびとともに突とつ撃げきへ転じ、無数の槍やりに突き刺さされながら妻つまらしき者の名を口にして息絶えた、とある。

　ケースを開いた。中におさめられていたものを目にしたとたん、ウランコールは反射的に瞼まぶたを閉とじた。見なければよかった、とおもった。

　胸きよう甲こうをがちゃがちゃいわせながら誰だれかが近ちか寄よってきた。足音に覚えがある。衝しよう撃げき軍の軍師であるリュクス・アガザイバ・ダンノールだった。

「南北ともに攻撃を開始しました」あいかわらず独どく特とくな南部なまりの残った発音でかれは報告した。

「いまのところ、憂ゆう慮りよすべき事じ態たいは生じておりません」

　いいおえたかれは、なんですか、とでもいいたげに手元に注目した。ウランコールはケースごと手て渡わたした。

「念写……」ケースの中身を目にしたリュクスはそれきりだまりこんだ。小こ柄がらな身体がさらに縮ちぢまったようにも見える。彼が見つめているのは家族を写したポートレイトだ。軍服を着た若わかく凜り々りしい夫、その隣となりにせいいっぱいのドレスアップをしているらしい明るい表ひよう情じようをした若妻。二人のあいだには両りよう脚あしを投げだして座すわりこんだ赤ん坊ぼうが五人。

「人族に見えますが、違ちがいますね。子こ供どもが多すぎます。たぶんヴェアウルフ……」

「軍書記官にわたしておけ」言葉を切るようにウランコールは命じた。「戦況によっては一時的な休戦もありうる。その時に、返してやれ」

「あ……はぁ」リュクスはうなずいた。

「軍師殿どのには、わからないか」ウランコールは苦く笑しようを浮うかべた。

「人としちゃむろんわかるがで、いえ、わかっちゅうつもり──あ、ええと、わかっているつもりです、はい」リュクスはこたえた。舌したがもつれかけていた。軍師としてではなく、ダンノール家の放ほう蕩とう息子むすことしての部分を指し摘てきされたような気がしたからだった。だからおくになまりが顔をだしたのだ。



    

  
    
      「けんど、その、いまは戦いくさの最中ですから」

「甘あまく、見えるか」

　一瞬だけ迷まよったあと、このひとならば大だい丈じよう夫ぶだろうと決めつけたリュクスは丁てい寧ねいにこたえた。「そんなことを考えるぐらいなら、戦をやめる方法を考えたほうがいいとおもいます」

　ウランコールは目を剥むき、何度か唇くちびるを湿しめらせたあと、楽しげに笑いはじめた。

「戦意を維い持じするためには偽ぎ善ぜんすらも積極的に活用する必要があるのさ。いや、というより、偽善こそが人をして戦場に赴おもむかせる最大の要よう因いんだ。どのみち戦いから逃れられないのであれば、そうするよりない」

　はぁ、とうなずいたものの、リュクスは納なつ得とくしきれたわけではなかった。

　戦うために偽善的な要よう素そや行こう為いを必要とすること自体にではない。それはこれまでにも実戦を経けい験けんした者としてイヤになるほど理り解かいできた。

　かれがわからなかったのは、口にだしたとおりのことである。そこまで戦いに疑ぎ問もんを感じるのであれば、どうして戦争を回かい避ひすることに全力を注がないのだ？

（……こいが貴き族ぞくっちゅうことかいや。まっこと、いごっそうなおんちゃんオツサンぜよ）

　結局はそう受け取るしかなかった。いい気なものだ、という感想すら湧わいた。軍ぐん師したるリュクスはその立場上、すべてを材料にして戦いについて考えねばならないからだった。いまも、仮かりに一時的休戦が成立した場合について考えている。おそらくは兵力の再さい配置に役立つことだろう……。

「魔ま導どう士し隊については計画どおりにしたのか」リュクスの内心を察したのか、ウランコールはいきなり話題を変えた。

「あ、はい。ともかく初動では積極的に投入しないという方ほう針しんのままです」

　ウランコール衝撃軍には六個こ魔導士隊が配はい属ぞくされている。現げん在ざい、戦せん闘とうに投入されているのはうち二個──テバント若わか草くさ魔導隊、ヒッパス白魔法隊だけで、それぞれ南北突とつ破ぱ点の支し援えんに当たっていた。これまでの戦闘で損そん害がいを受け、なおかつ疲ひ労ろうもしているマガサイア独立魔導隊は疲労の少ない通信・警けい戒かい等の全ぜん般ぱん支援に投じられている。ランバルトの魔導部隊として最強といっていいメルクリウス魔術同どう胞ほう団だん、豊ほう富ふな実戦経験を持つネアレーン高速詠えい唱しよう隊たい、ミッケム魔導隊は予よ備びとして衝撃軍司令部が握にぎっていた。

　市街突入の第一撃に最強の戦力を投ずべきだという意見はむろんあった。というより、むしろそちらのほうが戦術の常じよう道どうだ。

　リュクスは軍師としての権けん限げんでそれを容いれなかった。ウランコールにあげる作戦案として、極端におもわれるほど魔導士隊を温おん存ぞんする方針を示しめした。戦闘に投入されているテバント若草魔導隊、ヒッパス白魔法隊ですら、防ぼう御ぎよ魔法と回かい復ふく魔法の使用以外許ゆるさないという徹てつ底ていしたものである。「なにか軍師殿に恨うらまれるようなことをしただろうか」会議の席上、北側の突破を命じられたゴスホープ・ハルランが強こわばった顔でたずねたほどだった。密みつ集しゆう体型を基き本ほんとするランバルト軍にとって未経験の市街戦を前に、アグレッシブな魔法支援は与えられない、と告げられたのだから当然といっていい。

　その場をおさめたのはリュクスの案を黙だまって聴きいていたウランコールだった。ハルランの言葉にざわめく天てん幕まくをさっと見まわしたあとで立ちあがり、

「方々、軍師殿の案はこのウランコールの決定に等しいと心得られたい」

　と、告げたのである。ただし、散会したあとでリュクスにたずねはした。

「パイク兵とバリスタの支援だけで進めるところまでは進む、そういうことだな」

「ええ」リュクスは詰つまらなそうな顔でうなずいた。「その、つまり……」

「我わが軍は露つゆ払はらいだから、そうだろう？」

「おっしゃるとおりです」そうこたえたリュクスは力が抜ぬけたようになって椅い子すに座すわりこんだ。「重要なのはひとつだけ。シレイラ殿でん下かの本軍がなるべく楽に戦える環かん境きようをつくりあげること。そのために必要ならば、我が軍の損害増ぞう大だいは」

「甘あまんじてうけいれる」

「そうです」リュクスはうなずいた。ウランコールに感かん謝しやはしていたが、この会話じたいを喜んではいない顔である。

「軍師たらんとするならば、耐たえるのだ」若き軍師の本音を察したウランコールはいった。「冷血無む比ひ、人面獣じゆう心しんの輩やからと誹そしられようと、おもい悩なやんではならない。生まれつき酷こく薄はくであったかのように振ふる舞まい続けなさい。わたしは君を常つねに支持する」

「勝つためですからね」

　そうこたえたリュクスの童顔に浮うかんだ乾かわききった笑えみはウランコールにとってあまりにも痛いた々いたしかった。これまで何度も目にしたことのある顔だからである。

　戦争は人を駆かけ足で大人に成長させてしまう。ときに、その若さには不ふ似に合あいなほどに。いまのリュクスは実じつ際さいの年ねん齢れいの四倍も年老いたかのように見える。戦場で兵の上に立つ者のさだめとはいえ、哀あわれであり、呪のろわしくもあった。

　そしていま、そのリュクスは割わり切れないおもいとともに“〝炎ほのおの丘”〟で魔族兵の念写を手にしている。

　自分の立場について、もうあまり考えてはいない。

（なるようにしか、ならん）

　と、こればかりは年齢に見合った決めつけをしたためでもあるし、実際に仕事が多すぎ、いちいち戦争の悲ひ惨さんさ、無惨さに心を痛めているヒマがない──こう表現するといかにも特別な人間のようにおもえるが、気分そのものはそこらにいる同年代の少年たちと大差はなかった。要するに熱中しているだけなのだ。むろん、なぜ「熱中」しているのかについては示しめしている態たい度どほど単たん純じゆんではなかった。

「それでは、戦せん況きようの急変が生じない限かぎり、原案のまま進行します」リュクスはいった。ウランコールの抱いだいている気分がいつのまにか伝でん染せんし、また、同じ気分を抱いてしまったことがわずらわしくなっていた。

「よろしい」うなずいたウランコールは背くび筋すじをのばした。ことさらにいかめしい顔をつくるだけでなく、声まであらためたのちにたずねた。

「弓兵についてはどう調整したかな、軍ぐん師し殿どの」

「そう簡かん単たんに消しよう耗もうしてもらっては困こまるのは魔ま導どう士しと同じです」リュクスはこたえた。事実である。弓兵は一いつ般ぱん的にいってボウガンを用いる弩ど兵へいよりもよほど訓練と才さい能のうの必要な兵科で、そう簡単に使いつぶせるものではない。「とはいっても……さすがに弓の支援まで制せい限げんするわけにもいきません。南北にそれぞれ一個弓兵隊をつけました」

　そしてすばやく、マラックス弓兵隊は予よ備びです、とつけくわえた。

　ウランコールは聞き逃のがさなかった。

「どういう意味だ。フェイのことを配はい慮りよしているつもりならば──」

「どうもなにも」リュクスはさっときりかえした。「マラックス弓兵隊は弓兵部隊のなかでももっとも戦闘力が高いので、重要な場面で投入すべきだと考えたからですが」

　さすがにウランコールは詰まった。まさにそのとおりだからだ。つまりリュクスの案を追つい認にんするほかない。

「……任まかせる」

　衝しよう撃げき軍を率ひきいる闘とう将しようの声は悔くやしげだった。同時にどこか嬉うれしげでもあった。

「任せてください」リュクスは疲つかれたような笑みとともにいった。「なにしろ、ぼくは軍師様ですから」



　バリスタの放った石弾がペガサスの騎き襲しゆうによってつくりあげられた進撃路の左右に次々と落下した。放ほうり投げられた石は屋根を大きく砕くだき、壁かべをぶち抜き、ついには家を倒とう壊かいさせる。トランプの城しろよりもあっさりと家が崩くずれ落ちると、視し界かいを遮さえぎるほど盛せい大だいに埃ほこりや土つち煙けむりがまきあがった。

「敵てきが防ぼう御ぎよ魔法を使っている兆ちよう候こうはありませんな。でなければ、昼とはいえああも効こう果かがあがるはずがない」アビン・グラスがいった。

「いかに黒魔法の消耗が白魔法より少ないとはいえ、限界はある。手て控びかえているだけさ。こちらが動けば向こうも動く。いまのうちだ、ラケル男だん爵しやくに魔導弾も使ってくれと伝えろ」

　イルムはいった。すでに顔は土埃で白くなり、目め尻じりに刻きざまれた深いしわだけが肌はだの色を教えていた。

「連中のバリスタはなにをしてるんでしょう。射しや程ていは向こうが圧あつ倒とう的に優ゆう越えつしているのに……ペガサスの騎襲がうまくいったんでしょうか」

「そうあって欲ほしいね」イルムは疑うたがわしげだった。「そうだ、敵が用いはじめたあの棘きよく金きんへの対たい処しよは伝達したか」

「むろんです。乗り越こえるために用いる毛もう布ふその他を配分してあります。本来ならばファイアーボールで溶とかしてしまいたいところですが」

「魔法は考えものだ。ことにファイアーボールなど用いたら、余熱が消えるまで落とした場所に入ることもできん」イムルは応おうじ、最後の確かく認にんとばかりにあたりをながめまわしたあと、いった。

「大魔城じようはまだ、見えないな」残念そうな、意外そうな口調だった。おかしな感想ではない。魔王領りようの中ちゆう枢すうである大魔城まで、あと20キロあまりしかないはずなのである。

「背せの高い建物の多い街ですからね、隠かくれているんでしょう」

「ああ。だろうな──さて、いつまでも腰こしを据すえているわけにもいくまい？」

　乗馬に一ひと鞭むちくれたイルムは丘を駆けおりる。最初の戦せん闘とうで失った愛馬に替かわる控えの馬だったが、さすがに槍そう兵へい団だんを率いる男の持ち馬だけあり、唐とう突とつな鞭打にも猛たけりすぎることはなかった。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて馬へ鞭をくれたグラスも斜しや面めんを駆けおりる。隊列の傍かたわらで丘の上へ視線を据えていた兵が注目しつづけていることを確たしかめると、突つきあげた左手を大きく振ふり回した。兵は自分の目もく撃げきしたものを魔王軍ならば部隊最さい先せん任にん曹そう長ちようと呼よぶだろう立場の古兵に告げる。

　裏うら返がえった号令が轟とどろいた。

「パイク兵、気をつけェ！　担になえー、槍やり！」

　重い音が響ひびき、兵たちが寄より掛かかるようにしていたパイクが角度を一いつ斉せいに変えた。イルムとグラスは隊列の左右をはさむように後方へ駆け抜ぬけながら部隊の現げん状じようを確認する。問題はなかった。ガスロー槍術栄光団にとって先日の激げき戦せんは戦意をさらに高める効こう果かをもたらしたようだった。

「では、まいりますか」隊列の最さい後こう尾びについたグラスは見事に馬首をめぐらせ、ぴたりと停止させたイムルに告げた。

「ああ、そこが極楽であろうと地じ獄ごくであろうと」

　主の言葉に苦く笑しようで応じたグラスは隊列に向け、叫さけんだ。

「第一梯てい団だん、構かまえー、槍！　ガスロー槍術栄光団、前へ！」

　号令が連れん鎖さ反はん応のうのように響きわたった。地形上の制限から２００名ばかりの幅はばで組まれた横隊の最前列が破は壊かいされつつある市街に向けて前進を開始した。
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　ワルキュラ防ぼう衛えいに投入された第２１９サタニアン義ぎ勇ゆう刀兵大隊が東ウルガーン町二丁目で苦く境きように陥おちいったのはいくつかの不運が重なったからだ。

　まず大隊が配はい属ぞくされた〈東の鉄てつ壁ぺき〉兵団の守しゆ備び方ほう針しんがもたらしたものがあった。戦闘の激化と、敵本軍──シレイラ軍の到とう来らいを見み越こして、魔ま導どう部隊の半数以上に休養と再さい編へん成せいを命じていたのである。むろん魔王軍は戦術ジンネットを活用した精霊化作戦立案／ＪＯＰ実行システムＥＳによる指揮統とう制せい下かにあったけれど、作戦中の魔導部隊が減げん少しようした結果、防御魔法戦能力がこの戦いにおける最低の水すい準じゆんへと落ちこんでいた影えい響きようを無視できはしない。警けい戒かい態たい勢せいの水準が低下し、市街を移い動どう中の第２１９サタニアン義勇刀兵大隊がペガサスの騎襲をまともに喰くらうことになった理由はそこにあった。事実、ワルキュラ総そう軍ぐんがウランコール衝しよう撃げき軍の本格的な市街攻こう撃げきがはじまったことを確信したのは、ペガサスの投下した魔導弾だんと焼しよう夷い弾だんによって大隊戦力の一割わり近くを失ったこの大隊の報ほう告こくによってだったのである。



　防ぼう御ぎよ魔法が皆かい無むの状態であれば魔導手球Ｍグレネードですら恐おそるべき効果を発揮する。それは短期間の教育のなかで飽あきるほど繰くり返し叩たたきこまれた知ち識しきだった。教育期間中はそれをわずらわしくも感じた。しかしこれからは二度とそうおもうことはないし、忘わすれることもない──魔王軍二等刀兵クルスト・ガーラはそうおもった。

　空中から突とつ如じよとして響ひびきわたる嘶いななき、翼つばさが風を切り裂さく音。空襲警けい報ほうと退たい避ひ命令はほぼ同時にでたが、ばらまくように投下された20発あまりの魔導手球が空間を引き裂くような精霊爆発ジーンバーストを続々と生じさせるまでになんらかの手を打てた者はほとんどいなかった。

　むろんサタニアンは魔導戦士としての能力を有している。騎き襲しゆうへの対たい処しよは可か能のうなはずだった。が、大隊将兵の大半は魔王領総そう帥すいの言葉を耳にし、祖そ国こくの危き機きを救おうと志し願がんした新兵ばかりであり、部隊そのものもポロス・ニュータウン方面から侵しん入にゆうをはかる敵軍へ備そなえるべく、街路を移動中だった。急ぐあまり、周囲への警戒がおろそかになっていたのである。

　精霊爆発の衝撃はガーラから20メートルばかり離はなれた路上で生じ、かれを道路脇わきの植え込こみに吹ふき飛ばした。胸むねから着地したため胸きよう甲こうに胸と腹はらを叩かれ息が詰つまったが、それ以上の傷きずを負わずに済すんだのも胸甲のおかげである。精霊爆発につきものの肌がちりちりするような感覚とかすかな甘あまい香かおりを味わいながらくらくらする頭をふりつつ起きあがったとき、かれは自分がどれだけ幸運であったかを知った。かれの所属する第２１９サタニアン義勇刀兵大隊第２中隊はただ一度の魔導手球攻撃によって壊かい滅めつしていたからである。

　無数の死体が目に入った。何人もの戦友が路上に転がっていた。精霊爆発は純じゆん粋すいな衝撃波による破は壊かいをもたらすといってよいから、焼け焦こげてはいない。頭や胸を兜かぶとや胸甲ごと叩き潰つぶされて──目が眼がん窩かから飛びだし、口や肛こう門もんから内ない臓ぞうが飛びだし、手足を奇き妙みような方向にねじまげた状態で横たわっている。路面は溢あふれだした血けつ液えきがゆっくりと拡ひろがりつつあった。死体のなかには衝撃波で折れかけた街灯へ抱だきつくような姿し勢せいをとっているものもあった。その状態のまま街灯の柱が体内にめりこんでいる。

　このときのガーラがパニックへと陥おちいらなかったのは勇気ではなく、訓練のおかげだった。どうにか爆発から逃のがれたらしい中隊長のバータム大たい尉いが生き残った将しよう兵へいを路外へ誘ゆう導どうしていることに気づいたのである。小隊の生き残りが自分だけであることに気づいたガーラは即そく座ざに大尉のもとへと駆かけた。

　すでに七年近い従じゆう軍ぐん経けい験けんを持つバータム大尉はこの惨さん劇げきのなかでも冷静さを失っていなかった。すくなくともガーラにはそう感じられた。

「おう、生きておったか。貴き様さま、名前は」バータムは二つの陽光で灼やけた肌に微び笑しようとも苦笑ともつかないものを浮うかべてたずねた。

「第３小隊、く、クルスト・ガーラ二等刀兵であります、中隊長」

「あ、うん？　わかった。ああ、敬けい礼れいはいらん。貴様の分隊で他ほかに生き残りは？　いないか。くそっ、よろしい」

　バータムはさっと周囲を確かく認にんし、手近にいた５名ほどの兵を呼よび集めた。みな、ガーラとどっこいどっこいの新兵である。

「ガーラ二等兵、貴様はいまから臨りん時じの分隊長だ。配置にあわせて、階級を俺おれの権けん限げんで臨時昇しよう進しんさせる。兵長だ。以後、こいつらを掌しよう握あくしろ、ガーラ兵長」

　ガーラはぽかんとした。戦いのさなかとはいえ、あまりにもムチャクチャな話だったからだ。兵の階級は下から順に、二等兵、一等兵、上等兵、兵長までだからである（その上は軍隊ではまた別の扱あつかいをうける伍ご長ちようや軍ぐん曹そうたち、すなわち下士官になる）。兵と下士官の昇進は直属上官の決定がそのまま認められるのが普通だから、この場で昇進させられるのはありえない話ではない。

　が、やはりムチャだった。ガーラはただの二等兵だし、単に一番はやく中隊長の下へ駆けよれたにすぎないからだった──少なくとも本人はそう思った。

　しかし、バータム大尉には別の考えがあるらしい。

「あ、はい。え？　あの」

　おどろきのあまりガーラが大口をあけたちょうどそのとき、ふたたび空から嘶いななきが響きわたった。

「退たい避ひぃ！」バータム大尉は叫び、ガーラの身体からだを路外へと蹴け飛とばした。

　投下されたのはまたしても魔導手球Ｍグレネードだったが、さきほどのような効果はすでにのぞむべくもない。大隊は自力で防御魔法の展てん開かいを終えていたからだ。サタニアンは生まれつきの魔導戦士であり、幾いく多たの戦いを経験した古兵ともなればその対処能力は尋じん常じようなものではなかった。魔族の魔力が低下する昼とはいえ、充じゆう分ぶんな効果を発はつ揮きする。

　精せい霊れいを“〝散らされた”〟魔導手球は路面に落ち、跳はね、転がるだけに終わった。

　魔導手球が封ふうじられたことに気づいたペガサス・ライダーは鞍くらに引っかけてあったボウガンを手にすると右手だけで器用にそれを構かまえ、トリガーを絞しぼった。放たれた矢し弾だんはほぼ水平に飛び、ガーラを突つき飛ばしたバータム大尉の喉のどに深々と突き刺ささった。

　恐おそろしげな唸うなり声が聴きこえた。それがなんであるのか考えることもないまま、ガーラは百式精霊化連発シュート・ボウガンを構え、トリガーを絞った。最初のうちはまっすぐ狙ねらいをつけていたためペガサスの後方に虚むなしく矢弾をまき散らすだけだったが、撃うっているうちに肉体が短期間だが効こう率りつ的な（つまり“〝得意な奴やつに得意な事を教えさせる”〟方式の）訓練で教えこまれたテクニックをおもいだした。

　ガーラはバータムの命を奪うばった敵てきペガサスの前方に向けて矢弾をばらまいた。

　ペガサスはガーラがつくりだした矢弾の制せい圧あつ域いきへと突っこんだ。一発がペガサスの首へ深々と突き刺さり、哀あわれな半飛行生物は哀かなしげな嘶きとともに横転する。そこへガーラにつづいて放たれた新兵たちの矢弾が次々に襲おそいかかる。地上から十数発の矢弾を浴びたペガサスはたちまち腹はらを破やぶられ、赤黒い腸はらわたを勢いきおい良く溢れさせながら路面に激げき突とつし、路上に赤黒い痕あとを残しながらずるずるとすべっていく。

　一方、乗り手であるペガサス・ライダーは横転の瞬しゆん間かんに機き敏びんな動作で地上へ飛びおりていた。着地してすぐ、腰こしに手を伸のばし、剣けんの鞘さやを掴つかんだ。抗こう戦せんの意思はない──降こう伏ふくするという騎き士し風の意思表ひよう示じである。ブラントラントでは一いつ般ぱん的といっていいものだ。

　何人もの戦友を殺され、いままた中隊長まで奪うばわれた新兵たちはそれを認みとめなかった。いや、見えてはいても、その事実を受け入れるつもりなどなかった。

　ペガサス・ライダーが鞘に手を伸ばした直後、数百本の矢弾が浴びせかけられた。たちまちのうちに全身の肉を裂さかれ、骨ほねを砕くだかれ、無数の矢弾が突き刺さったぐしゃぐしゃの肉にく塊かいと化して路面に倒たおれ伏ふした。



　それから一時間あまりがすぎたいま、ガーラは魔導手球のもたらすものについて考えながら東ウルガーン町二丁目にあるできたての瓦が礫れきの山に身を隠かくしている。いまは亡なきバータム大尉から与あたえられた“〝部下”〟たちとともにそこへ布ふ陣じんしてもう30分にはなる。

　暑い、とおもった。どういうわけなのか汗あせはあまり出ないが、ともかく暑くてたまらない。それに湿しつ気けもきつい。ワルキュラは天てん候こうを制せい御ぎよされているはずなのにどうして……あ、そうか。軍が精霊さんを片かたっ端ぱしから抑おさえてしまったから、市街の温度や湿度を心地よく保たもつことができなくなっているんだ。ああもう。戦争ってのはなんてろくでもない……

　腰のポーチにおさめてある野戦用ＰＪＳが振しん動どうした。

「道みち端ばたの子こ猫ねこ２、受信」ＰＪＳを手にしたガーラは短く応おうじた。

　少なからぬ損そん害がいは受けたものの、大隊の反はん応のうはまさに魔王軍らしかった。即そく座ざに態たい勢せいを整え直すと、予定どおりの位置へ展てん開かいしたのである。バータム大たい尉いの処しよ置ちも後こう任にんの中隊長──精霊爆ばく発はつからどうにか生き残った第２小隊長のビドン少尉によって追つい認にんされていた。ガーラ“〝分隊長”〟は五名の新兵とともに実勢一個こ小隊以下に減へった第２中隊の一いち翼よくを任まかされたのである。だからこそ、かれの野戦用ＰＪＳが中隊指し揮き系けいの精霊波を拾えるのだ。

「道端の子猫２、こちら縁えんの下の母猫。そちらの正面がもっとも精霊波の乱みだれが強い。警けい戒かいしろ。敵を発見した場合は即座に報ほう告こくしろ。送れ」中隊本部からの、中隊長になったビドン少尉からの警告と命令だった。

「縁の下の母猫、こちら道端の子猫２。了りよう解かい。接せつ触しよくした場合はどうしますか。送れ」

　一瞬だけ間があったあと、返信が聴きこえた。

「道端の子猫２、こちら縁の下の母猫。命令がない限かぎり現げん在ざい位置を固守せよ。送れ」

「縁の下の母猫、妨ぼう害がいによって連れん絡らくが途と絶ぜつした場合は」

「道端の子猫２、適てき宜ぎに判はん断だんしろ。魔法使用限定マジツクス・タイト下であることを忘わすれるな」

「増ぞう援えんは、支し援えんは──」

「いいかおい、俺だっていきなりボロボロの中隊押おしつけられて頭痛いたいんだよ。分隊長なんだから自分より部下を安心させてやれ。終わり」

　しばらく凍こおりついたように野戦用ＰＪＳをみつめていたガーラは、それをのろのろとポーチにおさめたあと、左右を確かく認にんした。自分と似にたりよったりの新兵たちが瓦礫に身をあずけている。一撃でやられないよう、お互たがいに50メートルほどの距きよ離りを開けていた。人族ならばとても支援しあうことなどできない距離だが、連発ボウガンを手にしたサタニアンの能力をもってすればなんとかなるはずだった。

（ひどい状じよう況きようだけど）

　明るい材料がないわけじゃない。ガーラは懸けん命めいに自分を励はげました。ぼくはなにも知らないけど、戦ったことなんかないけれど、訓練どおりにやれば大だい丈じよう夫ぶなはずだ。なにもかも訓練どおりに。たとえば、何を教えられたのかといえば、えーと……そうそう、矢弾の弾だん倉そう。可か能のうな限りたっぷり確かく保ほしておけ、どんな方法を用いてもいいから不足させるなと叩きこまれた。で、いまはいっぱいある。売るほどある。戦友の遺い体たいから壊こわれていない奴やつを回かい収しゆうしたからだ。これだけあれば、ハデに撃うちまくってもしばらくは保もつはずだ。それで、ええと、それで……なんかあったかな？

　それ以上考えているヒマはなかった。

　ペガサスの去った空の東側に黒い染しみが生じた。すぐに数を増ふやし、ぐんぐんと近づいてくる。

「敵てき弾だん飛来！」誰だれかが叫さけんだ。

「伏ふせろ！　頭をあげるな！」

　ガーラがそう命じた直後、バリスタから放たれた投射物ミサイルが次々と目の前に落下した。

　まず数発の石弾が降ふり注ぎ、騎き襲しゆうによってすでに半壊していた道路脇わきの家屋を粉々に打ち砕いた。ただバリスタで放った割りにはあまりにも正確な着弾だったので、魔法による弾道制せい御ぎよを受けているに違ちがいないとガーラはおもった。

　つづいて魔ま導どう弾が落下する。魔導手球とはくらべものにならない規き模ぼの精せい霊れい爆ばく発はつが生じ、街路両側の家屋が一挙に十数軒けんも消し飛んだ。ガーラたちの頭上にもばらばらと建材の破は片へんが振りそそぐ。即そく座ざに二度目の魔導弾攻こう撃げきを警戒したが、防御魔法による無効化を予期したのか、再ふたたび石弾に切り換かえられていた。

　精霊爆発と石弾のもたらす破壊によってもうもうと立ちのぼる埃ほこりの向こうにガーラは目をこらした。人族よりはるかに優すぐれているはずの感覚を集中し、迫せまり来るものを見分けようとした。焦じれるほどに待つ必要はなかった。かれらは来た。
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　　　　１



　日ひ毎ごとに遅おそくなる日にち没ぼつの時じ刻こくは人族軍に戦せん術じゆつ的なアドバンテージを与あたえている。日中、マスル神の加か護ごを与えられているマスル信徒たちには、黒くろ魔ま法ほうの効こう果かが減げん少しようするからだった。むろん魔王軍もその対たい抗こう策さくを編あみだしてはいた。ひとつは白魔法に比くらべて疲ひ労ろうしにくい、という黒魔法の特とく性せいを活用した魔法の大量・集中使用だ。弱い魔法でも魔ま導どう士しの数を揃そろえ、一点に叩たたきこんでしまえば効果が期待できる。こうすることによる副次的な効果もあった。同じ魔法でも魔導士それぞれが“〝掴つかむ”〟精せい霊れい波はが微び妙みようにずれているから、防ぼう御ぎよ魔法を広い幅はばに向けて叩きつけなければならないのだ。消しよう耗もうの大きい白魔法を用いる魔導士にとって、それはとてつもない負ふ担たんになった。

　もうひとつは魔法を主に味方の側に用いることだ。防御や、通信・捜そう索さく手しゆ段だんとして活用する限かぎり、人族への攻こう撃げきに使用したときほどの集中を心がけずに済すむ。ランバルト軍ペガサス部隊に大だい損そん害がいを与えたワルキュラにおけるシステマチックな防空戦せん闘とうがその好例といえるだろう。

　とはいえ、やはり昼は人族軍の──ランバルト軍のものだった。



「引きつけるな！　数が違ちがいすぎて押おし切られちまうぞ！　分隊、打ち方はじめぇ！」ガーラは布ふ陣じんしている名前どころか顔も覚えきっていない“〝部下”〟たちに叫さけんだ。

　兵士たちは即そく座ざに百式精霊化連発シュート・ボウガンを構かまえ、トリガーを絞しぼった。甲かん高だかい弦つる音おとが立て続けに響ひびき、短く小さな矢し弾だんが猛もう然ぜんと吐はきだされた。

　敵てきが密みつ集しゆうしているためもあるが、相変わらず命中率りつは高い。ガーラたちは伏プせロ射ーちンの姿し勢せいをとっていたのみならず、ボウガンに備そなえられている折りたたみ式の二ふた股また──二脚架バイポツドをひろげ、安定させて射しや撃げきしていたからである。おかげで反動はほぼ完全に消え去り、連発を続けても矢弾は散らない。矢弾の速度が特に大きいわけではないけれど、もともとボウガンが達成する矢のスピードは最大で時速２００キロを軽く超こえるから、威い力りよくにも問題はなかった。兜かぶとや胸きよう甲こうを濡ぬれた紙よりも簡かん単たんに貫つらぬき、敵兵へ深々と突つき刺ささって肉や血ち飛沫しぶきをあたりへまき散らす。

　見事な射撃といっていい。制せい式しき採さい用ようされて一年にもならない新兵器がこれほど使いこなされているのは異い常じようともおもえるが、しっかりと理由がある。スポーツ射撃ではないからだ。

　チキュウにおけるスポーツとしてのボウガン射撃であれば射撃姿勢はバックベントかヒップスラングか、とか、精神状じよう態たいがどうだ、とか、まあ色々と面めん倒どうくさい。ボウガンという名にしても『キャタピラ』や『ホチキス』と同じ理り屈くつでボウガン社の製せい品ひんだけをそう呼よぶ、本当はクロスボウ、日本語なら十字弓だ、とひとくさり加わる。

　しかし、ガーラたちは戦場にいる。兵器として出しゆつ現げんした物を、まさにその目的のために用いている。細かいことを気にする必要などなかった。65メートルの距きよ離りで直径60センチのターゲット、その中心を狙ねらわなければいけないチキュウの国こく際さい大会ではないのだ。標的──敵兵のどこかに当たればそれでいい。といっても、楽な、安定した射撃姿勢をとっているため、すべての射撃が矢や筋すじのとおった状態で放たれている。

　サタニアン兵たちは弾だん倉そうを交こう換かんしつつ撃うちまくった。安定した姿勢で放たれるボウガンの矢弾は次々に敵を捕とらえ、荒あれ果てつつある街路にランバルト兵が幾いく人にんも倒たおれ伏ふしている。

　が、歓かん声せいをあげているヒマはなかった。ランバルト軍の前進はとまらない。前列の兵が倒れると後列の兵が駆かけてその穴あなを埋うめ、隊列を維い持じしたまま迫せまってくる。やがて、その後方からボウガンとはまた異ことなる弦音が一いつ斉せいに響いた。ガーラはそれがなにを意味するか、即そく座ざに理り解かいした。短期間の教育でありながら何度も教えこまれていたからだ。

「弓だ！　退たい避ひぃ！」

　ガーラは叫び、数メートル後方の、石弾によって砕くだかれた家の屋根（だったもの）の下へと飛びこんだ。直後、放たれた無数の矢が水平ではなく垂すい直ちよくに降ふりそそぎ、地面や壊こわれた家に突き刺さって不気味な不協和音を響かせた。

　矢が土に突き刺さる音は肉に包丁を突き立てるそれに似にている。台所でならばともかく、いまは怖おぞ気けをふるわせる音だ。逃にげこんだガーラは身を伏せたきり、身動きすらままならない。指定されたエリアに向けて、狙い打ちを前ぜん提ていとせずに速射される矢がもたらした強きよう烈れつな制せい圧あつ効こう果かに圧あつ倒とうされていた。かれはすべてを呪のろい、後こう悔かいしていた。こんな戦争をはじめたランバルトを呪い、受けてたった魔王を呪い、自分に志し願がんを決意させた総そう帥すいの言葉を呪った。



　はじめのうちはなにもかもがすばらしく感じられた。故こ郷きようで、このままどうということなしに過すぎていくのだろうとおもっていた毎日へ降って湧わいたチャンスだとおもえたからだ。

　クルスト・ガーラは故郷での毎日に不満があったわけではない。家族仲はいいし、近所ともうまくやっていたし、なにより、そのうち『そういうこと』になるだろうとお互たがいどころか周囲もおもいこんでいる幼おさななじみもいた。

　なのにどうして、と問われたなら、ガーラ自身も答えに困こまったに違いない。もちろん満足すべき日にち常じようへ心密ひそかに飽あきていたからなのだけれど、本人はまったく気付いていなかったからだ。

　というわけで、総帥のあの率そつ直ちよくな（その時はそうおもえた）インタビューが放ほう霊れいされてまもなく、志願を決めた。ほんの一日か二日しか迷まよわなかった。魔ま族ぞくとして魔王領りようのために立ちあがることは正しいことだとしか感じられなかった。

　決意を明らかにしたとき、母親はなにもいわず、父親はむっと唇くちびるをねじ曲げた。もちろんかれらが本当はなにをおもったのか、考えることもなかった。ただ目を丸くした妹の頭を撫なでてやっただけだ。

　どうせ軍隊に入るならやはり将しよう校こうのほうがいい、サタニアンはその能のう力りよくからいって将校に任にん官かんしやすくもあるのだから、と教えてくれたゴブリンの軍隊経けい験けん者もいたが、ただの兵隊で充じゆう分ぶんだとおもった。将校に任官するには兵士であるよりも長い訓練期間を必要としたからだ。ガーラは一いつ刻こくもはやく故郷のために戦いたかったし、軍に入隊しようとおもった理由は経歴のためではなく、戦うためだった。

　事実、ガーラはいきり立っていた。魔王領はかれの祖そ国こくであり、故郷はその一部だった。ランバルトはその魔王領の敵てきである。

　そして、魔王領総帥小お野の寺でら剛ごう士しは、ブラントラントにきてまだ日が浅いにもかかわらず、魔王領に自分のすべてを捧ささげる覚かく悟ごを語った。

　だから、クルスト・ガーラは軍に入隊したのだ。



　にわか雨のような激はげしさで空気を貫つらぬきつつ降りそそぐ無数の矢はガーラたちから行動の自由を奪うばった。

　敵の横列が矢ぶすまの向こうに見えた。人族よりよほど強きよう靭じんなはずの胃いが痛いたみと共に縮ちぢみあがる。

　ランバルトのパイク隊列は前進を続けていた。

　矢がガーラたちを制圧しているうちに距離を詰つめようとしている。白兵戦になれば数の優ゆう位いが、そしてチームワークが物をいうからだ。すなわちその二つこそがランバルト兵の独どく壇だん場じようである。いかに個体としての魔族兵が人族兵より強力でも、統とう制せいのとれた集中攻こう撃げきの前ではいくらも保たない。

（このままじゃ、だめだ）

　ガーラにもそれはわかった。だが、どうしてよいのかおもいつけない。あたりまえだった。騎き襲しゆうを受けるまではただの新兵だったのだ。

　ＰＪＳで指し示じを仰あおごうとした。しかしどれほど精せい霊れいさんにお願いしても、中隊本部からの返事はない。ランバルト軍が魔ま導どう妨ぼう害がいをおこなっているらしい。

　矢はなおも降り注いでいる。隊列はますます近づいてくる。５分もしないうちにここまでやってくるだろう。

（魔法しかない）

　ガーラはおもった。同時に、魔法使用規則が“〝限定タイト”〟であることもおもいだす（魔法使用に関する魔王軍の規き準じゆんは、兵器使用規則とほぼ同じだ）。

　マジックス・タイトの場合はどういった手順で魔法使用が許ゆるされるのだったか、ガーラは懸けん命めいにおもいだそうとした。魔族の魔法効こう果かが低下する昼間、全魔法使用自由オール・マジツクス・フリーが許されることはまずないのは覚えていたが……

　罵ののしりたくなった。

　おもいだした。おもいだしたのだった。魔法使用制限下ではいかなる魔法の使用も上官の許きよ可かを必要とすることを。

　その上官、ビドン少しよう尉いとの通信は途と絶だえている。そういった場合どうすべきか、ガーラは知らない。小野寺総そう帥すいのもとで魔王軍すべてへ呆あきれるほどの勢いきおいで導どう入にゆうされた精霊化システムの弊へい害がい──ではなく、かれ自身の無知ゆえに、である。

　ガーラは戸と惑まどった。それは迫せまり来る敵に対する恐きよう怖ふよりも強く心を揺ゆさぶる。

　背せ筋すじへ立て続けに悪お寒かんがはしる。歯の根があわない。考えがまとまらず、ただちらちらと無意味なおもいだけがフラッシュする。中隊本部、母さん、パイク兵、なるのなら将校に、こんなの嫌いやだ、マーシアの唇くちびる、マーシアの瞳ひとみ、マーシアの声。

　総帥のバカ野や郎ろう。

「みんな生きてるか！　一番得意な攻撃魔法を使え！　タイミングをあわせるぞ！」やけくそになってガーラは叫さけんだ。

「いいのかよ？」一番近くの瓦が礫れきに隠かくれていた部下（まだ名前は覚えていない）がわめくようにたずねてきた。「マジックス・タイトだぜ？」

「責せき任にんは僕ぼくがとる！　詠えい唱しよう準じゆん備び。５、４、３……詠唱！　詠唱！　詠唱！」
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「どうにか充じゆう分ぶんな精霊数は確かく保ほできたみたい。いまのところ凝ぎよう集しゆう度どは２・18だけど、すぐに３を越こえるはずよ」豪ごう勢せいな執しつ務む室でメイム・カスターリャはいった。場所は〈東の鉄てつ壁ぺき〉兵へい団だんがあらたな本部を設せつ営えいした天てん龍りゆう町二丁目の魔王領りようキャット・レース振しん興こう会かい総本部である。なんでもありの魔王領らしく、チキュウのありとあらゆる建けん築ちく様式プラス魔王領オリジナルのデザインが入り交じった五階建てのビルだ。そんな場所が本部にされたのはいくつかの理由がある。最大の理由は、敵が迫ったことにより東ウィヒト町が前線に近くなりすぎたこと（なにしろ東ウルガーン町の隣となりだ）である。この他ほかにも、キャット・レースの情じよう報ほうを集めるために精霊さんを呼よび集めやすい魔導構こう造ぞうになっていたこと、10年ちょい前にお迎むかえのきた振興会の前会長がさまざまな悪事に手を染そめていたせいか異い常じようなほど身の安全に気を遣つかう人で、総本部を本ほん格かく的な城じよう塞さいの築ちく城じよう規準で建てさせてしまったこと……等々、まあイロイロである。ともかく、現げん在ざいの戦せん況きようにぴったりの建物なのだった。それにもうひとつ利点があった。前会長は悪あく趣しゆ味みな人でもあって、昔のドラゴン並なみに光り物が大好きだったのである。この建物も外見は金きん箔ぱくやらなにやらによってごてごてと飾かざりつけられていた。おかげで目立つことは目立つが……絶対に軍事拠きよ点てんには見えない。初日のペガサス戦力のすべてを叩たたきつけたような騎襲でさえ、この建物は目標から外されていた（ていうか、実はコースを確かく認にんするランドマークに選定されていた）。

「法的な問題は残ってないよな。勝手に使って壊こわしたとかいって、あとで訴うつたえられたんじゃたまらない」前会長が大金を投じてつくらせた執務セットにだらしなく腰こし掛かけたジョス・グレナムはたずねた。

「できるかぎりのことは法ほう務む担たん当とう将しよう校こうが、ね。戦時収しゆう用よう法ほうに定められた手続き通りの書類は作ったし。振興会代表にも写しは送ったし……といっても、いまのありさまではいつ届とどくか知れたものじゃないけど」そこまでいったあとで、メイムは男の顔をまじまじと見つめた。



    

  
    
      「なんだよ」

「うん？　追い詰つめられてる割わりには明るい顔だな、っておもって。気づいてる？　いまあなたはこの戦いのあとの面めん倒どうを気にしていたのよ？　首都で戦っている軍隊の指し揮き官にしては、かなりの神しん経けいだとおもうわ」

「あ、ん」眉まゆを寄よせたジョスはすぐに笑えみ崩くずれた。「そういえば、そうだね。われながらいい気なもんだな」

「……やはり、閣かつ下かなのかしら？」

「そうだな。今回俺おれはこういう立場だから、本当に大きな話は知らされていないけれど……ともかく、トロル軍の反はん撃げきはおこなわれる。明日ね。暗い気分にはなりようがない。そうなるぎりぎりのところではあったけれど、あの小さな人はそのぎりぎりのところで次の手を打ってくれた。そういうことさ。どうも、最初からタイミングを見計らっていたんじゃないかとおもう」ジョスはその“〝小さな人”〟が聞いたら大あわてで『ないないないそんなことない』といいそうな過か大だい評ひよう価かを真ま面じ目めな顔で口にした。

　ちらりと微笑ほほえんだあとで顔を引き締しめたメイムがいった。

「反撃。ランバルト側は予想しているはず」

「それはそうだ。しかし、奴やつらはとんでもない勢いきおいで進撃したおかげで兵へい站たん線せんが延のびきっているからな。普ふ通つうの反撃を喰くらっただけでも大変なはずさ」

「そうね」メイムはまだなにか考えているようだったが、結局はちらっと微笑んで言葉を繰くり返した。「そうね」

「そういえば、前はキャット・レースにもいったよな」ジョスが壁かべいっぱいに描えがかれた絵を見ながらいった。客で埋うまった巨きよ大だいなトラックに設もうけられた出走ゲートが開かれた絵だ。といってもレースがはじまったばかりではなく、すでに一時間は過すぎている場面である。キャット・レースの名前通り、猫ねこを競きそわせるレースなので、やたらと時間がかかるのだ。ゲートからすべての競争猫がでるまでに数時間は必要だし、途と中ちゆうでひなたぼっこをはじめたり人族絶ぜつ滅めつの陰いん謀ぼうを企たくらむ会議を開いたり寝ねたりしてしまうのですべての猫がゴールするまでやたらと時間がかかる。果たしてそんなものをレースと呼べるかどうかあやしい気もするが、まあそこは魔ま王おう領りよう、個こ人じんの趣味はさまざまだ。血けつ統とうのいい猫をかけあわせて名猫の素そ質しつをもった子猫をつくろうとした連中もいたが、種族権けん（チキュウでいえば人権だ）の観点から問題視しされ、禁きん止しされている。魔王領では猫にも市民権が認みとめられているからだ。といっても法の抜ぬけ穴あなはたちまち見つけだされてしまった。才さい能のうのある雄おす猫に魅み力りよく的な雌めす猫を紹しよう介かいするのは違い法ほうではないのである。

「わたしはもう嫌いやよ」メイムは優やさしく睨にらんだ。「３年前の田中魔王杯はい特別。まさか、レースが終わるまで四日もかかるとはおもわなかった。レースが終わるまで競けい猫びよう場じようからの観客の出入りは禁止だし。おまけに……だれかさんは冬なのをいいことに毛もう布ふの下で変なことしてくるし」

「もう一人のだれかさんは嬉うれしそうだったけどな」ジョスはにやにやしながらいった。「それに、俺は本当に楽しかったよ。そのうちまた行きたい。ああ、行きたいな。たとえ有り金を全部スってもかまわないから。なにしろどれだけしくじっても自分の金だけのことなんだから」

「どの猫に賭かけるの？　どれでもいいわ。わたしはあなたが選んだ猫だけは外すから」

　二人は顔を見合わせ、笑った。笑っているうちに自然と時刻が気になってきた。

「日にち没ぼつまであと一時間はあるけれど……」メイムがいった。「今夜の方ほう針しんはどうするの」

「敵てきはいままでのこっちのやり口を見え見えだと考えてるはずだ」ジョスはこたえた。すでに、指し揮き官の顔になっていた。「ワルキュラに自分たちを引きつけ、作戦上の自由度を失わせて反撃を企む──こちらの出方をそう予想し、警けい戒かいしてるだろう。バカじゃなければそれぐらいはおもいつける。たとえ昼でも魔力消しよう耗もうという点では敵よりずいぶん楽なのに、わざわざマジックス・タイトを発令してるんだぜ、俺たちは？　なにかある、ってことぐらいだれにでもわかるさ」

「一いつ般ぱん論ろんとしてはそのとおりだけど、なにか根こん拠きよは？」やはり参さん謀ぼうの顔にかわったメイムがたずねた。

「戦せん術じゆつジンネットに載のせる前にセシエちゃんが教えてくれた。ドザール軍とカディウス軍の間を埋めるように、ちょっとした規き模ぼの軍ぐん勢ぜいを動かし始めている。シレイラ軍の一部とグラッサー騎き兵へい集しゆう団だんを含ふくんでるから、現げん場ばの判はん断だん、というやつではありえない。つまり、敵のトップが、シレイラ摂せつ政しようの宮みやがそう判断したってことだな。となれば真向かいにいるウランコール将軍にだってなにか伝えられているはずだ。どうだい？」

「同意します」

「だから、逆ぎやく襲しゆうする。夜襲だ。アーシュラちゃんからの許きよ可かはでている」

「ウランコールは……いいえ、シレイラ摂政宮はどう受け取るかしら。反撃の前まえ触ぶれとして捉とらえられてしまったら、藪やぶ蛇へびよ」

「うん。だから、そこに狙ねらいをつけた、適てき当とうな規模の、適当な戦いというやつを試みる。敵がこちらの反撃を予想しているだろうことを逆さか手てにとるんだ。ウランコールの軍だけじゃない。敵に、予よ備び軍全体をどう使うべきか迷まよわせてやる。予備軍をワルキュラに投じるべきか、両りよう翼よくでの反撃に備そなえさせるべきか」

「戦術的逆襲で作戦的環かん境きようを流動化し、戦せん略りやく上の優ゆう位いに寄き与よする。そういうことね」

「なんか凄すごいアイデアに聞こえるな」ジョスは笑った。「ともかくさ、俺の立場で魔王領全体の得点になるようにする手段は、それだとおもう」

「逆襲の方針は」くすりとしたあとでメイムはたずねた。

「いつもと同じだ。基本方針以外は現場に任まかせる」

「夜襲についても？」

「ああ。現場が必要と判断し、こちらが支し援えんできる範はん囲いでなら、全すべてゴーだ。休ませてた魔ま導どう部隊も、最さい低てい限げんの予備を残して投入する。部下には苦労させることになるが、ただ守っているより気分は明るくなるかもしれない」

「ただ兵士が兵士であるためだけの戦い、ね。本当に明るくなるかしら」

「恨うらまれるよ、絶ぜつ対たいに」ジョスは両手で頬ほおを叩たたいた。一度だけでは足りず、頬が紅あかくかわるまで叩きつづけた。そして、いった。

「だが、今夜はそうである必要がある。それ以外であってはいけないんだ」

　理り解かいと暖あたたかさに満ちた微び笑しようをメイムが浮かべたそのとき、窓まどを殴なぐるようなノックと共に通信隊伝令のハーピィが顔をだした。

「なにか」参謀の顔に戻もどったメイムが威い厳げんと共にたずねる。

「魔法使用規則の違反が発生しました。場所は東ウルガーン町二丁目方面。第２１９サタニアン義ぎ勇ゆう刀兵大隊の担たん当とう正面です」

「規模は」

「ごく少数のようですが──全力を用いております」

「ご苦労、おって指し示じする。配置に戻れ」ジョスの横顔をちらりと見たメイムはうなずいた。伝令が消えると同時に彼へ伝えた。

「第２１９サタニアン義勇刀兵大隊はアルドン・ガスパニ少しよう佐さの部隊よ。ガスパニ少佐は戦いくさ慣なれした指揮官だから……」

「たしか騎襲を受けてるよな？　くそっ、現場が混こん乱らんしてるんだ」ジョスは罵ののしった。ほんの一いつ瞬しゆんだけ考えたあとで、ただちに魔ま法ほう使用を中止させたのち、第２１９サタニアン義勇刀兵大隊を後こう退たいさせるように命じた。総そう軍ぐん司令部にどう報ほう告こくを、というメイムの問いにかれは、

「正直に伝えるしかないさ。しくじりました、ってな」

　と苦々しげに応おうじた。
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　小野寺剛士が顔色をかえることは決して珍めずらしくない。第２１９サタニアン義勇刀兵大隊でおこった魔法使用規き則そくの違い反はんについて報告を受けた瞬間もそうだった。ただし──それまで誰も目にしたことがないようなものだった。



　久ひさしぶりにおもえる贅ぜい沢たくな時間だった。スフィアが手のこんだ御ご飯はんを作ってくれたのだ。本日はなんとイタリア料理である。となれば一発目は食前酒アペリテイーヴオってことになるが、未成年なのでお酒はダメ。甘みを抑えたアップルタイザーで代用。前菜アンテイパストはオマール海え老び……はないので味のよく似にているザマハス海老のサラダ。ミネストローネ・スープが付け加わっているのは剛士が汁しる物もの大好きな人であるからだ。んでもって一皿目の料理プリモ・ビアツトはもちろんパスタでソースは挽ひき肉にくたっぷりのボロネーゼ。二皿目セコンド・ビアツトはミラノ風カツレツ（いや、肉は違ちがうけど）。デドザルーチトエはチョコレート、アーモンド、カカオに加えて挽肉を用いる餃子ぎようざみたいなお菓か子し、ムパナティッギ。はふぅ、と満足したところでダブルのエスプレッソ。あとはまあちょっとげっぷでもして、一時間ばかし寝ねっ転がっていられたら生きていることの意味を納なつ得とくできそう……とおもったその時に、ジョスからの報告が届とどいた。

「すぐにやめさせて……あ、うん、うん、それでいい。お願い」

　ＰＪＳでジョスに直ちよく接せつ確かく認にんした声はいつもどおりだった。姿し勢せいは地下の狭せま苦くるしい感じのお部屋で寝っ転がったまま。あまりにも自然なので、スフィアはカップを下げる手を休めずにいたほどである。

　違いがはっきりしたのはＰＪＳを切ったあとだった。静かな呼こ吸きゆう。料理でふくれ、普ふ段だんよりもぽんぽこりんの度合いを増ましたお腹なかの上下するスピードが徐じよ々じよにあがり、喉のど奥おくでなにかが引っかかったような音が何度か響ひびいて……剛士は跳はねあがるように立った。

　形相が、変わっている。

「なんのために精せい霊れいさんへお願いしてるんだ！」天てん井じように向け、叫さけんだ。「そうならないために、できる限かぎりの準じゆん備びを整えたのに！」

　本当に地じ団だん駄だを踏ふんでいる。両りよう腕うでをふりまわしていた。顔は真っ赤にふくれあがっていた。唐とう突とつに壁を殴なぐりつけた。かなり痛いたかったらしく罵り声を漏もらしたが、殴るのはやめない。呆あつ気けにとられていたスフィアにとめられた時には、関節の皮が剥むけ、血が滲にじんでいた。スフィアの胸むねにもたれかかろうとして慌あわてて踏みとどまり、その場に座すわりこむ。釣つられてスフィアも座りこんでしまった。

「剛士様……」

「考えるだけ考えてるのに。なにもかも準備してるのに」困こん惑わくもあらわなスフィアの声を無む視しして剛士はいった。再ふたたび激げきした顔を浮うかべ、わめく。

「どうしてこういうことが起こる！　だめだよ、だめなんだよ！」

（子こ供ども、だわ）

　スフィアはおもった。まさにそのとおりだ。剛士は子供のようにいまさらいっても意味のないことを口にしていた。

（これが剛士様の……）

　それ以上は考えるのをやめた。それもまた、無意味だと気付いたからだ。いま重要なのはこの場に剛士と自分以外、だれもいないことだとわかったのである。

　甘えているのか。たぶんそうだろう。が、それだけではない。たとえ一人でも、剛士はわめきながら暴あばれたに違いなかった。そうする必要が、

（このひとにはある）

　スフィアにもそれはわかった。つまるところはストレスなのだ。総そう帥すいであることに慣なれ、戦いにも慣れてしまった彼は、人前で自じ儘ままにふるまう自由を失ってしまった。だから、精神のバランスを取り戻もどすためにこの場で暴れている。スフィアならば理り解かいしてくれると信じて。



    

  
    
      「罰ばつせられるのですか」スフィアはたずねた。

「いや、しない。ジョスは違反した部隊を後こう退たいさせて夜まで休養させるつもりだといってた。ぼくも……正しいとおもう」

「信賞必罰が守られねば、組そ織しきの維い持じはできないといいます」

「そりゃそうだけどさ。じゃ、どうしろっての？」

「直接違反した者たちになにか……」

「ああ、それだめ」剛士は首を横に振ふった。「兵隊さんを無む駄だ遣づかいしてる余よ裕ゆうはないよ」

「なにか……困こん難なんな任にん務むを与あたえては、いかがですか？」

「困難な任務？」

「形の上では英えい雄ゆうになります。本人たちでさえ誤ご解かいするかも」

「いや、英雄はいらない。そんなものいてもらっては困こまる。魔ま王おう軍は……そこそこ経けい営えいのうまくいってる工場みたいに動いてくれたほうがいい」

　このあたりの剛士君の発想はどうにもおファンタジア的爽さわやかさにかける。勇気だとか英雄的行こう為いだとか正しさとか、そういった華はなやかなものをさっぱり計算にいれていないからだ。

「兵を必要以上に苦しめまいとする剛士様のお心遣いはわかりますが、それで戦えるのでしょうか」スフィアはいった。「だれもが英雄を崇あがめます。英雄こそが勝利をもたらしてくれるものと信じます。そして、英雄の存そん在ざいに勇気づけられ、戦い続けます」

「つまり、動機ってことでしょ。それなら魔王領りようにはいっぱいある。祖そ国こくを守る。いままでの生活を続けられるようにする。それだけで充じゆう分ぶんだよ」剛士はこたえた。ある意味でとりつく島もない返事だった。

「だいたいさ、英雄って、悲ひ劇げきの中で活かつ躍やくするから英雄なんでしょ？　てことは、指し導どう者しやが悲劇を引き起こしたから──しっかり仕事をしなかったから、ということになるから、国としては恥はずかしい話じゃないか」

（わかるような、わからないような）

　スフィアは混こん乱らんした。小野寺剛士、かつてセントールの戦場に放りだされ、恐きよう怖ふのあまり小便を漏らし、気が小さく、人ひと恋こいしがりで、甘あまえん坊ぼうだった少年はどこにいるのだろうとおもった。いや、剛士はあいかわらず気が小さく、人恋しがりで、甘えん坊なのだが、いまやただそれだけでは説明のつかないなにかに基もとづいて判はん断だんをくだすようになっているのだ。

「だから、だからさ」話しているうちに勢いきおいづいたらしい剛士は、かれにしては珍めずらしいほどの早口で続けた。

「どうせやらなければならないなら、英雄がでないような……悲劇の量を少なくできるような戦争にしなけりゃならない。そうおもう。どういう戦争にするか、もっと根っこの部分まで考えて、みんな、会社へ普ふ通つうの仕事をしにいくのと同じような気分で戦える戦争にしとけばいいとおもう」

「具体的には、どういうことなのですか」

「戦死者があまりでない戦争。市民が死なないで済すむ戦争。できれば、敵てき国こくの市民もちょっとぐらいしか死なない戦争。もっとやれるなら……敵の兵隊さんすらあまり死なない戦争。どうせやらなきゃならないのなら、そういう戦争がいい」

「……ふざけた話に聞こえます。戦いとは恐おそるべきもの、非ひ情じようなものです」

「あ、それはそうだよ」

「話が見えません」

「いやあの、あれ、戦争がひどいことだとか、残ざん酷こくなものだとかいうのは本当にそうで、変えようがないんだ。でもさ、それが何十万とか何百万とか殺すこととはイコールじゃなくすることはできるとおもう」

「夢ゆめ物語ではないですか」

「そうでもないよ。ウルリスのときはうまくいったし。でさ、あれをもっと煮に詰つめていけば、いつかそういう戦争ができるようになるとおもう。もし戦争が避さけられそうになくなったら……ドラゴンと魔導士を組ませて、まずペガサス部隊を叩たたき潰つぶす。同時に王宮と役所も空から壊こわす。もちろん向こうが負けたといわないかぎり、王室とか政せい府ふが逃にげた先を必ず探さがしだして、また、叩く。それでも足りなそうだったら橋と馬車の秣まぐさとかを置いてある駅を壊せばいい。そうするだけで軍隊は動けなくなるし、なにより国内の生活が厳きびしくなって……いいようにやられた王様はなにしてやがんだ、という不満がふきだして戦争どころじゃなくなる。そうなれば向こうが負けたといわなくても戦争は終わりさ。準備さえ整えられたなら、魔王領にはそういう戦争ができる。きっと、地上で戦う必要なんか全然なくなるよ。魔王領は別にブラントラント征せい服ふくを企たくらんでる国じゃないんだから、戦争なんてそういうのでいいはずなんだ。ともかくこれなら敵国の市民も兵隊さんもあまり死ななくてすむよ。もちろん、こっちの方もね」

「どのような戦いについて仰おつしやっているのですか？」

「ぼくがまだ子こ供どものころ、チキュウで戦争みたいなのが起こった」彼女が戸と惑まどっていることに気づいた剛士はいった。

「コソボっていう土地でイロイロとあって、そこに手を出していたユーゴスラヴィアという国をＮＡＴＯっていう国家連合みたいなのが攻こう撃げきした。騎き襲しゆうみたいに、爆ばく撃げきしたんだ」

「悲ひ惨さんなことになったのですか」

「戦争はみんなそうだけど」剛士はうなずいた。「それまでの戦争とは少し違ちがってた。爆撃はしたんだけど、誘ゆう導どう爆ばく弾だんとか使って、一いつ般ぱん市民の被ひ害がいがなるべくでないように気をつけていた」

「では〈メリー・クリスマス〉作戦も……」スフィアはかつて剛士がおこなわせたウルリス攻撃作戦の名を口にした。

「うん。テレビのニュースでコソボって言葉が気になってネットで調べたらいろいろでてきたのを読んだ。だから、おもいだして参考にした」剛士は天てん井じようをみあげ、すこしだけ考えをまとめてからつづけた。

「もちろんなにもかもうまくいったわけじゃないよ。誤ご爆ばく……目標を間違えて攻撃して、市民の死し傷しよう者しやもでていた。そのことが批ひ判はんされたり、問題になったりもした。でもさ、変な戦争だったよ。なにしろＮＡＴＯ軍はたいていの場合、正しい目標にしか爆弾を落とさないし、間違えた時は弱ったり恥ずかしがったりするってわかってたんだ」

「それはつまり……爆撃を受けている側の市民たちが、爆撃してくる敵軍のことを信頼できた、ということですか？」

「そう。むろん自分の国を外国の軍隊に爆撃されて嬉うれしいはずがないけど、自分の家に狙ねらいをつけて爆撃してくることだけはない、ってわかってたんだ。その一方で自分の国の政府は『どうにもならない』とはいえないからウソの多い発表ばかりする……ね、ヘンでしょ？　ウルリスでドラゴンたちに色々やってもらったのは、そういう効こう果かを狙った」

「そのお考え自体は立りつ派ぱなものだとおもいますが、仮かりに、ええと、誤爆で被害がでてしまえば同じではないでしょうか」

「たしかに『誤爆、誤爆、非人道』って楽しそうに騒さわいでたひとたちがいたけど、なんかバカバカしかった。だって戦争だよ？　人が死んであたりまえなんだよ？　なのに、市民がたくさん死ぬのは目標を間違えた時だけなんだ。それがもうおかしい」剛士は言葉をきり、さらに考えたあとでつづけた。

「子供のころから戦争の悲惨さについては色々教わった。太平洋戦争末期、昭和20年（１９４５年）３月10日に東京がアメリカ軍の爆撃を受けたときは、10万人の死者、11万人の負傷者、１００万人の家を失った人たちがでた。川辺ではなく川そのものが市民の──日本人の焼死体で埋うまったことも教わったし、写真も見せられた。その五カ月後には、広ひろ島しまと長なが崎さきっていう街が、どんな魔ま法ほうよりもおそろしい力によって市民と一いつ緒しよに蒸じよう発はつさせられた。戦争とはそういうものだ──学校ではそう教えられたんだ。でも、テレビやネットでみたいまの戦争は違った。コソボみたいなのだった」

　剛士の顔に奇き妙みような笑えみが浮うかんだ。

「ターゲットにされたユーゴスラヴィアの首都ベオグラードでは、川は死体で埋まらなかった。それどころか、“〝恋こい人びとたちが川辺のテラスで寄より添そいワインを楽しみながら市内の目標に向けておこなわれているＮＡＴＯ軍の爆撃に文もん句くをつけられる”〟っていわれてたんだ。実じつ際さいにそうできたかどうかは別として、そう表ひよう現げんしてしまいたくなるぐらい戦争と市民の安全が切り離はなされていた。ウルリスでしようとしたのも、それさ。だいたいうまくいったみたいだから、良かったとおもってる。ユーゴでは爆撃が終わったあと、ＮＡＴＯ軍が憎くて憎くてたまらない、なんて感かん情じようが長続きはしなかったからね。世界は違うけど、家族と生活が大だい丈じよう夫ぶなら、ランバルトの人もきっと同じノリになるとおもう」

「では、セントールやワルキュラから領りよう民みんを疎そ開かいさせたのも……」

「うん。被害をだしたくなかっただけじゃない。必要以上にランバルトを……人族を恨うらませたくなかった。もちろんカッコつけたいからじゃないよ。恨みが強すぎると、いざというとき、冷静な判はん断だんができなくなるから」

　空そら恐おそろしくなった。むろん、スフィアがだ。剛士が以前とは違ってしまったことには気づいていたが、戦争についてここまで考えているとは予想もしなかった。

（剛士様は戦争が正しいか誤あやまっているか、好きか嫌きらいか、利り益えきがでるかでないか、そのすべてを通り越こされてしまった）

　恐ろしく感じて当然だった。いうなれば剛士は『戦争の飼かい慣ならし方』を口にしていた。別の意味でいえば『戦争の、もっとも効こう率りつのいい活用法』といえるかもしれない。本人がそれに気づいているかどうかはともかくとして、そこに示しめされているのは古典的な戦争への対し方とはまったく異ことなる認にん識しきだった。

「ですが」顔がこわばりかけていることを自覚しつつスフィアはいった。「それでは、簡かん単たんに戦争へ訴うつたえるようになりはしませんか」

　剛士は眉まゆを寄せた。困こん惑わくした、というより不思議そうな顔だ。

「でも、それが可か能のうなのは魔王領だけだから。で、魔王領が戦争に訴えるのは領土とか領民とかを守るときだけだから」

　スフィアはようやく気づいた。剛士とは立りつ脚きやく点が違っていたのだ。

　剛士にしても戦争を悪あしきものと考えてはいる。なるべくしないほうがいいものと理解してもいた。

　しかし、戦争を根こん絶ぜつしようなどとは考えてもいない。生きているからには必ず出くわすものだと考えている。

「剛士様は」スフィアは溜ため息いきをつくように言葉を押おしだした。「平和主しゆ義ぎ者しやではないのですね」

「平和がいいのは当たり前だけど、主義っていうのはよくわからない。ていうか、戦いって主義でどうにかなるものなの？　だってさ、地球だと、その主義のおかげで戦争が起こったことが何度もあったよ。あ、宗しゆう教きようでも同じだけど。ともかく、『自分はこうだ』って決めつけてるとろくなことにならない。主義にしろシャレの利きかなすぎる宗教にしろ結局はそういうことでしょ。むしろ戦争が起こるのは、自分にとって絶対に大事なものがあるからなのかもしれない、そうおもえるぐらいに。たとえばさ、彼女を寝ね取とられたとかそういうことがあったとして……その直後なら、相手の男や奪うばわれた彼女だって殺しかねないとはおもう。でも、しばらく経たったあとで、新しい彼女でも趣しゆ味みでも仕事でもいいけど、なにか別のものが見つかったあとだと……話しているうちにおもいだしてちょっと辛つらくなったり悲しくなったりする想おもい出、そうなってしまう。もしかしたら、絶対に大事なことって、その程てい度どのものなのかもしれない」

「平和もそうだと？」

「平和を守るために戦争が起こった例はいっぱいあった。チキュウではね」

「ですが、戦いには相手がいます。相手の考え方が違ちがえば……」

「あちこちの国が魔王領の方ほう針しんを理解するまではたしかに大変かもしれない。でも、こっちから仲を悪くしたいと考えるわけじゃないから。やられたくないなら、喧けん嘩かを売ってこなければいいんだし」

「それは子こ供どもの理り屈くつ──」

「あのさ、スフィア」

「……はい」

「戦争って、どこかで間違うか、他ほかに方法がないとおもいこむから始まるものだとおもうけど──それは絶対に大人の態度じゃないよ」

　スフィアは絶句した。剛士はいつものふにゃふにゃした口調だった。が、その裏うら側がわに、反はん論ろんをおもいとどまらせる重いなにかがへばりついていることに、気づかずにはいられなかった。

「もちろん魔王領の立場ははっきりさせる」スフィアの沈ちん黙もくを振ふり払はらうように剛士はつづけた。「領民が被ひ害がいを受けない限かぎり、絶対にこちらからは仕し掛かけない、とか、まあそういう感じで方針を明らかにする。そうしておけば、その方針自体が魔王領も縛しばる枷かせになるはずだ。いや、実じつ際さいになにか問題が生じたとき、しっかりとその方針を守ってみせたら……ブラントラント中の国は理解するとおもう。好き嫌いじゃないんだ。あいつらはああなんだ、と納なつ得とくしてもらうことが大事なんだ。父さんに聞いたことがある。職しよく場ばで大っ嫌いな上司がいたとしても、家のローンや家族を食べさせるために仕事を辞やめるわけにはいかないときがある。そういうときはどうするかっていえば……ただ仕事をするんだって。大嫌いな上司も仕事の一部だと考える。そう考えてさえいれば、相手がどういう人間なのか理解できるし、仕事もできるし、ローンも払はらえるって。つまりそういうこと。ていうか、大事なのはそれだけなんだとおもう。だってさ、好意を得るために自分をねじまげる奴やつのことなんか誰だれも尊そん敬けいしないんだから。そして、尊敬されていない奴は信しん頼らいもされない。信頼されない奴は……まともな扱あつかいは受けない。国でも同じだよ。前にアーシュラとかと話したんだけど、魔ま王おう領りようを好きになって貰もらうのはそのあとで、別の方法を用いてでもいいとおもう──なにもかも手順なんだ」

　とまどいが募つのり、ついにはなにをいうべきかわからなくなったあげく、スフィアは漏もらした。

「夢ゆめですね」彼女は決めつけた。「ことにいまの戦せん況きようでは。失礼ですが、妄もう想そうだとすらいえるのでは」

　悔くやし紛まぎれに、剛士がどれほど傷きずつくかも考えずに口にした言葉だった。自分でもすぐにそのことに気づき、慌あわてた。彼女をさらに慌てさせたのは剛士の反はん応のうだった。

「そのとおりだよ。だからこそさ」笑っていた。「妄想かもしれないとぼくもおもってる。だからこそ、そこに近づけようとしてる。妄想がさ、ほんのちょっとでも現げん実じつに近づいてくれたらこんなに楽しいことはないから」

　ようやくわかった。

（だからこそ）

　子供のように暴あばれたのだ。魔法使用規則への違い反はんが人前で自分の妄想をけなされたように感じられたに違いない。

　ドアがノックされた。顔をだしたのはアーシュラだった。室内に漂ただよう空気からなにかに気付いたようだったが表ひよう情じようは変えず、いくつかご相談すべき案あん件けんがあります、とだけいった。

　剛士は立ちあがった。そのまま部屋をでようとしたがドアの手前で慌ててふりかえり、ごちそうさま、おいしかったといった。

　かれが部屋を出たあともスフィアは後かたづけを続けた。汚よごれた皿をきれいに重ね、テーブルクロスをたたみ、どうやって洗あらえば一番手間がかからないかを考えた。汚れ物と洗い物を載のせたお盆ぼんを手に立ちあがる。

　そのまま壁かべにたたきつけた。

　うずくまり、声をあげて泣きだした。理由はわからない──いや、わかっていた。彼女はいまこそ小野寺剛士の真しん価かに気付いたのだった。かつて彼女の知らない場所で剛士を好こう敵てき手しゆとみなすシレイラちゃんはこう決めつけた。彼こそは『信ずべき何ものも自分の中に持っていない男』なのだ、と。そう、ある意味でシレイラちゃんは正しかった。自分を信じられないがゆえに剛士は信じられる何ものかを求め、無む条じよう件けんに信じられるものなどどこにも存そん在ざいしないことに気付いてしまった。でなければ戦争についてあのような考え方を抱いだけるはずがない。総そう帥すいであることを求められた彼は必然的に総帥として必要な態たい度どを、思考を身につけてしまった。

（魔王領にとっては、すばらしいこと）

　スフィアはおもった。しかし、自分にとってはまったく別だった。



　ようやく泣きおさめたころ、腰こしにつけた鈴すずがちろちろと鳴った。



　　　　４



　南方都市国家群ぐんにあるヴェ・ヌルナは遅おそい夕ゆう刻こくを迎むかえていた。魔王領とランバルトの単たん独どく交こう渉しように用いられている迎げい賓ひん館かんも赤黒く染そめあげられながら長い陰かげを落としている。

　といってもその周囲はにぎやかだった。迎賓館の警けい護ごにあたる市し警けい備び隊の兵士たちがパイクを突ついた姿し勢せいで一定の間かん隔かくをあけて並ならび、さらにその外側にはブラントラント全土の各社から派は遣けんされた取材陣じんがうろつき、あるいは陣取っている。馬車道を挟はさんだ反対側の歩道には夕刻の散さん策さくをする市民の姿すがたもあった。

「……多すぎるわ」

　迎賓館の魔王領側控ひかえ室の窓まどから街路をのぞきみたクールな面おも立だちのエルフ女じよ性せいがいった。あっちゃんのお母さん──斉さい藤とう元魔王の奥おくさんである斉藤・アリュナ・マカダム・京きよう子こである。

「なにがだい」テーブルで交渉用の資し料りように目を通し直していた斉藤さんが顔をあげた。

「人手よ。こういった街では、日ひ暮ぐれ近くともなれば女は出歩かない。なのに、多すぎる。みな、罪つみのない顔をしているけれど」

「ＣＭＡ本部は“〝身内”〟の各国もエージェントを送りこんでいると伝えてよこしました」大使館から付けられた随ずい員いんという名目でこの場に来ていたＣＭＡ支し局きよく長ちよう、イグス・ホラレウスがいった。この地の人族を無む駄だに刺し激げきしないよう、尖とがった耳の先を内側に折りこんで接せつ着ちやく剤ざいで留とめ、サタニアンらしさを薄うすめている。

「ブラントラント共和条約機き構こうとはいっても、事実上は魔ま王おう領りようを盟めい主しゆとする国家連合にすぎない。その親玉が勝手にランバルトと交渉をはじめたとなれば、心配になって当然だ」ガスガー・ラバドック少しよう将しようがいった。「その点は、人族大だい同どう盟めいとやらも同様だとはおもうが」

「ええ。ランバルト側も各国の密ひそかな動きに神しん経けいを尖とがらせているようです。現在、あちらは事実上国家の中ちゆう枢すうが総出で遠えん征せいにでかけている状じよう態たいですから、戦争については便利が良くても、政せい治じについてはまた異ことなります」

「戦せん況きようは？」斉藤さんがたずねた。ホラレウスは10分ほど前に到とう着ちやくしたばかりだった。本国から届とどけられる最新の情じよう報ほうを解かい読どくしていたのだ。

「ワルキュラは……完全に戦闘地帯コンバツト・ゾーンと化しました。敵は二カ所から市街に攻せめ入っていますが、南なん翼よくの先せん鋒ぽう部隊は東ウルガーン町まで入りこんだようで──お子さんは大だい丈じよう夫ぶですか？」

　斉藤さんとアリュナは一いつ瞬しゆんだけ立場を忘わすれた視し線せんを交まじわらせた。こたえたのはアリュナだった。

「上の子こ供どもたちはワルキュラから離はなれた場所に住んでいる。末の娘むすめは……」そこまでいったアリュナは後を夫に譲ゆずった。

「大魔城じようだ。小野寺君は忙いそがしいから、先せん輩ぱい方にお願いしてきた。ほとんどの元魔王が家族とともに大魔城へ入っているからな、かえって都合が良かった」

　ホラレウスはああ、とうなずいた。他ほかに反はん応のうの示しめしようがない。ただひとつはっきりわかったのは、元魔王たちがこの期ごに及およんでも領民たちを裏うら切ぎるまいとつとめていることだ。正直いってワルキュラへの侵しん攻こうをああもあっさりと許ゆるした小野寺総帥の姿勢には理解しきれないところがあったが、どうでもよくなってしまった。すべての元魔王たちが、無数の魔族たちから愛され続けてきた人々が小野寺総帥への信しん頼らいを自分と家族の命でもって示したとわかったからだ。

「ランバルトがなにを持ち出してくるか、想そう像ぞうはつきまして？」振ふり払はらうように髪かみをかきあげたアリュナはラバドックにたずねた。

「講和条件の緩かん和わでしょう。どれほど準じゆん備びを整えたにしても市街戦は軍隊にとっての悪あく夢むです。ランバルトのような戦せん術じゆつをとっている場合はことに。ワルキュラを灰かい燼じんに帰することは不ふ可か能のうではないでしょうし、大魔城を包囲し、城下の盟を誓ちかわせることもできなくはない──向こうはそう考えている。そして、その際さいに生じる損そん害がいの大きさを恐おそれています」

「わたしが関かかわっていた時代とは軍もすっかり変わってしまったものね」

「自分も御同様で。元陛へい下かを前にこういうことを申しあげるのは不ふ敬けいにあたるかもしれませんが、総そう帥すい閣かつ下かこそが魔族に最大の変化をもたらされつつあるのかもしれません。それが良いのか悪いのか、わかりませんが」

「変化には良いも悪いもないよ」斉藤さんは苦笑いを浮うかべた。「変わらねばならないから、変わってしまう。変わるべきだから変わるのはごく限かぎられた場合だけだ」

「つまり、意い志しではなく自然現げん象しようのようなものだと」

「押おしとどめようとしてどうにかなるものではないからね。そのなかで可能な限りあたふたし、あとは悲ひ劇げきを招まねかないように祈いのる。それぐらいだよ、できるのは」

　再び窓の外を見ていたアリュナがいった。

「ランバルト大使館の馬車だわ」

「サンバーノ老はもう来ているだろう」

「急使かも」

「確かく認にんします」ホラレウスが立ちあがりかけた。

　強きよう烈れつなきらめきが生じたのはその瞬間だった。

　目が眩くらむほど強い精せい霊れい光が迎げい賓ひん館かんの中央部で生じた。その直後、ふくれあがる光球に押しつぶされるようにして中央部が崩ほう壊かいした。

　奇き怪かいな爆ばく発はつだった。精霊爆発であることは疑うたがいもなかったが、力が外にではなく内を向いているように見えた。砕くだかれた破は片へんは周囲に飛び散らず、内側に向けて落ちこんでいく。

　爆発と同時に斉藤さんたちも床ゆかに打ち倒たおされた。昔とった杵きね柄づか、とでもいうべきだろうか、アリュナは即そく座ざに夫へ駆かけより、ひしと抱だきついた。斉藤さんは両りよう腕うでをまわして彼女の頭と背せを守る。

　部屋が歪ゆがみ、一いつ斉せいに窓まどが割われた。ドアも吹ふき飛ぶ。正方形に近い控ひかえ室が中央へひきずられるように歪み、中央側の壁かべが轟ごう音おんとともに引きはがされた。だれもが死を覚かく悟ごした。

　が……それきりだった。唐とう突とつに光球は消え去った。周囲には自分がなぜここにいるかわからぬかのようにふらふらと飛び回る精霊さんたちがいるだけ。光球が吸すいこんでしまったためだろう、大きな破は壊かいの直後だというのに埃ほこりも立っていない。

　斉藤さんはアリュナと共に顔をあげた。お互たがいに無む傷きずであることを知りこわばった笑え顔がおを交わしあう。

　他の二人も無事だった。ラバドックはすでに破壊の状じよう況きようを目で追い、原げん因いんをさだめようとしはじめていた。ホラレウスは『防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを詠えい唱しようするヒマもないなんて！』と罵ののしりながら周囲の精霊さんたちになにをしたのかたずねはじめている。いずれも、素す早ばやい、見事な対たい応おうだ。

　斉藤さんの表ひよう情じようは重かった。どれほど調べても原因はわからないような気がしたからだった。この建物には強力な魔ま導どう防御が施ほどこされていたはずだった。なのに、奇怪な精霊爆発は起こったのだ。

　吹き飛んだ壁のあった場所から外を見た。

　迎賓館の中央部は完全に消え去っていた。自分とちょうど同じ高さ、建物の反対側に、やはり壁を引きはがされた控え室が見えた。恰かつ幅ぷくの良い老人が威い厳げんとともに立ち、こちらを見ている。サンバーノだった。斉藤さんが軽くうなずくと重々しくうなずき返してきた。

（希望はあるということか）

　斉藤さんはおもった。いまの応対からサンバーノも自分と同じ疑いを抱いだいていることが察せられたからだ。

　問題は、その事実を知る者、信じる者があまりにもすくないことであり、爆発の瞬間をあまりにも多くの報ほう道どう関係者と各国情報関係者が目もく撃げきしていたことだった。

　かれらが様々な憶おく測そくを垂たれ流すだろうことは疑いもない。そしてその内ない容ようは、矛む盾じゆんしきったものであることもはっきりしていた。全面戦争へと突入した二大国の交こう渉しようの場で生じた奇怪な精霊爆発。だれもが犯はん人にんについて迷まようはずだった。個こ別べつの魔法威い力りよくそのものはランバルトの白魔法が優すぐれているが、魔法研究とその運用術は黒魔法を用いる魔王領りようが優ゆう位いに立っている。そして爆発は、白魔法と黒魔法、そのどちらが優位に立つのか判はん断だんに苦しむ夕ゆう刻こくに──逢おう魔まが時といってもよい時刻に起こった。

「迷うわね」アリュナがいった。時たま彼女には読心能力があるのではないかとおもうことが斉藤さんにはあった。いや、実際は女じよ性せいの鋭するどさ、エルフの鋭さ、かつてアイスハート・アリュナと呼よばれた彼女自身の冷静な分ぶん析せき能力がかけあわされたものだとわかっている。自分はともかく、彼女までが政せい治じや軍事の中ちゆう枢すうから離はなれたことは魔王領にとって大きな損失ではないか、と常つね日ひ頃ごろから惜おしんでいるほどだ。

「どちらに転ぶとおもう？」全ぜん幅ぷくの信しん頼らいとともに斉藤さんはたずねた。

「大だい混こん乱らん」アリュナはこたえた。「誰だれもが魔王領とランバルトを半分ずつ疑うでしょう。そして自分の立っている地面に地割れが生じたような気分になる。あとは戦況次し第だいね。交渉は……どうするの？」

「続けるさ、もちろん。だが、これまでのような形は無理だろう。ヴェ・ヌルナの街で続けられるかどうかもあやしい。市し政せい庁ちようも青ざめているだろうからね。となると、今度はどこで顔をあわせるのだ、という問題が生じる……」

　はっとした。そうだったのかとおもった。それこそが狙ねらいに違いない。自分もサンバーノも相手や自国がやったのではないとわかっている。おそらくはお互たがいが密ひそかに恐おそれてきた超ちよう越えつ者しやの手先がやったものだと気付いている。

　それでもかまわないのだ。

　この爆発によってブラントラント各国は交渉を失敗したものと受け取るからである。そして交渉の開かい催さい地ちを引き受けそうな場所は簡かん単たんには見つからない。自分もサンバーノも、国に戻もどったあとで共通する認にん識しきについて、戦況の変化にあわせた素早さで連れん絡らくをとりあうこともできなくなる。かくして戦争は続く。ランバルトはシレイラ摂せつ政しようの宮みやによる究極の一望直感把握クー・ドウーイユに基もとづいて、魔王領は小野寺総そう帥すいによる国民総動員ルヴエ・アン・マス体制のもとですべてを加速させながら。

　絶ぜつ望ぼうとはこんな気分なのかもしれない、と斉藤さんはおもった。サンバーノもたぶん同じ気持ちだろう。脱だつ力りよく感がのしかかってきた──眉まゆをあげ、辺りをみまわした。

「どうなさったの」アリュナがたずねた。

「鈴すずの音がきこえた気がした」



　　　　５



「いやいやなんか久ひさしぶりな気がするなぁー」太平楽な声がセントール街かい道どうを進む馬車から響ひびいた。

　普ふ通つうの馬車ではない。金きん箔ぱくだのなんだのをはりつけた彫ちよう刻こくなんかがごてごてと施されている貴き人じん専せん用ようの馬車である。もちろんシレイラちゃんが兵たちの前で馬車になど乗るはずがないから、声の主がだれかは決まっていた。ただいま全ブラントラントにおいてもっともヒマな人選手権けん第一位の地位を争っている囚とらわれの魔王陛へい下か、田た中なか和かず夫おさんであった。胸むねに『島●●子支し持じ』と描かかれたよれよれのトレーナーを着て、なんだかご機き嫌げんである。しばらくぶりに外にでたオタは日光を浴びると灰はいになるというが、どうやら田中さんは例外らしかった。



    

  
    
      「あ、あのお兄ちゃん」傍かたわらにちんまりと腰こし掛かけていた特とく殊しゆメイドさん軍ぐん団だんのリーダー、イリシャがぽゆぽゆのお顔にふんわりと描かれた眉をちょっとだけ寄よせて囁ささやいた。

「あんまり大きな声はださないほうが……まわり、兵隊さんばっかりですし」

「あ、うん？」田中さん、なにを間ま違ちがえたのかよれよれの顔をして歩いていたパイク兵に手を振ふった。相手の反はん応のうを目にして首をひねる。

「おっかしいなぁ、ちゃんと挨あい拶さつしてるのにどうしてにらみつけてくるんだろう？　疲つかれてるのかな？」

「……なんで疲れてるのか、わかってます？」そういったのはやはり特殊メイドさんであるジュラだ。やはりちっちゃくてぷにぷにぽゆぽゆだが、イリシャとは微び妙みように方向性が違うところが（特にお尻しりの辺りが）なんというかその、そういう感じだ。

　芳ほう醇じゆんなる日本語表ひよう現げんへの努力を放ほう棄きしたようなメイドさん描びよう写しやはともかく、田中さんである。目を丸くしていた。

「えーと、だから、何日も歩いてるからだろ？」

「なんで歩いてるのか、ってことですよぉ」

「戦争」

「どこの国とですか」

「魔ま王おう領りよう」

「で、お兄ちゃんのお立場は？」

「同人……」

「じゃなくてぇ！　その前にあるじゃないですか！」

「あ、そういえば魔王だった」

「魔王領と戦争する兵隊さんがどうして魔王陛下に愛あい想そ良くできるんですか？」

「……ああ！」田中さんはぽん、と手を叩たたいてうなずいた。「そーかー最近すっかりそういうの忘わすれてたから」

　イリシャとジュラが揃そろって頭を抱かかえたのはいうまでもない。



「なんとかなんないの、アレ」

　お見事な白馬にまたがられたシレイラちゃんは背はい後ごからきこえてくる暢のん気き、いや、不ふ謹きん慎しんな会話に額ひたいを押さえていた。

「と申されましても」くすりと笑ってゴローズは応おうじた。傍らを栗くり毛げで進むマヤ・ウラムは懸けん命めいに笑いをこらえている。

「ったく、あんなのが第二次セントール会戦では一世一代の大おお見み得えを切ったなんて、信じられない」

「人は役やく割わりに従したがう生き物ですから」

「あんたも、あたしもね」

　ふん、と鼻息を荒あらくしたところで騎き馬ばの伝令がやってきた。ゴローズが受け取り、シレイラちゃんに伝えた。

「……ということだそうですが」

「ぬふ」シレイラちゃんは満面の笑えみを浮うかべた。「ぬふふ」

「……」

「いい、宿しゆく営えい地ちではタナカの隣となりにするのよ！　ていうかアタシの天てん幕まくの側そばにしてね、二人とも。じっくり見物してやるんだから」

「そんなことのために呼よばれたんですか？」

「なわけないじゃない！　気分転てん換かんだってしたいのよ！　明日からハンパじゃないんだから、よけいにね！」



　というわけで夜である。シレイラちゃんの本ほん陣じんはワルキュラ郊外まで歩いて半日の位置にある街道脇わきの丘で宿営していた。行軍に疲れ果てた兵たちは周囲の平地にテントを張はり、食事と共に配給された酒をあおるなり眠ねむってしまった。おそらく、衛えい兵へい以外はほとんど眠っているはずだ。

　食事を済すませたシレイラちゃんもやはりお疲れであった。そうでありながら地位に伴ともなう特とつ権けんであるお風ふ呂ろを済ませ、即そく座ざに舞ぶ踏とう会かいへでられるほどに身だしなみを整えられたのはさすがであった。人じん格かくがムチャクチャであってもこういうところにお育ちの違いがでる。

　女官たちをさがらせたあと、そっと細身の剣けんだけを身につけると、灯あかりを消し、衛兵のいる正面ではなく裏うら側がわから天幕の裾すそをめくって外にでた。足音を忍しのばせて近くにある田中さんの天幕に近づく。シレイラちゃんのそれに匹ひつ敵てきする大天幕だ。捕ほ虜りよとはいえ魔王だから……というだけでなく、特とく殊しゆメイドさんを引き連れてきているのだから当然である。ちなみにそこで田中さんがなにをしているのか、彼女はすでに報ほう告こくを受けていた。あいかわらず特殊すぎる原げん稿こうの執しつ筆ぴつにいそしんでおられるのであった。

　が……。

「いやあの、ちょっとそういうのは、いやはははは」

　裏返った声が大天幕の中から響ひびく。吹ふきだしそうになったシレイラちゃんは採さい光こう用の窓まど（といっていいのかどうかよくわからないが）から中をのぞきこんだ。



　田中さんは固まっていた。いや、特殊メイドさんたちも同じである。原げん因いんはかれらが今日はじめて出会った人物である。

　女じよ性せいであった。20代後半らしいが、肌はだは少女のようになめらかだ。スタイルも悪くない。身につけている旅行用ドレスの生き地じも高級品である。んが、デザインがどことなく野や暮ぼったい。おまけに色はただのグレイであった。

　顔立ちは……表ひよう現げんが難むずかしい。

　はっきりいって悪くない。美人だといいたくなる。

　しかし、何かがおかしい。フェロモンが変な方面にあふれている感じなのだ。きらきらしているエメラルド色の瞳ひとみだって、その“〝きらきら”〟がなにか違ちがう。素す敵てきなブロンドだというのに、いったいどんな秘ひめられたる欲よく望ぼうのあらわれなのだ、といいたいほどの髪かみ型がたになってしまっているのもアレだ。



    

  
    
      　ちなみに彼女のお名前はノーリャ・マレル。そうなのであった。あの美しくも雄お々おしいフィラ殿でん下かのすぐ上のねーちゃんである。つまりコレバーンの第二王女様なのだ。

「でも！　でも！」甲かん高だかく裏返った声で彼女は応じた。「こうして、こうして初めてお会いできたのですもの、タナカ先生に！」

「せ、せんせい……うっ」なんだか嬉うれしそうに胸むねを押さえながらも田中さんは耐たえた。「だからといってその、ね？　いきなりその、一いつ緒しよに暮くらしましょうってのはその」

「運命です！」ノーリャは断だん言げんした。「わたしたちの出会いは前世から定められていました」

「ぜ、前世ぇ？」田中さんは青ざめた。

「はい。わたくしが古代王国ゴザハバラのドコズダン王女、タナカ先生は流る浪ろうの騎き士しズンダバステイン卿きようとして出会ったそのときから！　前世では身分の違いから悲ひ恋れんに終わりましたが、今回は問題ありません！　なにしろ先生は魔ま王おう陛へい下かでもいらっしゃいます！　そしてわたくしはまたも王女！　ああ、受信します！　運命を受信します！」

「じゅ、受信？」

　田中さんは茫ぼう然ぜんとしてつぶやいた。だれもが知るとおり彼の本ほん質しつはぷにぷにでぽゆぽゆでちっちゃくなければいけないのであるが、なんだか色々あった末にいくらかの余よ裕ゆうが生じている。魔王領りようでもなければ女性はいつまでもぷにぷにぽゆぽゆではいられないという真実をおもいだしたからである。だから、ノーリャ姫ひめがどちらかといえばナイスバディ系けいであっても迫せまられて悪い気はしない……はずだ。なのに、いまの田中さんはなぜだか青ざめている。

「ああ、ですからどうか先生！　今こん生じようこそ運命を成じよう就じゆさせましょう！」

「う、運命って。それにいやあの、ぼくにはいろいろあって」

「かまいません！　前世からのつながりを持っているのはわたくしだけですもの！　他の方がいらしても気にいたしません！　わたくし、お送りいただいた先生の著ちよ作さくを目にいたしましたとき……」

「いやだからノーリャさんが読んだのはフェラールさんの本で」

「フェラール先生は確たしかに天才です！　でも、前世ではドコズダン王女の親友だったメガザイア王国のヂェマミフイア姫であられた……どれほど親しくしていても、女同士で結けつ婚こんはできません。それにわたくしが愛を受信したのはタナカ先生だけ！」

「この反はん応のう、リ、本物リアルタイプだというのか！」

　どことなく某ぼうアニメ風のセリフを口にした田中さんは助けを求めるようにメイドさん軍ぐん団だんをみまわした。ダメだ。みんな凍こおりついたまま身動きもできない。

　そうなのである。フィラ殿下がかつて漏もらされていたように、ノーリャ殿下はもともとそういう傾けい向こうの人だったのだが、田中さんが販はん売ばい……じゃなくて頒はん布ぷした同どう人じん誌しを目にするうち、さらに進化あそばされたのであった。彼女にしか受信できない電波でもって運命を直感され、まあいろいろと脳のう内ない脚きやく本ほんに手を入れたあげく、いまここに出現されたのだ。そういう方にふさわしく、頭の中ではウェディングマーチよりもはるか先に……おそらく来世までストーリーが決定された状じよう態たいで、である。田中さん、紛まぎれもなく生しよう涯がい最大のピンチであった。オタの力など本物の電波さんに及およぶべくもないのだ。その電波さんの属ぞく性せいがオタ界の最さい左さ翼よくをなす『この世のすべては責せめと受けしかないし』グループに属しているとあってはなおさらである。腐ふ女じよ子しでも見た目がよけりゃ彼氏持ち、という痛つう切せつなる格言があるけれど、電波ちゃんの場合、こうやって彼氏を手に入れるのかもしれない。



　窓まどからそれを眺ながめていたシレイラちゃんは……むろん、口を押おさえて肩かたを震ふるわせている。

（うひっ、うけけけっ、やってるやってるぅ）

　ノーリャ王女まで戦場に呼よびつけた本当の理由は、彼女を囚とらわれの兄王フェラール三世の嫁よめ候こう補ほとして考えており、そういった立場の女性が参加していたほうが政せい治じ的な裏うら付づけが強まると判はん断だんしていたからである。ノーリャ王女の属性について情じよう報ほうは得ていたが、気にもしていなかった。どのみちフェラール兄ちゃんはモーホーであり、女性とは無理だからだ。それどころか、

（どうせ仮か面めん夫ふう婦ふなんだから、せめて共通の話題ぐらいないと。ああ、アタシってなんて気の利きく妹なんだろ）

　ということで、むしろベターな選せん択たくだと考えていたぐらいである。

　ちなみに実は彼女が田中さんにアレであるという情報も掴つかんでいたが、それも問題だとは考えていない。以下にノーリャ王女が電波パワーで押し切ろうと、田中さんの属性からいって無理であるとわかっていたからだ。だからこそ、安心してノーリャ王女を田中さんいじめのためにも呼んだのである。

　大天てん幕まく内ではあいかわらずかみ合わない会話が続いていた。

「あ、いやあのねノーリャさん、だからちょっとね」

「あああ！」

「ど、どうしたんですか？」

「また受信いたしました！　なにがあろうとタナカ先生のおそばを離はなれてはならないとゴザハバラ大神官ゲモリガス様が１万と２０００年前に発せられたメッセージを！」

「た、頼たのむから、もう受信しないでぇぇ！」

　シレイラちゃんはまたも笑いをこらえた。しかし、気分は先ほどにくらべ、複ふく雑ざつなものになっている。なんとなくバカバカしくなった……というより、なんだか寂さびしくなってきたのだった。なにをどう受け取ればそうなるのかわからないが、田中さんとノーリャ王女のやりとりがうらやましくなっていた。魔王の身でありながらたちどころに友人を作ってしまう（いや、今回は微び妙みようだが）タナカにくらべ、アタシはどうなのよ、とおもい、さらにその他にも色々と考えてしまったのだった。
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　大だい魔ま城じようの総そう帥すい戦せん略りやく指し導どう室しつには重苦しい空気がよどんでいた。セシエ・ハイムとフィラ・マレルが気分を変えようと何度か冗じよう談だんを口にしたが、それでも吹ふき払はらえなかった。

　ま、当然といえば当然なのだ。いまやワルキュラは戦場であり、この部屋に集まった者たちは事態をそのように展てん開かいさせた責せき任にんをなんらかの形で負っている。人が本当にユーモアを備そなえているかどうかはこのような場合にこそ明らかになるのだが、トップの剛士君が無む意い識しきのうちに痙けい攣れんを起こすこめかみを指先で懸けん命めいに隠かくしつつもう一方の手で頬ほおの傷きず跡あとを撫なでているのだから、他の者たちの気分は推おして知るべしである。アーシュラちゃんは天下無む敵てきの生き真ま面じ目めさだし、セシエも本音の部分では剛士君への忠ちゆう誠せい心しんと愛情のカタマリのようなお姉さんになってしまったし、フィラに至いたっては崇あがめたくなるほど立派なお姫ひめ様さまたる部分を当然のように備えている。となれば頼たのみの綱つなはありとあらゆる部分で経けい験けん豊ほう富ふな玉たま藻もだけだが、その彼女は剛士から与あたえられた任にん務むを果たすために大魔城を離れている。というわけで、明るくも気楽にもなれないのだった。

「魔法使用規則の違い反はんは東ウルガーン二丁目に布ふ陣じんしていた第２１９サタニアン義ぎ勇ゆう刀兵大隊第２中隊で生じました」壁かべに取り付けられた精せい霊れい式しきＧＴＳの脇わきに立ったアーシュラが報告していた。剛士の戦略方ほう針しんに基もとづいて達せられていたマジックス・タイトが破やぶられた件けんについて、正式な報告があがってきたのである。

「戦せん況きようの再さい現げん図ずをだします」

　彼女がお願いすると、精霊さんが荒こう廃はいしつつある東ウルガーン二丁目の地図をつくりあげる。迫せまり来るランバルト軍が大きな赤い三角形の横列、迎むかえ撃うつサタニアンたちは小さな青い三角形であらわされていた。

「ジョス・グレナム少しよう将しようは閣下の方針に基づいた柔じゆう軟なんな防ぼう御ぎよ戦せん術じゆつをとっており、第２１９サタニアン義勇刀兵大隊にもそれは徹てつ底ていされておりました」

　赤い三角形が前進を始める。画面の隅すみに時間の経けい過かを表ひよう示じするカウンターがでた。

「接せつ触しよく後ご、即そく座ざに、第２中隊……より正せい確かくには第２中隊第３小隊はボウガンによる防御射しや撃げきを開始しております」

「小隊にしてはアーバレスト銃じゆう座ざの数が多くないか」フィラがいった。「確たしかにランバルト軍は優ゆう位いにあったようだが……これだけアーバレストがありながら魔法まで使ったというのは理り解かいできん」

「銃座じゃないわよ、アレ」セシエが教えた。「▲ひとつが一人」

「……たったの６人だったというのか？　何の支し援えんもなしに」フィラは絶ぜつ句くした。

「第２中隊は不意を衝ついた騎き襲しゆうによって大だい損そん害がいを被こうむっていました」アーシュラがつけくわえた。

　そのあいだもディスプレイ上の戦せん闘とう再現は状じよう況きようが進み、ランバルト軍の一いつ斉せい弓射がはじまった。青い三角形のつくりあげる不ふ揃ぞろいな列に向け、無数の線がのびている。すぐに画面が白く変わるほどの密みつ度どに達した。

「事実上、この時点で単たん独どくでの抗こう戦せんは不ふ可か能のうになりました」

　赤い三角形の横列がさらに進む。縮しゆく尺しやくから、青い三角形まで10メートルほどしかない、とおもわれる間合いで、魔法の使用を示しめす六ろく芒ぼう星せいのシンボルが表ひよう示じされた。赤い三角形の横列が乱みだれはじめ、一部が向きを変えてさがっていく。やがて、すべてが後こう退たいに移うつった。

「……これを罪つみに問うというのか、我わが君」フィラはたずねた。「敵が防御魔法の使用すら控ひかえていたためではあるが、寡か兵へいをもってよく防ふせいだと激げき賞しようすべき事例としかおもえんぞ。ＰＪＳは敵の戦せん域いき全ぜん般ぱんに対する妨ぼう害がいでつながらなかったのだろう？　孤こ立りつした状況でここまで戦えるというのは……まさに魔族の誉ほまれだ」

「……ですが、マジックス・タイトには違反しています」アーシュラがいった。「命令違反には、厳げん罰ばつでもって臨のぞまねばなりません。でなければ軍の統とう率そつを維い持じできなくなります」

　剛士も頭が痛いたかった。

　確かに大したものなのだ。ここまでして戦ってくれる兵隊さんがいることを知るだけで泣きたくなってくるほどだった。しかしその行動が戦略に悪あく影えい響きようを与えたことも事実である。処罰は絶ぜつ対たいに必要だった。が、甘あまくしては命令無む視しが横行することになり、厳きびしくしすぎては士気がさがる。少なくとも、小野寺剛士の最高指し揮き官としての姿し勢せいがはっきりと伝わり、それによって無用の反感を買われない内ない容ようでなければならなかった。平時ならばこういう問題は常じよう設せつ軍法会議で裁さばかれるのだが、ワルキュラ総軍の担たん当とう戦域で戦闘中に発生した事件であり、戦時に置かれる臨りん時じ軍法会議をわざわざ開いている余よ裕ゆうもないため、ワルキュラ総軍司令官としての権けん限げんであっさりと片かたづけてしまわねばならない。

　しばらく考えた末、これしかないとおもった。

「魔法を使うように命じた指揮官は、だれ？」

「クルスト・ガーラ兵長。といっても野戦昇進で、今朝までは二等兵でした。志し願がん兵で、この戦いがはじめての実戦です。サタニアンでいえば子こ供どものような年ねん齢れいでもあります。おそらく、教育も不足していたでしょう」

　一いつ瞬しゆんだけ天てん井じようをみあげたあと、剛士はいった。

「じゃあ、ガーラ二等兵を少しよう尉いに昇しよう進しんさせる」

「そ、それでは──」

「……そのあと階級をすぐ軍ぐん曹そうへ落とす」

　ははぁ、という顔をフィラが浮うかべた。セシエも微笑ほほえむ。反はん論ろんしかけたアーシュラも片かた方ほうの眉まゆだけをあげ、軽く下した唇くちびるを噛かんだ。

　二等兵がいきなり将しよう校こうへ任にんじられるのはとんでもない昇進だ。つまり、戦いぶりを大いに褒ほめられていることになる。

　同時に、少尉から軍曹へ──将校から下士官へ階級を落とされるのは厳しい処しよ罰ばつだ。命令違反に厳罰でのぞむという剛士の姿勢はだれの目にも明らかになる。

　最後に、それでもなおガーラは軍曹へ一挙に昇進したことになる。兵士の最さい下か層そうである二等兵からみれば、これだけでも神様の次に偉えらい地位といっていい。つまり、彼と、この事じ件けんを知って注目していた者たちの戦意は保たもたれることになる。

　ガーラの問題を片づけたあとは、かれの魔ま法ほう使用がもたらした影響についての検けん討とうだった。

「ジョス・グレナムは報ほう告こくをうけると即そく座ざに第２１９サタニアン義勇刀兵大隊そのものの前線離り脱だつを命じました。かわって第21イミール剣けん兵ぺい大隊が投入されましたが、位置はさらに下がって、天てん龍りゆう銀ぎん座ざ五丁目の東とう端たん近くです」

　アーシュラが説明しつつ図を示した。なぜ後退した位置に新たな部隊を布ふ陣じんさせたのか、いうまでもない。強力すぎる抵てい抗こうによって敵てきのワルキュラ攻こう撃げきが慎しん重ちようさを増ましては困こまるからだ。損そん害がいは被こうむったものの、負けはしなかった──そう受け取るようにしむけたわけである。もっとも、そのおかげで戦闘はいよいよワルキュラの中ちゆう枢すうを舞ぶ台たいにすることとなった。捨てるべき土地がなくなろうとしているのだ。

「これまでのところランバルト軍が方針を切り替かえた兆ちよう候こうは見あたりません。あくまでも戦術レベルの問題として処理したものとおもわれます」

　不安はあったが、他に判はん断だんすべき材料がないらしい。ここは消極的に納なつ得とくしておくしかなかった。

「シレイラ摂せつ政しようの宮みや本軍の動きは？」フィラがたずねた。

　画が像ぞうがセントール西部と魔王領東部を中心としたものに切り替わる。セントール街かい道どう沿ぞいに大きな矢印が描えがかれた。よくみると、じりじりと前に進んでいる。

「本軍先せん鋒ぽう部隊は明日中にはワルキュラの戦闘へ加入するでしょう。本軍すべての到とう着ちやくはそれから四日ほど必要になるはずです」

　と、シレイラ軍を示す矢印からワルキュラの南北に向け、矢印がのびはじめた。まだそれほど距きよ離りは稼かせいでいないが、明らかに別働隊である。

「南北からワルキュラを攻せめるつもりか──いや、違ちがうな」つぶやいたフィラがトロル道からのびている矢印の先端に注目し、眉まゆを寄よせた。

「攻こう撃げきではない。遊軍か。いや、それだけではない。まさか、ドザール軍、カディウス軍の一部と連れん携けいして……」

「そう考えるべきよね」頬ほおづえをついたセシエがあっさりと同意した。「ワルキュラに対する戦せん略りやく的二重包囲。なんかもう、さすがって感じ」

「ワルキュラ南北へ旋せん回かいする部隊の指揮官は？」

「南部は不明ですが、北部はイーサン・ウランコール男だん爵しやくです」アーシュラが教えた。

「先にいっとくけど、騎き兵へいとかが主力よ。ま、そういうことよね。都市攻略に騎士や騎兵なんて使いようがないし」セシエがつけくわえた。

「どれぐらいで……面めん倒どうなことになるかな」ようやく剛士がたずねた。

「面倒といえばすでに充じゆう分ぶんに面倒ですが」アーシュラは一瞬の微び笑しようを浮かべた。「最長で六日、最短で四日で別働隊のいずれかがワルキュラ後方の兵へい站たん線を妨ぼう害がいしうる位置を占しめるとおもわれます」

　剛士の表ひよう情じようはこわばった。こめかみの痙けい攣れんが激はげしくなる。あわてて指で押さえた。今度は頬の傷きず跡あとのひきつりが気になったので指先でのばすように撫なでる。しばらくして、大きく息を吸すいこんだ。

　このためにやってきたんじゃないかとおもった。ありとあらゆる可か能のう性せいを考え、こうするのが一番いいとおもった。だからそういう作戦にした。でも、今日みたいに事前の準じゆん備びだけではどうにもならない問題が生じるかも。今日はたった６人のミスだったけれど、明日は60人、あさっては６００人が備そなえようのないミスを犯おかすかも。そうしたらどうなる？

　怖こわかった。自分はどうしてこんなことを考えついてしまったのだろうとおもった。一度瞼まぶたを閉とじ、何度か深しん呼こ吸きゆうをしたあとで開けば……教室で居い眠ねむりしていただけだとわかるかもしれないとおもった。やってみた。案ずるように見つめる異い世せ界かいの美女たちの姿すがたはしっかりとそこにあった。教室こそが、天あま抜ぬけこそが夢ゆめなのかもしれないとおもった。

　魔王領総そう帥すい、小野寺剛士は命じた。

「ゴブリン総軍、トロル総軍の司令部と一いつ緒しよに話したい。準備して」

　準備には５分もかからなかった。

「総帥閣かつ下か、回線確かく立りつしました。映えい像ぞうでます」別室から顔をだした婦人魔法軍団ＷＭＣのオペレーターが蛇へびのような舌したをちろちろさせながら報告した。

「うん、ありがとう」

　それまで魔王領の国旗が表ひよう示じされていた壁へき面めんの精せい霊れい式しきＧＴＳ、その画面が左右に分ぶん割かつされ、一いつ瞬しゆんだけ乱みだれたあと、見み慣なれた者たちの姿を映うつしだした。左がアイパッチも頼たのもしげな隻せき眼がんのゴブリン、ガズ・クォルン。陸戦総そう監かんの地位にあるが、現げん在ざいは魔王領の北部を守るゴブリン総軍を剛士から預あずけられている。

　となれば右側はむろん赤ら顔のトロル、ブーラーン中ちゆう将じようだ。魔王領の南部を守るトロル総軍の司令官に任にんじられている。

「こんばんは」剛士はちょこんと頭をさげた。クォルンとブーラーンはそれぞれの顔立ちに似に合あった笑え顔がおを浮うかべ、かれらの知るもっとも気苦労の多い独どく裁さい者しやっぽい少年に挨あい拶さつした。「報告は読んでるけど、大だい丈じよう夫ぶかな」剛士はたずねた。気分とは裏うら腹はらに緊きん張ちようはあらわれていない──どころか、むしろ気楽なようにすら見えた。が、クォルンもブーラーンも誤ご解かいはしない。こめかみと傷跡から離はなれた魔王領総帥の小さな手は椅い子すをしっかりと握にぎりしめていたのだ。

「わが軍についてはいかようにでも」まずクォルンが応じた。「人族大だい同どう盟めい混こん成せい軍──ドザール軍は戦せん術じゆつ的能力においてあきらかにランバルト軍に劣おとっておりますからな。そうでありながら行動が活発なのは、パライソからの兵站支援が厚あついためです。ともかく、防ぼう戦せんの継けい続ぞくに問題はありません」

「カディウスはさすがランバルトの大将軍です」うえっぷ、とげっぷをしたあとでブーラーンがいった。「ともかく軍勢を機き敏びんに運動させます。ことに先せん鋒ぽう部隊の行動は冒ぼう険けん的なほどで、正直、手を焼いています」

「計画どおりにはじめられる？」剛士はブーラーンにたずねた。こめかみが微かすかに痙攣したが、もう手で隠かくそうとはしなかった。

「可能です。閣下の手配してくださった予備兵力はまだワルキュラ寄りの位置にいますからおもに先鋒部隊への対たい処しよにあて、わが主力でもってカディウス軍主力へ反はん撃げきします」

「悪いけど、ドラゴンはこれ以上送れないんだ。それでも大丈夫？　作戦そのものは全部任まかせるけど……」

「閣下の真ま似ねをしますよ」ブーラーンは笑った。「集中して運用します。効こう果かは期待できるはずです。ともかく、トロル総軍としては決戦のつもりで事にあたります」

「うん」剛士はうなずき、それだけでは足りないような気がしてもう一度うなずいた。「うん、うん」

「閣下……では、よろしいですか」それまで傍かたわらで控ひかえていたアーシュラがたずねた。

「あ、えーと」

　左側の画面で動きが生じた。クォルンの腕うでに小さな手がのび、ぴょんと小こ柄がらな女の子が飛び乗る。魔王親しん衛えい隊准じゆん将しようの制せい服ふくを身につけたサタニアン、リアだ。

「おっにっいっちゃぁーん！　ぐんない！」

「リア」剛士もにこりとする。「元気でやってる？　兵隊さんたちはどう？」

「みんな元気だよ！」

「良かった。気をつけて……頑がん張ばって、えーと、本当に気をつけてね。あと、夜よ更ふかしは身体からだによくないよ。寝ねられるときに寝ておかないと」

「うん！」

　ばいばーい、と手を振ふったリアはさっと姿を消した。クォルンは微び笑しようを浮かべている。

「閣下？」アーシュラがまたたずねた。

「うん」剛士はさっとうなずいた。

「総帥閣下の御命令を達する」画面に向き直った彼女は告げた。「これより魔王軍全軍は〈ヤヌス〉作戦第二段だん階かい態たい勢せいに移い行こうする。各軍は作戦要よう項こうに従したがい、策さく定ていされた任にん務むの達成に邁まい進しんすべし。以上！」



    

  
    
      「心得た」

「今こん晩ばんはこれ一本でやめます」

　画面の左右から頼たのもしげな声が応じ、回線が切られた。

　立ちあがろうとした剛士はまだ命じておくべきことがあったことをおもいだした。

「参さん謀ぼう総長」

「はい、閣下」アーシュラが背せ筋すじをのばした。

「ワルキュラ総軍の逆ぎやく襲しゆうはこれからありにして」

「いまから、ですか？」

「うん」

「よろしい……のですか？」

「戦意の面で限げん界かいにきているのはジョスたちのいってるとおりだろうし、トロル軍が反撃をはじめたあとでは敵が態たい勢せいを整えちゃうから」

「ワルキュラで動いてはトロル軍の行動に悪あく影えい響きようをあたえませんか」

「ランバルト軍が気付いた時には全部が動きだしているとおもうよ」

「たしかにそうともいえますが──」反はん駁ばくしかけたアーシュラだったが、はっと気づいた。剛士から聞かされたより大きな部分での戦略と、どう関連するかを理解したのだった。ちなみに、この戦いでの剛士はこれまでのいかなる戦いをもうわまわる、異い常じようなほどの秘ひ密みつ主しゆ義ぎで臨んでいる。〈ヤヌス〉作戦の全体像を掴つかんでいる者は剛士自身とアーシュラしかいない。他の者たちは、自分がかかわる部分についてだけ段階的に知らされているだけだった。これまでであれば事態をいたずらに混こん乱らんさせるだけだったかもしれないが、魔王軍の実働させたＪＩＴ化組そ織しきの持つ高度な情じよう報ほう処しよ理り能のう力りよくがそれを可か能のうにした。

　じつのところアーシュラは剛士がなぜそこまで機密保ほ持じにこだわっているのか、理由を知らなかった。はかりごとを知る者は少なければ少ないほどいい、という常じよう識しきで理り解かいしているだけである。正直なところやりすぎでは、とおもわないでもないが、剛士がそうしたいのであれば自分は全身全ぜん霊れいでもってそれを支し援えんすべきだとも決めていた。彼女をそこまでおもいこませているのは魔王軍軍人としての忠ちゆう誠せい心しんなのか、女としてのなにかなのか、本人にもよくわかってはいない。

　剛士は立ちあがりかけ、胃いを押さえた。痛みを覚えたのだ。ランバルト軍は、この大魔城じようから20キロ以内に迫せまっている。事実をあらためて痛感したからだった。

　覚かく悟ごしていたとはいえ、敵てきを罵ののしり、味方を叱しつ咤たしたくてたまらなかった。だからこそ我が慢まんに我慢を重ねてきた。自分がばたばたしていてはいい影響を与えないだろうとおもったからだ。おかげで自我はおさえつけられた。

　が肉体は別だった。

　意識したとたん、爆ばく発はつしたように痛いたみが拡ひろがった。イヤな汗あせが全身を濡ぬらす。膝ひざに力が入らない。視界が暗くなっていく。とうとう、床ゆかに膝をついてしまった。

　女たちが駆かけ寄よった。

「閣かつ下か？」アーシュラの声が裏うら返がえっていた。

「無理をするからだ」身体からだを支ささえながらフィラがいった。

「ほら、エルフ族特とく製せいのお薬お薬」セシエが水のはいったコップと丸薬をさしだした。剛士がそれを口に運ぼうとしたとき──鈴すずの音が響ひびき、新たな声が制せい止しした。

「そのようなことを勝手になさっては、困こまります」

「スフィアちゃん。でも、あたしの実家ではみんな使ってる万ばん能のう薬だし」セシエはむくれた。

「閣下は人族、それもチキュウの人族です。エルフとはお身体のつくりが違ちがいます」

「でも、いままでの陛へい下かだってぇ」

「剛士様のご健康についてはわたしの責せき任にんです」フィラをおしのけ、天抜高校女子夏季制服から伸のびた腕うでを守るように剛士へまわしながら彼女はいった。右手には飲み薬らしきものが入った小こ瓶びんがある。

「剛士様、こちらをおのみください」

「あ、うん」胃の痛みよりも背中に押しつけられたスフィアの胸むねを強く意識しながら剛士は素す直なおにそれを飲んだ。甘あまくも苦くもない──たちどころに胃がすっきりし、じんわりとした温かさだけが残った。痛みはウソのように消え去っている。

「いかがですか？」

「……治った」背を伸ばしながら剛士はいった。それどころか、気分まで明るくなっていた。

「本当に、大だい丈じよう夫ぶ？」セシエが顔をのぞきこんでくる。

「あ、うん、うん」

「無理をするからだ、わが君」一いつ瞬しゆんだけスフィアへきつい視線を向けたあと、フィラが叱しかった。

「うん」

「今こ宵よいはおやすみください。あとはすべて……計画に定められていますので」屈かがみこんだアーシュラがいった。剛士を抱かかえるスフィアの腕へ、さらに力がこもった。

「そうする。おやすみ……あ」スフィアに支ささえられるようにして歩きだした剛士は唐とう突とつに振り向いた。「あのさ、フィラさん」

「ん、なんだ、わが君。夜よ伽とぎならあと10日ばかりはいつでも大丈夫だぞ」にやにやしながらフィラがいった。「というか、お前様が今回の作戦については猛もう烈れつな秘密主義をとっているので、あまりやることもないしな。いやいやもちろん、そのことに文もん句くをつけているわけではないぞ。必要とする者にニード・必要なだけトウ・知らせるノウのは機密保ほ持じの基き本ほんだ」

「いや、そうじゃなくて」彼女の言葉の前半部でスフィアの背せ筋すじがびくりと震ふるえたことに気づいた剛士はあわてていった。

「明日ちょっと相談したいことがあるから、あー、えーと」

「午後１時から30分、空いています」スフィアがいった。

「その時間に、よろしく」

「ああ、うむ、もちろんだ。床とこ入いりの日取りの……」

「……相談じゃないからね」

　剛士にしては珍めずらしいほど素す早ばやい反はん応のうを目にしたフィラは大げさに悔くやしがってみせたが、内心は弾はずむようだった。

「ずいぶんと嬉うれしそうですね、殿でん下か」剛士とスフィアが去ったすぐあと、アーシュラがいった。声が吸きゆう血けつ族ゆえとはおもえないほどに冷たい。

「当然だろう」フィラの返事もきっぱりしたものだった。「もともとわたしは自分を高く売りつけるためにこの国へとやってきたのだ。魔王領りよう総そう帥すいが商談に乗るつもりがあるのなら、祖そ国こくコレバーンと臣民のため、どんな話だろうと耳を傾かたむける。それが、王族としてのつとめだ」

「ほとんど身内だとおもってたんだけどな」セシエがいった。声の調子はからかうようではあるが、そうであるがゆえに隠かくしきれない緊きん張ちようがみてとれた。

「フィラ・マレル個こ人じんはそのとおりだ」フィラはこたえた。「が、コレバーン第三王女はそうではなくなる可か能のう性せいがある」

「つまり、剛士様の──閣かつ下かに疑ぎ念ねんを抱いだいておられるのですか？」いまやアーシュラの声は完全に凍いてついていた。

「疑いは、常つねに抱いていた」フィラはすっぱりと認みとめた。

「いったい、それはどういう」アーシュラの唇くちびるから牙きばがのぞいた。

「わたしをどう利用するつもりなのか、という点にだ」フィラはこたえた。アーシュラの不作法については気づかぬふりをしていた。「それが、わからない」

「殿下の」

　セシエがいいかけると、フィラはさっと遮さえぎった。

「あ、あのな、フィラちゃんでよい」

「あ、ども。フィラちゃんの方ははっきりしてる。コレバーンを戦せん禍かから逃のがれさせるためならば自分はどうなってもいい。そーでしょ？」

「あらためていわれると大おお袈げ裟さにきこえて気き恥はずかしいが、まあ、そうだ」

「んで、閣下は」

「これ以上ないというぐらいの扱あつかいはしてくれるが、明めい確かくな約束はまだない。マジメに考えるという言葉だけだよ」

「剛士様の場合、そのお言葉は誓せい約やくに等しい意味を持ちます」すかさずアーシュラが断だん定ていした。「そういうお人ひと柄がらです、あの御お方かたは」

　フィラは唐とう突とつに両手をふりあげた。

「わかっている。わかっているさ！　わが君は損そんな性しよう分ぶんだ。なにかにつけ戸惑いがちであるのに勇気の価か値ちだけは知りつくしており、争いを好まない質たちでありながら争いの効こう能のうに気づいている。天性といってよいほどにだ。だからこそ、コレバーン第三王女として迷まようのだよ！　自分は、果たして祖国とわが君を天てん秤びんにかけられるものかどうか、と。その意味において、お二人が羨うらやましくてならない。ただ忠ちゆう誠せいと愛あい情じようとともにあればよいのだからな──ああ、その点はスフィア殿どのも同じか」

　アーシュラとセシエは目を丸くした。ようやくのことでフィラの真意がわかったからである。

　剛士が自分をどう利用するのかはフィラにとってもはや問題ではないのだ。その点については確信すら抱いているからである。彼女を悩なやませているのは、剛士が自分を政せい治じ的材料として利用したとき、コレバーン第三王女ではなく、かれの傍かたわらにありたい女としてだけ振る舞まってしまうのではないか、剛士が必要とする政治的材料としての役目を果たしきれないのではないか、という恐おそれだったのである。

「はやぁ、それわ」セシエが唇を尖とがらせたあと、にやりとした。「なんつーかそれは、ずいぶんとまあはっきりしたアレよねぇ」

「聞かされたこちらが恥はずかしくなってくる」アーシュラが額ひたいを押さえて呻うめいた。といっても口調はいささか以上に悔しげでもある。

「いやま、うん、まあそのだな」顔を真っ赤にしながらフィラはいった。「その……ともかくわたしは王女としての責せき務むも果たしたいと望んでいるわけで、だからこそわが君ゴーシのことがその……な、まあ、細かいことはいいではないか」

　うーん、と顎あごを揉もんだセシエがぽん、と掌てのひらを拳こぶしで打った。

「つまりアレね、閣下はたぶん明日、フィラちゃんを政治的にどうナニするか持ちだすんだろうから……」

　アーシュラがさっと一礼して後をうけた。

「おめでとうございます、フィラ・マレル殿下」

「うん、その、いやまあ、うん」フィラはますます紅あかくなりながら口ごもり、やがて背筋をのばし、華はなやかな笑えみとともにいった。

「このような戦せん況きようのもと、これほどの喜びを味わえるとは。不ふ謹きん慎しんだとはおもうが、抑えきれないよ。そうだろう、アーシュラ殿、セシエ殿？　これでようやくわたしはお二方と同じ場所に立つ資し格かくを得るわけだからな！」

　そしてもちろん、フィラは気づいていた。自分に対して小野寺剛士への絶対的な信しん頼らいを強きよう制せいしていることにだ。理由もわかっている。そうする以外にないからだ。あの異世界から来た少年ならば必ずコレバーンへ配はい慮りよをしてくれるだろうと信じぬくほかない。だからこそ、さまざまなことが原げん因いんで個こ人じん的になんだか盛もりあがってしまっているという現げん実じつを素す直なおに受け入れられるのだった。

（わたしが都合が良ければ向こうも都合よくしてくれるはず、か。まるでばかなおんなそのものではないか）

　自じ嘲ちよう的におもってはみたものの、胸むねの高鳴りは抑えられなかった。と同時に、剛士に対する罪ざい悪あく感も抑えられずにいる。自分が他者からなにを求められているか、常に考えているような男だとおもっているからだ。

（ゴーシはわたしがなにを求めているか、知り尽くしている。自問自答のなかで結けつ論ろんに到とう達たつしている）

　フィラはそう信じている。自分をふくめた魔ま王おう領りようのすべての者たちからよせられたそういう信頼こそが剛士をしてさきほどのような苦しみを味わわせたのだと知ってもいた。

　それでもなお、信じずにはいられない。頼たよるべきものは他になにもないからだった。だから、コレバーン王女として悩なやみ、罪悪感に苦しみながらも喜んでいる。自分は望んだとおりの男に身を寄よせたことがいまこそ確信できたからだった。
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　魔ま導どう弾だんや石弾で地ならしされた市街地は砕かれた建材をはじめとする様々なもので埋うめつくされており、石ころだらけの野を進むよりよほど手間がかかった。

　それでもランバルト兵たちは進んだ。隊列を維い持じしたまま破は壊かいによって創そう造ぞうされた進しん撃げき路を進み、散発的におこなわれる魔王軍の防ぼう戦せんを手て際ぎわよく排はい除じよしながら前進した。魔王軍には陣じん地ちがわりに使える家屋や瓦が礫れき、比ひ較かく的自由に使える魔法、兵士一人一人に与あたえられている連発式ボウガン、魔族特有の能力といった直ちよく接せつ的な優ゆう位いがあったが、市街を強ごう引いんに集しゆう団だん戦せんへ向いた環かん境きようへつくりかえつつ進撃するランバルト兵たちを阻そ止しするにはいずれも力不足だった。昼間、マスル神の加か護ごによって魔王軍側の魔法がその威い力りよくを減げんじているとなればなおさらだった。

　道路の中央に焚たかれていた火に矢先がさしいれられ、先せん端たんに巻まかれていた布ぬのに火が移うつった。矢は待ち受けていた弓兵へ手て渡わたされ、即そく座ざにつがえられる。指し揮き官の号令が響ひびいた。

「放てぇっ」

　弓が鳴り、炎ほのおを先端に宿した矢が夜空に向けて放たれる。前方の、いまだ魔王軍が制せい圧あつしている地ち域いきに向けて飛び、家屋の屋根や壁かべに突つき刺ささってそこを炎えん上じようさせる。

　ランバルトの弓兵は精せい強きよう無む比ひをもってゴルソン大陸にその名を轟とどろかせている。王国全土から弓兵向きの人材をかきあつめてくること、豊ほう富ふな実戦経けい験けんに支ささえられた訓練方式が優すぐれていること等々、その理由とすべきものは無数にあったが、とりわけ重要な要よう素そと考えられているのはかれらが装そう備びしている弓そのものだった。かれらが装備していたのは、射い手ての背せ丈たけをうわまわる、全長２メートルにも達する長弓ロング・ボウなのだ。

　いまもかれらはその長所を最さい大だい限げんに活用し、短所のもたらす悪影響を最低限に抑おさえようとしていた。

　火矢の勢いきおいは剛士であれば青ざめてしまうほどのものだった。流れ作業に慣なれた工員たちのように、ストックされた矢に火が点つけられ、弓兵に手て渡わたされ、中空に向けて放たれていく。敵てき軍ぐんの前進や突とつ撃げきを阻そ止しするための速射ではないため、放つペースは比ひ較かく的ゆっくりしているが、そのかわり狙ねらいが精せい密みつである。山なりの曲射弾道で放っているというのに、狙いをつけた建物の屋根や窓まどに飛びこんでいく。

　その結果はいうまでもない。無数の火の手があがっている。ワルキュラを焼きつくすような勢いで燃えあがっている場所もあった。

「城しろや砦とりでを焼いたことはこれまでもある」焚たき火から数百メートル後方の、夜よ露つゆをしのぐ程てい度どには屋根と壁が残っている家の二階からそれを眺ながめていたイムル・ロンデボークがつぶやいた。

「だが……街は、それも、これほどの街は初めてだ」

「戦いくさとは無む情じようなものです」アビン・グラスは応おうじた。照り返しに浮うかびあがる横顔からは、今日一日の疲ひ労ろうはみてとれない。

「進撃が成功した理由は、わかる」イムルはいった。「われわれは準じゆん備びしていた。魔ま王おう軍の魔法は妨ぼう害がいしていたし、奴やつらが陣地を設もうけそうな場所は手当たり次し第だいに破は壊かいしつつ進んだ。だから大した損そん害がいもなしにここまで進めた」

　実じつ際さい、ガスロー槍そう術じゆつ栄えい光こう団だんの進撃は瞠どう目もくに値あたいした。今日一日だけで７キロも前進していたのである。

「都合がよすぎるとお考えで？」

「わからない」イムルは率そつ直ちよくだった。「俺おれにしても今日はうまく戦えたとおもうし、兵たちも精せい一いつ杯ぱい戦った。本当は、当然の結果とおもいたい」

「ヨムルト槍兵団の一部が昼間にもかかわらず魔法攻こう撃げきを受け、一時的に壊かい乱らんしたようですが」

「これからはもっとひどいことになる。敵はわれわれをここに引きつけた。われわれはその手にあえて乗った。ワルキュラは象しよう徴ちようだ。放置するには巨きよ大だいすぎる。だから北と南からも攻せめこんでいる。すくなくとも魔王領りようの半分をもぎとれるように」

「決戦と呼よぶほかありませんね」

「明日からは一時的に魔法の全面使用が許ゆるされる。今度ばかりは敵も対たい抗こうしてくるだろう。覚かく悟ごを固めておけよ」

　かれのガスロー槍術栄光団は明日、ボールス槍兵団、ロサイア弓兵隊、シュトス弩ど兵へい隊、テバント若わか草くさ魔ま導どう隊などとチームを組み、大魔城じようへの本ほん格かく的な進撃を開始することになっていた。シレイラ本軍が到とう着ちやくしつつあるいま、兵力の消しよう耗もうを抑おさえる慎しん重ちような行動に留りゆう意いしつづける必要はない。ウランコール衝しよう撃げき軍を率ひきいるイーサン・ウランコールは今日夕ゆう刻こく、隷れい下かの団長・隊長を集めた指し揮き官会同の席で宣せん言げんしていた。「ウランコール衝撃軍は明日よりいかなる損害も顧かえりみない猛もう攻こうに移うつる。むろんそれはこのウランコールをも例外とはしない」

　士気はさがらなかった。むしろ高まっている。ランバルト軍らしい話だった。

「そろそろ寝ねるとするか」のびをしたイムルはいった。明日の行動開始は五時。その前にチームを組む部隊の指揮官たちと打ち合わせをせねばならないから、四時には目覚めねばならない。

「自分はもうひとまわりしてから寝ます」グラスは応じた。

　空中に放たれた火矢の炎ほのおが一いつ斉さいに吹ふき消されたのはその直後だった。

　怖おぞ気けがわきおこる。闇やみに視し線せんを向けた。さらに大きな変化に気付いた。

　さきほどまで、そこは闇ではなかった。火矢のもたらした火か災さいに焼かれていたはずなのだ。

「対魔法警けい戒かい！　総そう員いん起こし！　伝令、伝令はいるか」イムルは叫さけんだ。控ひかえていた伝令兵が駆かけよってくる。

「ウランコール閣かつ下かのもとへ急げ。我わが正面の敵軍、魔法の全面使用に転じた模も様よう。厳げん戒かいなる警戒を要す。ガスロー槍術栄光団は別命あるまで現位置の保ほ持じにつとめる。以上だ。いけ！　グラス！」

「敵が動いたなら哨しよう兵へいからの報告があるはずです！」頬ほおを引きつらせたグラスがいった。「おそらく、やられたのだ」イムルは断だん言げんした。「でなければあれほど大だい規き模ぼな魔法使用の──いや、魔法使用に必要とされる部隊展てん開かいに気付かないはずがない」

「テバント若草魔導隊が警戒していたはずです」

「わからん、向こうは向こうで大変なのかも知れん。奴らのように、兵科協同をもっと推すい進しんしておくべきだったな。いままでのやり方では、こういうときに困こまる」

「それは──」

　グラスはなにかをいいかけたが、イムルが最後まで聞くことはできなかった。突とつ如じよとして飛来した石弾に直撃され、グラスの頭部がこなごなに砕くだけ散ったからだ。

　なま暖あたたかいものを全身に浴び、なにも見えなくなった。周囲で立て続けに落下音や風切り音が生じ、悲鳴と号令が交こう錯さくする。

　ぬるぬるしたものをぬぐいとる。まだ見えない。腰こしに下げていた革かわ袋ぶくろの口をあけ、水で目を洗あらった。ようやく見えるようになった。

　見えないままでいたほうが良かったとおもった。

　弓兵の大半が石弾を浴びて礫れき殺さつされていた。夜や営えいしていた兵たちにも石弾は降ふり注ぎ、死と破は壊かいと混こん乱らんを立て続けに生じさせている。

　イムルはグラスの遺い体たいを一いち瞥べつする贅ぜい沢たくを自分に許ゆるした。二度は目にできないだろうとわかっていたからである。小さく、祈いのりの言葉を唱え、別れを告げた。

「総員集まれ！」駆けだしながらイムルは叫んだ。ここから東へ１キロほどもどったあたりに広場があるのを目にしていた。そこへ部隊を再さい集結させ、他の部隊とも連れん絡らくをとって逆襲の準備を整える。この混乱を切り抜ぬけるにはそれしかないとおもった。

　大魔城を西北に臨む市街から一斉にファイアーボールが放たれたのはその時である。ランバルト軍の魔導士しが放つものほど大きくはない。が、数が違ちがう。数百の炎が一斉に生じ、猛もう烈れつな速度で迫せまってくる。

　いくらも走らぬうちに周囲で次々に爆発を起こした。逃にげていた兵、負ふ傷しようし、地べたでのたうっていた兵、天てん幕まくから飛びだし、パイクを掴つかもうとしていた兵──なにもかもを燃もえあがらせていく。

　混乱はさらに拡かく大だいした。ガスロー槍術栄光団はいまや烏う合ごうの衆しゆうと化し、惨みじめに壊乱しようとしていた。

（いや、なんとかなるはずだ）

　駆けながらイムルはおもった。自分の周囲を兵たちが併へい走そうしていることに気付いていた。いずれその数は増ふえるだろう。増えていけば、あの広場で隊列を整え、壊乱から立ち直ることが可か能のうなはずだ。

　夜空から嫌いやな音が無数に響いた。

　おもわず見上げてしまう。黒い小さな物体が無数に東へ飛んでいくのが微かすかに見分けられた。しばらくのち、イムルたちが向かっている広場のあるあたりでいくつもの精せい霊れい爆ばく発はつが生じた。バリスタから放たれた魔導弾だんの爆発だった。

　隣となりを駆けていた兵が恐きよう怖ふにかられ、立ち止まった。その直後、無数の矢弾を浴びて絶ぜつ命めいする。

　イムルは理解した。

（駄だ目めなのだ）

　もう一度おもった。

（俺も、ここで死ぬのだ）

　魂たま消ぎるようなうなり声が背はい後ごからきこえた。足音が迫せまってくる。併走していた兵たちが次々に悲鳴をあげ、倒れていく。どうにもならなかった。走り続けてはいたが、もうどうにもならないとわかっていた。



    

  
    
      
        異い郷きようの丘



      

    

  
    
      

　タナカがいたぶられているのを目にしているうちにもやもやした気分になったシレイラちゃんはそのまま自分の大天てん幕まくに戻もどり眠ねむってしまった。が、数時間もしないうちに目がさめてしまう。仕方なく外に出た。今度は衛えい兵へいの立つ出口からだ。馬を持てと命じる。馬はすぐに曳ひかれてきた。驚おどろいたことに、自分の馬を曳いたゴローズとマヤ・ウラムも一いつ緒しよだった。

「アンタたちは別に呼んでないわよ」白馬にまたがりつつシレイラちゃんはいった。

「眠れないのは御同様です。お供ともさせてください」ゴローズはこたえた。

（ふん、んなワケないじゃないの。アタシが起きたのに気付いて、二人仲良くしてたのを打ち切って……）

　さすがに途と中ちゆうで考えるのをやめた。あまりにも下品だとおもった。それに、摂せつ政しようの宮みやたる身で一人ぶらつくことなどできるはずがないのだ。

　大おお騒さわぎが繰くり広げられていたタナカの大天幕をちらりと見る。灯あかりは消えていた。いまあの中はどうなっているのだろうとおもいかけ、即そく座ざにやめた。不ふ愉ゆ快かいだった。

　ゴローズとマヤを従したがえ、ゆっくりと夜や営えい地をめぐる。むろん、明日から激げき戦せんに投じられる兵たちの眠りをさまたげないように気き遣づかってのことだ。

「我わが軍の先せん鋒ぽう部隊はすでにウランコール衝しよう撃げき軍の後衛位置に展てん開かいしております」傍かたわらで黒馬にまたがったゴローズがいった。

「明日中には戦せん闘とう加入が可か能のうです」

「グラッサーたちの別働隊は？」

「すでに分ぶん離りし、行動中です。やはり明日中にはワルキュラ両りよう翼よくへ旋せん回かいを開始します」

「あたしがワルキュラを目にするのは、いつ？」

　ゴローズは驚いたような顔になり、辺りを見回した。一点に目をとめ、彼女にいった。

「こちらへ」

　斜しや面めんをのぼる。すぐに、さらに小高く開けた場所にでた。

　ゴローズの声がきこえた。

「あちらです」

　シレイラちゃんは彼の指先が示しめすほうへ顔を向けた。

　夜空の下に横たわる黒々とした大地が見えた。そしてその一部はわずかに色が違っている。

「ワルキュラ……」

「ええ。ワルキュラです」ゴローズはうなずいた。

　と、横たわる魔ま都とでちらちらと瞬またたく光があった。たちまちのうちに数を増ましていく。

「なによ、あれ。ウランコールは街を焼きながら進んでるっていってたけど」

「よほどの大だい火か災さいでなければ見えはしません。あれは……」

　あらたな瞬き。さらに数を増している。マヤが息をのんだのがわかった。

「なによ」噛かみつくようにシレイラちゃんはいった。「わかったんなら、教えなさいよ！」

「精せい霊れい光です、殿でん下か」マヤはこたえた。「強きよう烈れつな精霊光が生じているのです」

「強烈な精霊光って……」シレイラちゃんは顔色を変えた。

「精霊爆ばく発はつです。魔ま導どう弾だんを一いつ斉せい使用しているのです」ゴローズが応じた。「我が軍では効こう率りつの点からいって、夜間は使用を控ひかえます」

「魔王軍です」おののくようにマヤがいった。「魔王軍が本ほん格かく的な逆ぎやく襲しゆうに転じたに違いありません」

　シレイラちゃんはこたえなかった。しばらく、魅み入いられたように明めい滅めつする精霊光を見つめていた。

　二人を振ふり返った。衝撃や恐おそれとは無む縁えんの顔だった。

「いいじゃないの」不ふ敵てきな笑えみとともに彼女はいった。「あのちんちくりん、アタシを大だい歓かん迎げいしてくれるってわけよ」



    

  
    
      「ワルキュラだけでなく、全ぜん域いきでの警けい戒かいが必要です」ゴローズがいった。

「当然。手配なさい」

「計画を変へん更こうされますか？」

「するワケないでしょ！　アンタとアタシはこういった可能性もふくめてすべての手を打ってきた。いまさら驚く必要なんかない。ワルキュラを攻める。あのちんちくりんに目に物見せてやる」

　シレイラちゃん──いや、ランバルト王国シレイラ摂政宮殿下は高らかに笑った。

「さあ、はじまりよ！　終わりのはじまりなんかじゃない！　すべてのはじまり！　アンタたち、アタシに感かん謝しやなさい！　いずれ年をとったとき、二人でおもいだすことになるんだから」

「なにを、でしょうか」

「われらがすばらしき時アワ・フアイネスト・アワーを生きたことを、よ！」



    

  
    
      
　あとがき






　ども、豪屋です。どうにかこうにかで９巻、お届とどけしました。今回はまあ、だれもかれもが行く先は地獄と知りつつ全力で進み続けるような話だったような気がしますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。豪屋はこんな感じです。



　先日、とある場所で話していた人から「ゴーヤはネトウヨだから」といわれました。正確な定義は知りませんが、ネトウヨとはネットの掲けい示じ板ばんあたりでナショナリスティックな内容を書いたりする人のことのはず。正直いってあうう、でした。そりゃ以前の仕事では歴史関係のサイトで詳くわしい人を探さがしたり声をかけたりするために書き込みしたこともありますが、まあ、それぐらいのもんです……すいませんウソです。海外の21禁（18禁じゃないです）エロサイトであまりにすばらしい画像や動画を拝はい見けんした感かん激げきを壊こわれた英語で書きこんだあげく、なんだか凄すごく喜んでくれた管理人さんからさらに凄いナニを貰もらって困ったことがあります。本当です。

　しかし、ナショナリスティックなことは書きこんだ覚おぼえは全然ありません。仕事で本を書くようになってからは海外のサイトに質問したり参加したりする機会が増えたのでなおさらです。ていうか豪屋が関わるようなサイトは専門性というか特とく殊しゆ性せいというか、ともかくそういう傾けい向こうが強いところなので政治的な話題は持ちだすような機会もありません（礼れい儀ぎとしてもしません）。

　んでまあ、そういうことを「ネトウヨ」といった人に話したわけです。すると「あんなに右がかった内容を書いてるんだから、ネトウヨみたいなもんだ」という返事でした。そのあともまだまだ細かいやりとりがあったわけですが、要約してしまえば「戦争の話を書いてるからネトウヨだ」ということらしいとわかりました（デビルも書いているのでまさに完かん璧ぺき、ということみたいです）。

　……いやもう、どうしたもんだか。ついでに「毎日戦争の本ばっかり読んで、戦争映画しか観みてない」とまでいわれたので、

「うん、戦争、セックス、裏うら切ぎり、バイオレンスな内容が山盛りな世界一読者が多い本をこのあいだ読んだ。Ａ君でもデビルでも参さん考こうにした」

　とこたえました。当然相手は豪屋のネタ元はなにかと興きよう味みを抱いだき、たずねてきます。ちなみにその瞬しゆん間かんは一日あたり15秒ぐらいは率そつ直ちよくでいようと決めている時刻に当たっていたので正直にこたえました。

「……聖書」

　えー、情報というものは扱あつかいようでどうにでもなるという話でした。なんらかの意い図とをもって語られている限り、書き手がネトウヨだろうがサヨクだろうが豪屋だろうが信用なんかしちゃいけない、ってことだとおもいます。ことにいまの豪屋はこのあとがきをなんとか本編のネタにつなげてオトそうとしているのでなおさらです。



　……というわけで今回の剛士君です。この人はまあ、身を守るためならなんでもするけど、あとはあんまし細こまかいことを気にしない、という人なのは９巻まで読んでくださった皆さんはおわかりかとおもいます。おファンタジア系に限かぎらず、最近の国産小説一般でありがちな「世界に対して現実感を持ち得えない」主人公のようでありながら根っこの部分でズレてる、という感じでしょうか。ねじくれて考えるなら、自分の中にある危あぶなさを制せい御ぎよするために細かいことを気にしないと「決めて」いた人なのかもしれません。

　しかしいまや危なさを制御する必要性はどんどん薄うすれています。これからはシレイラちゃんがかつて述のべられたごとく、「自分の中に信ずべきなにものも持たない」がゆえに、どんなものもバイアスなしで見ようとする剛士君の本質が剥むきだしになっていくのかもしれません。



豪屋大介



    

  
    
      Ａ君くん（17）の戦せん争そう　９

われらがすばらしきとき



豪ごう屋や大だい介すけ
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